
日

本

科

第

巻

外

同i

伝禄
Eミ

原

著

末
梢
組
織
ノ
血
流
及
新
陳
代
謝
ニ
艶
ス

紳
経
性
司
配
ニ
関
ス

w
賓
験
的
研
究

第

競

四
w
y

寒
熱
ノ
影
響
－
一
及
ボ
ス

mz一一色
一
。
ω
。
ロ
伸
一
回
。

Ew『司。ロ∞

。
。
ロ
可
。
一

。
，
詣
『
仲
一
回
。

r
r
o
L
2。
考
包
囲
島
冨
丘
町
四
一
回
。
一
一
回
自

Z
F
o

－
M
A
W

『一喝
ro
ユ角u

z
g
Z
2・
者
r
r
r
巴・
0

者何回同
a

一
富
。
品
。
『
向
日
。
。
F
L
r】『

F
e
m
w問
者
一
宮
町
民
一
。
回
。
mOMm件。『回何回一

r。
阿
世
田
。
『
合
。
一
色
・

国
同
吋
h
r
ω
d
N
h
v
d
B
図
。
局
同
。
H
H
H
・

〔
岡

4
3
B
P。
。
ュ
r
o
H
U
O
品
目
。
白
山
口
甘
え
昨
日
w
O

剛門司。
Z
H
E
H
u
o
z
m
L
d
E
2
2』
々

（

】

Mg片
岡
町
O
Hロ
戸

H
H
0・
）
〕

京
都
阜
市
園
大
撃
臨
百
帽
宇
都
整
形
外
科
教
室
（
伊
藤
教
授
指
導
〉

容

目

次

内

序

説

第

一

章

奮

験

一、

貧
験
／
方
法

二
、
貧
験
第
一
艶
照

資
験
第
一
成
績
概
括

討

究

第
三
巻

善
、~

F『

原

嬢

大
事
院
聞
学
生

堀

安

左

衛

門

聾
皐
士

串
良
敏
第
一
線
括

＝
一
、
質
験
第
一
一
、
動
脈
外
壁
交
感
紳
経
切
除

貸
験
第
二
成
績
機
括

四
、
串
良
験
第
三
、
腹
部
交
感
紳
経
節
妖
索
切
除

貸
験
第
三
成
績
概
括

五
、
賞
験
第
四
、
A
Z
骨
神
経
大
腿
神
経
裁
断

阜
県
験
第
四
成
績
概
括

七
三
五

〈
第
四
務

、d



第
三
品
位

，...、
原

娘i

箸
........ 

七
三
穴

（
第
凶
競

一一、、，

六
、
貸
験
第
五
、
動
脈
外
壁
交
感
神
経
切
除
、
腰
部
交
感
神
経
箭
吠
索
切
除
、
位
－
骨

紳
経
大
腿
紳
経
裁
断

貸
験
第
五
成
績
機
括

第
二
軍
機
括
的
観
察

一
、
血
流
及
酸
素
抽
閉
山
開
設
振
幅
論

二

、

総

括

第

三

章

討

究

第
て
血
消
関
係
｜
巾
橋
部
ト
ノ
諸
問
絡
遮
断
ノ
後
、
米
抽
阿
部
一
二
於
ケ
ル
血
管
鍬
張
、

取
締
神
経
ノ
運
命

て
動
脈
外
壁
交
感
紳
絡
切
除

二
、
腹
部
交
感
紳
終
筒
状
索
切
除

三
、
佳
品
目
神
経
大
腿
紳
終
被
断
1
末
柑
部
血
管
扱
張
紳
経
／
運
命

四
、
必
骨
紳
経
、
大
腿
紳
綬
設
断
、
動
脈
外
壁
出
入感
紳
抑
制
切
除
、
腰
部
交
感
紳
経

序

説

寒
熱
又
A

薬
剤
等
外
来
ノ
刺
戟
ニ
ヨ
M
Y

局
部
／
充
血
ヲ
治
病
－
一
腰
用
ス
Y

コ
ト
A

従
来

一
般
－
一
使
用
セ
ラ
レ
、
且
ッ
充
血
ノ
治
病
作
用
ト
シ

ア
回
一
角
氏
ガ
鎮
痛
、
滅
菌
、
吸
牧
、
協
解
、
州
官
養
増
加
等
ノ
致
果
ア
尺
コ
ト
ヲ
唱
導
ジ
ア
ヨ
η
ノ
以
来
、
局
部
充
血
／
治
療
的
作
用
－
一
関
ジ
ア

A

疑
ア
モ
ノ
ナ
ジ
。
然
Y

－
二
八
五
一
年

C
7
2
a
c
出
D
E
P
－
－
島
氏
ガ
血
管
牧
縮
紳
経
ヲ
後
見
ジ
、
業
営
時
巳
ニ
交
戚
紳
経
節
ヲ
胡
除
セ
バ
局
部

ニ
永
績
的
充
血
ア
Y

コ
ト
ノ
賞
験
的
研
究
ア

y
ジ
ニ
闘
で
フ
ズ
、
胤
管
般
縮
神
経
ニ
劃
ス
Y
手
術
－
一
ヨ
リ
ノ
起
Y
局
部
充
血
ヲ
治
病
－
一
贋
ク
使

用
ス

Y

ユ
至

y
u
V
A
比
岐
的
近
時
／
問
題
ニ
ジ
ア
、
一
九
一
一
一
一
年

F
5
・E

5

氏
ノ
動
脈
外
国
交
戚
神
経
切
除
術
ノ
唱
導
－
一
始
マ

y
、

F
・5
H
m

氏
之
ニ
唱
和
シ
、
更
ニ
最
近
－
一
至

y
－7
A
交
戚
神
経
節
朕
索
切
除
ヲ
諸
種
疾
病
－
一
臆
用
ス
U
Y

ニ
至
レ

y
。

動
脈
外
壁
交
戚
紳
経
切
除
後
ノ
局
部
流
血
量
ノ
増
大
－
一
開
ジ
ア
A

小
林
、
大
諜
雨
氏
ノ
質
駿
ア

y
。
腹
部
交
戚
紳
経
節
朕
索
切
除
叉
A

裁
断

後
ノ
局
部
流
血
量
ノ
増
大
－
一
閥
、
て
プ
A

小
林
、
吉
富
雨
氏
ノ
官
験
ア
リ
。
坐
骨
神
経
、
大
腿
紳
経
ノ
設
断
又
A

凍
結
ノ
際
同
側
下
腿
－
一
一
於
ケ

Y
血

流
ノ
獄
態
－
一
関
ジ
ア
A

吉
富
氏
ノ
賞
験
ア

y
。
只
グ
此
等
手
術
ノ
後
局
所
一
寒
熱
ヲ
作
用
セ
シ
ム

Y
際
、
其
部
ノ
血
統
及
新
陳
代
謝
ノ
航
熊
ヲ

筒
状
索
切
除
｜
末
梢
部
血
管
収
縮
紳
経
ノ
運
命

五
、
流
血
登
場
減
論

第
二
、
新
陳
代
謝
関
係

一、

末
梢
部
組
織
新
陳
代
謝
ユ
封
シ
混
中
枢
ヨ
リ

ス
ル
抑
制
叉
ハ
刺
殺
ノ
存
在

二
、
向
上
僻
遠
ノ
綬
路

宍
、
局
所
組
織
新
陳
代
謝
作
用
ノ
増
加
ニ
認メ
得
ベ
キ
筋
運
動
ヲ
要
ス
ル
ヤ

四
、
交
感
．
副
交
感
雨
紳
綴
緊
張
ノ
組問
動
ト
局
所
組
織
ノ
新
陳
代
謝

五
、
］
3
・2
E－
及

LF
32
2
氏
設
批
剣

第

凶

章

結

論

件
血
派
閥
係

団

新

陳
代
謝
関
係

敵
女
妙
銭

主
要
女
献



調
査
セ
シ
毛
〆
A

従
来
ノ
文
献
中

3
0
2
ζ
及
、
F
5
2ロ
氏
等
ガ
猫
－
一
於
ア
胸
髄
裁
断
ノ
接
、
下
腿
ノ
加
熱
叉
月
冷
却
－
一
ヨ

p
其
部
流
血
中
酸
素

消
費
量
－
一
獲
化
ナ
ジ
。
然
Y

－
二
坐
骨
神
経
及
大
腿
紳
経
ヲ
設
断
hv
更
ユ
動
脈
外
園
交
戚
紳
経
設
除
ヲ
施
セ
シ
モ

ノ
ニ
ア
A

局
部
加
熱
－
一
ヨ

9
酸

素
消
費
量
A

増
加
ス
ト
云
へ

Y

モ
ノ
ア
Y

－
一
過
ギ
ズ
。
然
Y

－一余
A

氏
等
ノ
胸
鮪
裁
断
ノ
後
、
局
部
加
熱
又
A

冷
却
ニ
ヨ
リ
其
部
ノ
酸
素
消
費

量
－
一
増
減
ナ
シ
ト
云
へ

Y

コ
ト
ニ
疑
ヲ
存
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。
何
ト
ナ
レ
バ
、
余
ガ
日
本
外
科
賀
曲
第
三
港
第
二
競
－
一
報
告
セ
ジ
ガ
如
ク
犬
ノ
正

常
下
腿
ニ
於
ア
モ
、
加
熱
又
A

冷
却
－
一
ヨ
リ
酸
素
消
費
量
－
一
一
増
減
ア
Y

コ
ト
明
カ
ナ
Y
ガ
故
ナ
リ
。
尚
氏
等
A

坐
骨
神
経
大
腿
紳
経
ヲ
裁
断
hv

更
ニ
動
脈
外
国
交
戚
神
経
切
除
ヲ
施
ス
ト
キ
A

末
梢
部
ト
温
中
橿
ト
ノ
連
絡
ヲ
全
部
遮
断
ス
U
Y

ガ
故

一始
メ
－
プ
岡
部
ノ
加
熱
一
一
ヨ

9
酸
素
消

費
量
ニ
一
増
加
ア

y
ト
ナ
ス
。
巴
ニ
余
ノ
賓
験
－
一
ヨ

y
正
常
／
場
合
印
チ
温
中
極
ト
ノ
蓮
絡
ヲ
遮
断
セ
ズ
ジ
ア
、
冷
熱
ノ
作
用
－
一

ヨ
リノ
酸
素
消
費

量
一
二
増
減
ア
Y

コ
ト
確
定
セ
ジ
上
三
氏
等
ノ
此
設
A

存
立
ジ
難
キ
所
ナ
Y

屯
余
A

夏
－
一
之
ヲ
貫
験
的
－
一
確
定
uv
、
更
－
一
進
ン
デ
末
梢
神
経
裁

断
又
A

交
戚
神
経
節
扶
索
切
除
等
ガ
寒
熱
－
一
ヨ
M
F

下
腿
ノ
血
統
及
酸
素
消
費
量
－
一
如
何
ナ
Y
影
響
ヲ
及
ポ
ス
カ
ヲ
研
究
セ
ン
ト
ス
。

第

一

章

賓

輪

一

、

賓

駿

ノ

方

法

貫
験
動
物
ニ
A

犬
ア
使
用
ジ
、
封
照
貫
験
－
一
A

直
－
二

1

・
ヲ
レ
タ
ン
」
ノ
皮
下
注
射
ヲ
行
ヒ
、
動
脈
、
交
戚
紳
経
、
叉
A

末
梢
神
経

－一手
術
ヲ
施

ス
モ
ノ
ミ
瞳
酸
「
毛

Y
ヒ
ネ
」
皮
下
注
射
、
－
一
子
ー
－
プ
Y
」
吸
入
麻
酔
ノ
下
一
一
夫
々
正
規
ノ
消
毒
ヲ
行
ヒ
、
所
要
ノ
手
術
ヲ
無
菌
的
ュ
施
シ
二
定

時
日
ヲ
経
過
ジ
ア
後
「
ウ
ノ
V

タ
ン
」
皮
下
注
射
ノ
下
－
一
一
試
獣
ヲ
仰
臥
位
一
一
同
定
シ
、
股
静
脈
及
大
昔
稜
静
脈
ヲ
露
出
ジ
、
大
荒
田
被
静
脈
、
股
静
脈
ト

ノ
合
洗
部
ヨ

9
約
三
糎
末
梢
部
－
一
一
於
ケ
U
Y

結
梨
、
結
設
部
ト
合
流
部
ト
ノ
問
－
一
於
ア
大
欝
誠
静
脈
－
一
躍
グ
小
静
脈
ノ
結
梨
、
大
韮
町議
静
脈
－
一
採

血
用
「
ピ
ペ
ッ
ト
L
掃
入
用
ノ
裂
孔
ヲ
穿
ツ
コ
ト
、
大
書
抜
静
脈
ノ
合
ス
M
F

部
ヨ
リ
約
五
糎
中
枢
部
－
一
於

e

ア
股
静
脈
下
－
一
統
ヲ
通
シ
、
之
レ
ニ
重

錘
ヲ
附
属
ジ
、
採
血
時
一
時
股
静
脈
内
ノ
血
統
遮
断
－
一
便
ズ
M
Y

コ
ト
、
静
脈
血
一
括
ノ
「
ピ

ペ
ッ
ト
」
内
ニ
逆
流
ス

Y
時
間
ノ
測
定
、
該
静
脈
血

ト
、
試
験
鮪
動
脈
ヨ

9
一
括
注
射
器
ヲ
以
－
プ
採
取
セ
ジ
動
脈
血
ト
ヲ
以
ア
出
E
・g
・c
p
t
F）宮
三
田
氏
等
ノ
創
業
－
一

ヨ
Y
示
差
血
液
克
斯
測
定
器
ヲ

以
－
プ
酸
素
消
費
量
ア
測
定
ス

Y

コ
ト
、
下
腿
ノ
加
熱
叉
A

冷
却
－
二
自
家
考
案
特
殊
ノ
器
具
（
異
鎗
製
ノ
楕
圃
筒
）
ヲ
使
用
ス

Y

コ
ト
、
業
使
用

第
三
谷

F園、
原

著..... 

堀

七
三
七

（
第
四
銑

、』J



第

~ 

F『

疲

著、J

類！

七
三
八

図
、．〆

（
第
四
競

ノ
方
法
パ
下
腿
足
部
加
熱
又
A

冷
却
ノ
準
備
、
及
冷
熱
ヲ
作
用
セ
ジ
ム

Y
媒
憧
ト
ジ
ア
水
ヲ
使
用
ス

Y

コ
ト
等
、
凡
ア
拙
者
「
寒
冷
及
温
熱
ノ
下

腿
ノ
血
流
及
新
陳
代
謝
ュ
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
ア
」
（
日
本
外
科
賓
画
第
三
容
第
二
競
）
－
一
一
週
ペ
ジ
所
ト
同
一
ナ

y
o

向
採
血
ニ
山
首
ス

Y
準
備
手
術
及
加
熱
又
A

冷
却
ノ
準
備
金
ク
調
ヒ
シ
後
、
約
三
十
分
間
其
億
放
置
シ
、
手
術
並
ユ
諸
種
操
作
ノ
血
流
及
酸
素

消
費
量
－
一
及
ポ
ス
影
響
ヲ
避
ヶ
、
究
デ
寒
熱
作
用
前
－
一
一
数
回
採
血
ジ
ア
血
流
及
酸
素
消
費
量
ヲ
測
定
γ
、
之
ヲ
血
統
原
蓮
及
原
消
費
量
ト
ジ
、
衣

ユ
種
々
温
度
ノ
水
ヲ
加
熱
叉
A

冷
却
用
y
楕
胤
筒
中
ニ
入
レ
ア
下
腿
及
足
部
－
一
作
用
セ
ジ
メ
、
而
シ
ア
此
際
－
一
一
於
ケ
Y
血
流
及
酸
素
消
費
量
ヲ

測
定
シ
、
原
蓮
及
原
消
費
量
ト
封
照
比
峻
セ

9
0
更
二
本
質
験
－
一
一
於
－
7
A
試
獣
各
笛
－
一
就
キ
冷
熱
種
々
ノ
温
度
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
、
血
流
及
酸
素

消
費
量
増
減
ノ
扶
態
ヲ
調
査
シ
、
血
管
又
A

神
経
－
一
一
割
ス

Y
各
種
手
術
ガ
、
冷
熱
－
一
ヨ

Y
下
腿
ノ
血
流
及
酸
素
消
費
量
－
一
及
ポ
ス
影
響
ヲ
測
定

ジ
、
制
到
照
賞
験
並
ニ
各
種
手
術
ノ
間
二
一
於
ア
比
較
討
究
セ

y
。

二
、
賓
輪
第
一
、
樹
脂
同

本
質
験
－
一
一
於
－
7
A
健
常
犬
ヲ
使
用
ジ
、
寒
熱
作
用
ヲ
二
種
ノ
方
法
－
一
ヨ

9
調
査
セ

9
0

（
イ
）
、
寒
熱
ヲ
別
々
ユ
階
段
的
－
一
昇
降
作
用
セ
ジ
ム
。
原
蓮
血
流
、
原
消
費
量
測
定
ノ
後
、
四
十
度
ノ
水
ヲ
作
用
セ
シ
メ
、
実
作
用
開
始
時

ヨ
y
五
分
、
十
五
分
、
二
十
五
分
ヲ
経
タ
Y
ト
キ
、
夫
々
採
血
ジ
。
血
流
及
醍
素
消
費
量
ヲ
測
定
シ
、
第
三
回
採
血
ノ
後
、
使
用
中
ノ
水
－
こ
湯

ヲ
加
ヘ
ア
四
十
五
度
三
連
セ
ジ
メ
、
前
回
同
様
三
回
採
血
シ
、
疋
－
一
第
三
凶
採
血
ノ
後
、
湯
ア
加
ヘ
ア
作
用
水
温
ヲ
五
十
度
ト
ナ
ジ
、
再
ピ
上
記

ノ
如
ク
作
業
ス
。
五
十
度
第
三
回
採
血
ヲ
終
η
ノ
ア
後
、
五
十
度
高
温
ノ
作
用
ヲ
究
ノ
冷
却
ノ
際
、
出
来
得
Y
限
η
ノ
避
ケ
ン
ガ
潟
昌
三
十
分
間
三
十

度
ノ
水
ヲ
作
用
セ
シ
メ
、
次
－
一
二
十
五
度
二
十
度
A

冷
水
ヲ
加
へ

e

ア
順
衣
－
一
一
低
混
ト
ナ
シ
、
十
度
零
度
A

別
ニ
同
温
／
水
ヲ
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表第

一分時血液酸素消
費：皮 （川）

貸数l
(c・c.)一分時血流

数｜1苦
採血時間

よb

0.504 7.23 

7・06

1。－251

0.515 

0.506 

、，ノ
量費ト司

e
、ψ
t

原法原ft
、

1.00 

l.12 

1.14 2。－15'

1.16 

1.24 

1.48 0.752 2.75 2°-45' 

1.51 0.769 3.18 2°-551 

1.34 0.682 

0.677 

3.76 27.27 3。－ 5’50。C'(3°-0’）
K.1'. 34.5°C 
L.T. 18。c

1.33 3.76 27.27 3°-151 

1.36 0.690 3.76 27.27 3°-25’ 

30°C(3°一切っ

1•19 

1.08 

0 607 1.23 

].10 

8.96 

8.00 

4°-51 

4°-151 
25吋（4°-01)
K.T. 35°C 
L.T. 18。c

0.77 

; 6.32 円：J円~Iつ：J
0.88 

4°-35' 20。℃（4。←30つ
K.T. 35。C
L.'f. 18°C ~1~1~1~1可

0.71 0.360 6.38 

0.76 
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0.65 0.95 6.90 5勺ー 15’

。。C(5°-30') 
K.T. 35°C 
L.T. 18°C 

水
作
用
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始
後
五
分
、
十
五
分
、
二
十
五
分
ニ
採
血
ジ
、
流
蓮
及
酸
素
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費
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ヲ
測
定
セ

p
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三
回
採
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後
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－
一
水
ア
去
リ
、
究
ノ
温
度
ノ

水
ヲ
作
用
セ
ジ
ム
。
（
イ
〉
、
（
ロ
）
共
－
二
定
温
度
作
用
中
A

常
ニ
液
中
ニ
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ス

Y
寒
陵
計
－
一
注
意
シ
、
時
々
冷
水
、
又
A

湯
ヲ
加
ヘ

ア
温
度
ノ
盤

23/II 雌 10延．望号照 気腫 758.2

円雇用組皮（開嘉
時間）

K.T・－－－鰭混
L T…室温 比

7.50 

1°-401 

1。－50ノ

0.508 

0.567 

0.578 

0.588 

0.631 

1.69 

2.17 

0.549 

0.479 

10°C(5。一0つ
K.T. 35。C
L.T. 18。c

1.00 

1.50 

1.50 

12.24 

15.79 

20.00 

23.08 

0.97 i.04 4°-25' 

化
ナ
カ
ア
ジ
ム

Y

ニ
注
意
セ
ジ
コ
ト
勿
論
ナ

9
0
寒
熱
交
互
作
用
ノ
賓
験
成
蹟
A

之
ヲ
第
三
、
第
四
表
－
一
示
ス
。

第
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原
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7.26 

10.91 

10.91 

平均

40°cc2°-0') 
玄.T.34。c
L.T. 18。c

2°-5' 

規

2°-25' 

2。－35'
45°cc2°一目的
K目T.34.3°C 
L.T. 1s0c 
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原
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表

5/III 雌 8.6延針目賀気駆 763.2

作用温度（開 一分時血流（c.c.) 一費量分時血（C.液c.)酸素消
採血時間始時間）

責 数｜ 比 1賀 数｜ 比

10← 50’ 0.469 

2。－ 0’ 0.473 

2°-15' 5.36 0.466 

平均 （原法、原消費量） 1.00 I 1.00 

4門官。－30つ 2。－35' 6.82 1 ・27 0.561 1.20 

玄. 35°0 2。－－45’ 7.32 1.36 0.586 1.2.) 
L.T. 20。c

2°-55' 8.82 1.64 0.606 1.29 

45°C(3官 035的0c I 3。v 11.32 2.11 0.657 1.40 

K. 3°ー15' 12.24 2.28 0.679 1.45 
L.T. 20°0 3o_ 25, 13.9,5 2.30 0.706 1.51 

50。cm•一切.5。っc 
3°-3.'>' 17.14 3.19 0.674 1.44 

K.T. 35. 3~－45' 20.00 4.08 0.640 1.36 
L.T. 205。c 3'-551 20.00 4.08 0.620 1.32 

30°C(4。－0')

25°C~~。－30') I 40_351 I 1.33 0.379 0.81 

K 36°0 4'-45' 5.88 1.10 0.388 0.83 
L.T. 20。c

4。－55’ 5.46 1.02 0.361 0.77 

20豆。~i~。。っc 50_ 5' 
5.00 0.93 0.345 0.74 

4.69 0.87 0.230 0.49 
L.T. 20。C 5。－25’ 0.85 0.287 0.61 

10。C(5°-3。gつ 5'-35' 4.45 0 83 

K.T. R6 5。－45' 4.17 0.78 0.229 0.49 
L.T. 20°0 5。－55' 3.70 0.69 0.150 0.32 

。 6°- 51 0.80 

0~~i，~ 35.~·’＞c I 6' l・j' 0.112 0.24 

L.T. 20°0 6、＇－25' 6.00 l.12 0.174 0.37 
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重量

S/m 雄 6.2庖 塗rn賀気歴 764.3

一分時血液 （c.c.) 一 分時酸素消貧
作 用 混皮 最 IC.C.

（開始時間） 採血時間
数｜ 数｜貸 上ヒ 寅 比

4.96 0.352 

1°-351 4.55 0.363 

5.00 0.355 

平均（原法、 原消費量） 1・00 

3吋 －0')Iγ－ 5' 4.34 0.90 0.287 0.80 

K.T. 36。c 2°ー10' 4.14 0.86 0.280 0.18 

L.T. 18.5。c
2°-251 4.13 0.86 0.292 0.82 

40°cc2。－30つ 2。－35' 8.82 l 82 0.355 0.99 

K.T. 36°C 2°-451 8.96 1.86 0.450 1.26 

L.T. 19°C 
2°-55〆 8.82 。；）2'J 1.48 

20・ C(3°-0つ 3'-51 6.67 1.月8 0.370 1.04 

K.T. 36。c 4.80 0.99 0.284 0.80 

L.T. 19.5。c
3、－25' 4.00 0.83 0180 0.50 

45。C(3。－30つ 30_351 1.23 J.50 0.608 l.70 

K.T. 36°C 3°-451 7.89 1.63 0.803 2.25 

L.T. 19.5。c
3°-551 8包n」.：、' 1 72 0.858 2.40 

10°C件。－0')
40_ 51 6.52 i.:・5 i 0.436 1 22 

K.T. 36°C 4°-15' 6.32 1.31 0.3:J2 0.93 

L.T. 19.5°C 
4。－251 5.66 1.17 0.125 0.35 

50。C(4°-30つ 4°-351 7.32 1.52 0.142 0.40 

4つ－4Y I K.T. 36。c 8.33 0.483 1.35 

L.T. 19.5°C 4内－55ノ 8.52 1.76 0.678 1.90 

。。C(5‘－0つ 5。－ 51 δF’J H 同I 1.19 0.360 I.01 

K.T. 36°C 5。ー151i 5.45 1.13 0.265 0.74 

L.T. 20。c
4.62 0.96 0.231 0.65 
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表

9'Ill 雄 6.8庖封照朱~ 764.4 

一分時血流（c.c.) 一分時酸素c.)消費量
作用時温間度 (c. 
t開始 ） 採血時間

数 1資 比 比

1。－20〆 6.82 0.402 

1。－35' 6.98 0.409 

1°-45’ 7.14 0.399 

平均（原法、原消費量） 1.00 

35~~T~o35~2 
2°-51 7.50 1.07 1H08 1.01 

2。－15' 7.23 1.04 0・528 1.30 
L.T. 19.5。c

2。－25' 7.41 1.06 0.597 1.48 

25iV。－30つ 2°-35' 7.06 1.01 0.513 1・27

35。c 6.25 0.90 0.422 1.05 
L.T. l9.5°C 2。－551 5.94 0.85 0.205 0.51 

40K。~~~0-o〆C〉
3°-5' 8・70 1.25 0.268 0.67 

::15。 3°-15’ 8.00 1.15 OAOO 0.99 
L.T. l9.5°C I 30_25' 8.82 1.26 0.564 1.40 

20K。~~~。35~gつ
30_331 5.26 0.75 0.471 1.17 

3°-45’ 4.80 0.69 0.317 0.79 
L.T. 19.5。c 3。－55' 4.17 0・60 0.268 0.67 

45K。~~~。ー35°。うc 
4。－ 5' 8.89 1.27 0.533 1.32 

4°-15' 10.91 1.56 0.600 1.49 
L.T. 19.5°8 4°-25' 11.54 1.65 1.016 2.52 

10°C(4°；。sc0つ 4°-35' 6.82 0.98 0.306 0.76 

KT. 35 4°-45' 6.12 0.88 0.232 0.58 
L.T. 19.5°C 4。－55' 5.88 0.84 0.239 0.59 

50K。~T~0 35~つc 
5。－5' 11.11 1.59 0.478 1.19 

5。－15' 10.00 1.43 0.567 1.41 
L.T. 20°c 

5。－25' 8.82 1.26 0.720 1.79 

。K。~>to353。gつ
5。－35' 8.33 1.19 0.283 0.70 

5。－45' 6.82 0.98 0.184 0.46 
L.T. 19.5°C 

5°-55' 5.00 0.72 0.140 0.36 
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十
度
－
一
一
於
ケ
Y

最
大
量
原
消
費
量
／
一
・
六
九

l
二
・
四
五
倍
－
一
達
セ
ジ
ニ
今
回
ノ
階
段
的
温
度

上
昇
ノ
際
－
一
A

最
大
一
・
四
四

l
一
・
三
六
倍
ナ
リ
ノ
。
郎
チ
酸
素
消
費
量
増
加
ノ
程
度
A

始
ヨ
リ
軍
一
ノ
温
度
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
シ
場
合
ニ
比
シ

少
ク
、
五
十
度
－
一
於
ケ
Y

モ
ノ
四
十
五
度
－
一
於
ケ
Y

モ
ノ
ヨ
y

A
多
少
減
少
ス

Y
カ
又
A
少
グ
ト
モ
増
加
セ
ザ
Y
傾
向
ア
y

。

此
事
買
A
局

所
ニ
於
ケ

Y
健
温
調
節
ノ
影
響
－
一
ア
ラ
ザ
Y
ヵ
。
卸
吾
人
ガ
普
通
遭
遇
ス

Y
如
ク
外
界
ノ
温
度
漸
騰
ノ
際
－
一

A

渦
中
橿
ノ
制
止
作
用
ヲ
受
ケ

ア
局
所
ニ
於
ケ
Y
酸
化
作
用
ヲ
減
少
ス

Y
カ
又
A
少
ク
ト
モ
一
程
度
ヨ
y

A
増
加
セ
ジ
メ
ザ
Y
傾
向
ア

Y

2
ト
ヲ
読
明
ス

Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ

y
ヵ
。
段
階
的
ニ
作
用
極
度
ヲ
漣
下
ス

Y
ト
キ

A
血
流
A
始
メ
漸
減
シ
二
十
度
ノ
終
リ
ヨ
y
十
度
ノ
始
メ
（
第
一
表
）
、
又
A
二
十
度
（
第
二
表
）

二
一
於
－
プ
最
小
値
三
連
ジ
、
之
レ
ヨ
リ
後
再
ピ
増
加
シ
ア
零
度
－
一
一
於
－プ

A
却
－
プ
原
蓮
ヨ
y

A
増
加
セ

9
0
而
シ
ア
第
一
、
第
二
例
共
零
度
水
除
去

ノ
際
下
腿
皮
膚
－
一
軽
度
ノ
充
血
ヲ
見
タ
リ
、
如
斯
傾
向
A

前
回
報
告
中
ニ
宅
金
ク
無
キ
ニ
A

ア
ラ
ズ
。
郎
チ
始
メ
ヨ
リ
軍
一
ノ
温
度
ヲ
作
用
セ

ジ
メ
ジ
際
ユ
モ
最
小
血
流
A
十
五
度
－
一
ア

9
－
プ
原
速
二
二
三
%
ヲ
示
シ
、
十
度
－
一
於
ア

A
五
七
｜
五
八
折
、
零
度
－
一
於
，
y
A
五
三
｜
六
一
%
ヲ

示
ス
、
零
度
ノ
モ
ノ
十
度
－
一
比
シ
ア
特
－
一
増
加
ナ
ジ
ト
雄
十
五
度
ヨ
y

A
大
ナ
y

。
然
レ
ド
モ
本
質
駿
－
一
一
於
ケ
y
d
N

如
ク
著
明
ノ
増
加
ナ
ク
零

度
ノ
モ
ノ
原
速
ノ
玉
一
二
ll
六
一
折
ナ
Y
事
質
及
作
用
時
間
一
時
間
竿
－
一
達
ス

Y

モ
血
流
増
量
ノ
傾
向
無
キ
事
貫
ヨ

y
、
ロ
一
四
吋
氏
ガ
零
度
ノ
如

キ
低
温
ノ
作
用
－
一

4
7
A
局
所
－
一
充
血
ア
Y
ペ
ジ
ト
云
へ

Y

－
一
割
シ
、
日
常
吾
人
ガ
遭
遇
ス
U
Y

加
ク
氷
嚢
使
用
ノ
際
業
部
皮
膚
－
一
潮
紅
ヲ
謹
ス

y

事
責
A
之
或
A
冷
却
奪
熱
ノ
度
零
度
ノ
水
－
一
ヨ

Y
ガ
如
ク
猛
烈
ナ
ラ
ザ
Y
場
合
－
一
起

p
得
ペ
キ
現
象
ニ
ア
ラ
ザ

Y
カ
ト
疑
ヲ
存
ジ
置
ケ

9
0

本
質
験
ニ
ヨ
y

－
プ
此
紡
毛
亦
明
瞭
ト
ナ

v

y
。
卸
チ
始
メ
ヨ
y
直
ニ
零
度
ノ
如
キ
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
ズ
。
階
段
的
ユ
徐
々
ニ
冷
却
ス

Y
ト
キ

A
其

部
皮
膚
－
一
軽
度
ナ
Y

モ
充
血
ヲ
認
メ
、
同
時
－
一
業
部
ノ
流
血
量
平
時
ヨ
リ
A

多
少
（
第
一
表
一
・
一
八
倍
第
二
表
了
二
四
倍
）
増
加
ノ
傾
向
ア

y
コ
ト
ヲ
謹
ス

Y

モ
ノ
ナ
9
0

冷
却
ノ
際
生
ズ

Y
血
管
蹟
張
ヲ
血
管
牧
縮
神
経
ノ
麻
庫
作
用
－
一
蹄
ス

Y

A

一
一
般
ナ
y
o

然
レ
ド
モ
本
質
験
－
一
於
ケ
y
d
N

如
ク
零
度
申
一
一
於
－
プ

多
少
－
一
－
プ
モ
表
A

Y

、
血
流
増
量
ガ
冷
却
ニ
ヨ
M
Y

蹴
庫
作
用
－
一
蹄
ス
ペ
キ
モ
ノ
ト
セ
バ
、
麻
庫
ノ
作
用
A
冷
却
ノ
度
強
ケ
レ
バ
強
キ
程
著
明
ナ

y
ペ
キ
理
ナ

9
0
即
チ
前
回
報
告
－
一
通
ペ
ジ
ガ
如
ク
始
メ
ヨ

y
零
度
ノ
水
ヲ
一
時
間
竿
モ
作
用
セ
シ
ム
山
戸
時
A

血
流
増
量
ノ
度
盆
々
著
明
ナ



Y
ペ
キ
ニ
却
－
Y
最
小

0
・
五
三
%
’
三
連
シ
増
加
ノ
傾
向
ナ
ク
本
貫
駿
ノ
如
ク
徐
々
ニ
冷
却
ス

Y
ト
キ
如
斯
増
量
ア

Y

7
見
レ
バ
、
少
ク
ト
毛
・
本

賓
験
－
一
一
於
ケ
Y
血
流
ノ
比
岐
的
増
量
A

他
働
的
－
一
麻
揮
－
一
ヨ

Y

血
管
蹟
張
－
一
ヨ

Y

ニ
ア
ヌ
ズ
ジ
ア
寧
ロ
自
働
的
措
張
作
用
ニ
ヨ
M
Y

ニ
ア
ラ
ザ

Y
カ
ヲ
疑
ブ
。

階
段
的
温
度
遁
下
ノ
際
－
－
A

酸
素
消
費
量
A

局
部
ノ
冷
却
程
度
－
一
正
比
例
ジ
ア
減
少
ジ
血
流
ノ
如
何
－
一
関
で
フ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
見
y
。

冷
熱
交
互
作
用
（
ロ
）
ニ
於
－
プ
A

血
流
増
加
ノ
程
度
甚
少
ク
、
業
最
大
値
原
蓮
－
一
比
シ
了
八
六

l
一
・
六
五
ナ
9
0
之
ヲ
第
一
、
第
二
表
又
A

前
回
報
告
ノ
加
ク
始
メ
ヨ
η
ノ
一
定
温
度
ノ
ミ
ヲ
作
用
セ
シ
メ
シ
場
合
－
一
比
シ
ア
モ
共
－
一
著
ク
小
ナ

y
。
其
最
小
値
A

第
一
、
第
二
表
ト
略
等

γ

キ
モ
之
レ
ヲ
始
メ
ヨ
η
ノ
一
定
混
度
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
シ
場
合
－
一
比
ス
レ
バ
大
ナ

y
。

冷
熱
交
互
作
用
ニ
於
ケ

Y
酸
素
消
費
量
ノ
最
大
値
A

凡
－
プ
四
十
五
度
－
一
存
ジ
、
原
消
費
量
－
一
比
シ
ア
二
・
六

O
倍
（
第
三
表
）
及
二
・
五
二
倍

（
第
四
表
）
－
一
達
ス
、
之
ヲ
第
一
、
第
二
表
ト
比
較
ス
グ
モ
、
始
メ
ヨ

y
一
定
禍
度
ノ
ミ
ヲ
作
用
セ
シ
メ
ジ
場
合
（
前
回
報
告
）
ノ
四
十
五
度
ニ
於

，ケ
Y

屯
ノ
ノ
最
大
値
原
消
費
量
ノ
一
土
つ
ア
・
二
・
二
三
倍
ニ
比
ス

Y

モ
大
ナ
リ
。
此
際
四
十
五
度
前
回
／
冷
却
度
A

第
三
、
第
四
表
共
－
一
一
一
十

度
ナ
リ
。
余
A

前
回
ノ
報
告
－
一
於
－
ア
冷
熱
交
互
ノ
作
用
ガ
局
所
血
液
ノ
流
蓮
ア
大
一
一
ジ
、
同
時
－
一
酸
素
消
費
量
ヲ
増
加
ス
ペ
キ
ヲ
推
定
セ
リ
。

然
Y

－
一
本
質
験
－
一
ヨ
リ
ア
明
カ
ナ
Y
ガ
如
ク
、
冷
熱
交
互
作
用
一
一
於
ア
モ
局
所
血
流
ノ
増
量
ナ
キ
ニ
ア
ク
ズ
ト
雄
、
其
程
度
大
ナ
ラ
ズ
、
却
－
プ

酸
素
消
費
量
二
著
明
ノ
増
加
ア

Y

コ
ト
ヲ
認
ム
。
印
チ
冷
熱
交
換
瀧
注
法
ノ
殺
果

A血
流
ノ
増
進
ヨ

y
A
寧
ロ
局
部
組
織
機
能
ノ
増
大
郎
新

陳
代
謝
作
用
ノ
増
加
ユ
蹄
ス
ペ
キ
ガ
如
シ
。

賓

輪

第

一

徳

括

一
、
健
常
下
腿
－
一
，
ァ
作
用
渦
度
ア
階
段
的
ニ
上
昇
セ
シ
ム

Y
ト
キ
A

其
部
流
血
量
ノ
増
大
甚
著
明
ナ

y
。

二
、
階
段
的
ニ
作
用
担
度
ヲ
上
昇
セ
シ
ム

Y
ト
キ
A

局
部
酸
素
消
費
量
A

混
度
ノ
上
昇
ト
正
比
例
ジ
－
プ
増
加
セ
ズ
。
増
加
ノ
度
四
十
五
度
－
－

於
ア
最
穴
－
一

γ
ア
五
十
度
－
一
於
－
7

A

却
－
プ
減
少
ス

Y
カ
、
叉
A

少
ク
ト
モ
増
加
セ
ザ
グ
’傾
向
ア

y
。
消
費
量
増
加
ノ
程
度
他
ノ
熱
作
用
ノ
方

法
ニ
ヨ
w
y

屯
ノ
ニ
比
ジ
ア
著
ク
小
ナ

y
。
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理是
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期

七
四
五

（
第
四
強

一一～J 



第

売さ

F『

原

箸...... 

持R

七
四
六

（
第
四
時
蜘

一
二
〉

三
、
階
段
的
ニ
作
用
温
度
ヲ
涯
下
ス

Y
ト
キ
A

局
所
血
流
A

始
メ
混
度
ノ
下
降
ト
平
行
ジ
ア
減
量
ス

Y
モ
後
再
ピ
増
量
シ
零
度
－
一
於，プ
A

原

蓮
ヨ
η
ノ
A

却
－
ア
増
加
ノ
傾
向
ア
リ
。
且
ッ
此
際
軽
度
ナ

y
ト
雄
、
皮
膚
－
一
充
血
ア
認
ム
。

問
、
階
段
的
ニ
作
用
禍
度
ヲ
遮
下
ス

Y

ト
キ
A

酸
素
消
費
量
A

血
統
ノ
如
何
－
一
拘
で
フ
ズ
温
度
ノ
下
降
－
一
随
ア
減
量
ス
。

玉
、
冷
熱
交
互
作
用
ニ
於
－
7
A
血
流
増
加
／
程
度
他
ノ
熱
作
用
ニ
比
ジ
ア
小
ナ
η
ノ。

六
、
冷
熱
交
互
作
用
二
於
－
ア
A

酸
素
消
費
量
ノ
増
加
、
殊
－
一
最
大
量

－
一
於
ア
甚
ダ
著
明
ナ
リ
ノ
。
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一分時酸素消費
：是 rc.c.)

賓数｜
作用温度
〈開始時間）

19/II 雌 5.9庖朱匪 756.2 15/II 股動脈外壁交感神経切除
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七
、
局
所
血
液
流
蓮
ヲ
高
ム

Y
ノ
ミ
ヲ
目
的
ト
ス

Y
際－一
A

作
用
混
度
ア
漸
究
階
段
的
二
上
昇
セ
ジ
ム
w
F

方
可
ナ
リ
。

入
、
酸
素
消
費
量
ノ
増
大
ヲ
目
的
ト
ス

Y
場
合
－
一
A

冷
熱
交
換
法
－
一
ヨ

Y

コ
ト
可
ナ
y
d
N

加
シ
。
従
ア
冷
熱
交
換
濯
注
法
ノ
効
果
A

血
流
ノ

増
大
ヨ

y
A
、
局
部
新
陳
代
謝
／
増
加
－
一
鯖
ス
ペ
キ
モ
ノ
、
知
シ
。

三
、
賓
験
第
二
、
動
脈
外
壁
交
感
神
経
切
除

此
質
験
－
一
ア
A

先
グ
購
酸
「
モ
wy

ヒ
、戸
」
皮
下
注
射
、
「
ェ

l
－プ
Y
」
吸
入
麻
酔
ノ
下
二
犬
ヲ
仰
臥
位
－
一
固
定
ジ
右
側
下
腹
部
及
大
腿
内
側
皮
膚

表ー・．，、第

14/Il雌 6.7庖気座 762.3 6/II股動脈外壁交感紳鰹切除

作用温度
（開始時間）

一分時酸素消費
量 ｛C.C.)

貸数｜

｜一分時血流（c・C・）
採血時間 i一一一一「

｜賓数｜

第

4幸

比比
’「
原

0.462 4.76 。ラー20'
箸
、」 0.482 4.00 。。－30〆
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L.T. Ji。t句 Ii。一＇.！o'I .. I ・ ... I I 
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以
下
ト
ナ
レ

Y
回
数
ヲ
比
較
ス
Y

－
一
、
第
七
第
八
表

－一ア
A

僅
ニ
二
回
乃
至
三
田
昌
遁
ギ
ザ
Y

－
一
、
第

三
表
ニ
ア

y
－プ
A

六
回
第
四
表
－
一
ア
A

九
回
二

至
y
、
郎
チ
低
温
－
一
一
割
ス

Y
血
流
減
量
ノ
朕
態
第
一
、
第
二
表

ニ
比
ジ
ア
小
キ
ガ
如
ジ
。
第
九

第
十
表
、
（
術
後
二
十
二
日
及
二
十
九
日
）
ニ
於
ア
A

其
最
小
血
流
ガ
原
逮
ノ
六
四
！
四
一
%
ニ
減
少
セ
ソ
。
郎
チ
巳
ニ
貫
験
第
一
（
ロ
）

常
ノ
場
合
ト
比
ジ
増
減
共
－
一
一
獲
化
ヲ
見
出
シ
難
キ
程
度
－
一
ア

y
。

40_ ;y 45。C(4。－0')

K.T. 37°C 

L.T. 30。c

4°-45〆

50°C(5。－0つ
K.T. 36.5°C 

L.T. 29。c

ノ

正



＋ 

27/IX雌 8.8if気歴 760.329/VIII股動脈外間交感紳経切除

作（開用始時温間〉度
一分時血流（c.c.) 一量分｛時c.酸c.J素泊、質

採血時間
貧 数 ｜貧 比 比

6.52 0.486 

。。－30ノ 6.67 0.489 

。。－45' 6.~8 0.477 

平均（原速、原消費量） 1.0~ I 0.481 I 1.00 

20°cc1。－0')
1°- 5' 0.77 0.305 0.63 

K.T. 36。c loー151 5.ii 0.88 0.383 0.80 

L.T. 22。c
10-251 4.76 O.i3 0.3iI 0.77 

1。－31' 5.08 0.78 0.390 0.81 

30。C(l。－30つ
1。－35’ 0.00 0.85 0.522 1.09 

K.T. 36。c
L.T. 22°C 1。－45' 5.17 0.79 0.530 I.IO 

1°-55' 6.98 1.07 0.561 1.17 

2。－ 1' 5.13 0.79 0.497 1.03 

20。C(2。－0')
2°-5' 4.55 0.iO 0.35'> 0.73 

K.T. 36°C 

L.T. 22。c 2。－15' 3・61 0.55 0.282 0.59 

2°-25〆 3.05 0.4i I 0.232 0.48 

2°-311 5.08 0.78 0.276 0 57 

40°cc2°-3oつ 2。－351 6.59 1.01 0.362 0.60 
玄.T.36。c
L.T. 22°C 2。－45' 6.77 I.04 0.548 1.14 

2。－551 6.93 I ・06 0.623 J.30 

3。－ 1' 5.35 0.82 0.422 0.88 

10°ccs。－0つ
3。－5' 4.05 0.62 0.101 0.21 

K.T. 36cc 

L.T. 22。c 3°-15' 3.22 0.49 0.04:) 0.09 

3°-25〆 2.67 0.41 0.083 0.17 

3。－31〆 4.14 0.63 o.410 0.85 

45°C(3。－30つ
3。－35' 7.14 1.09 0.614 1.28 

K.T. 36°C 

L.T. 22。c 3°-45' 6.66 1.02 0.628 1.31 

B。－55’ 6.66 1.02 0.600 1.25 

表第酸
素
消
費
量
A

第
七
表
A

著
鐙
ナ
キ
モ
、
第
八
表
－
一
一
於

4

プ
A

最
高
値
原
消
費
量
ノ
四
・
六
五
倍
－
一
蓬
ジ
甚
ダ
大
ナ
9
0
最
少
消
費
量
A

第
七

第
八
表
共
ニ
賓
験
第
一
（
ロ
）
－
一
比
ジ
ア
更
ュ
小
ナ

y
。
第
九
表
A

零
度
ノ
作
用
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快
如
ジ
、
第
十
表
A

五
十
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及
零
度
ノ
作
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ヲ
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如
ス
y
d
N

故
ニ
其
債
値
少
キ
モ
大
韓
－
一
於
ア
正
常
ノ
場
合
ト
略
相
似
タ

y
。

回
、
貰
駿
第
三
、
腰
郎
交
戚
神
経
節
紋
索
切
除

瞳
酸
「
モ

Y

ヒ
ネ
’
一
皮
下
注
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「
エ

l
－プ

Y
」
吸
入
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酔
ノ
下
て
犬
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臥
位
－
一
固
定
ジ
腹
部
及
前
胸
下
部
／
毛
ヲ
前
月
除
ジ
正
規
ノ
消
毒
ノ
後

箸
】

第
三
巻

F園、
原

期

七
五

（
第
附
畿

一
七
〉



第

$ 

mi 
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）
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正
中
切
開
－
一
ヨ

y
十
分
庚
ク
腹
腔
ヲ
開
キ
、
腸
管
ヲ
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方
－
一

一
路
排
シ
後
腹
壁
腹
膜
ヲ
開
キ
、
血
管
開
園
組
織
ヲ
鈍
－
一
剥
離
γ
、
下
室
静
脈
ヲ
左

方
二
排
ス

Y
ト
キ
A

其
後
方
－
一
於
，
ァ
右
側
節
航
索
ヲ
認
ム
、
炉
、
滋
上
方
－
一
進
ミ
、
腎
動
静
脈
ヲ
出
来
得
Y
限
リ
ノ
上
方
－
一
引
キ
畢
グ
ア
夏
一
二
節

ヲ
除
去
ス
、
此
ヲ
最
上
節
ト
シ
ア
之
ヨ
リ
下
方
－
一
進
ミ
薦
骨
岬
前
面
ノ
一
節
迄
蓮
績
的
ニ
除
去
ジ
、
之
ヨ
リ
下
方
A

其
周
園
ヲ
鈍
性
－
一
剥
離
シ

F『

原

（
第
凶
務

七
五

表

10/II f.ift 10庖朱樫 149.9 29/l 腰部交感l神経節状索切除

作（用淑皮） ｜｜ 一分時血流（c.c.)
一分時血液酸素油、
費量 IC. 

開始時間 採血時間 数｜
3安 数｜ 比資比

1°--20〆 12.00 0.462 

1。－30’ 11.54 0.467 

1。－451 12.24 0.459 

平均（原法、 B京消費量） 1.00 

40。C(2'-0つ 2＂ー シ 14.55 1.22 0.497 1.07 

K.T. 34。c 2° -15' 15.00 1.26 0.540 1.17 

L.T. 18.5°C 2。－25' 15.00 1.26 0.555 1.20 

I 2。35’ 15.00 1.26 0.632 1.37 45° C(2°-30＇）. 一

K.T. 34。c 2°-45' 1.40 

L.T. 18.5cC r。－55' 16.67 1.40 0.694 1.50 

17.14 1.44 

玄ヱ 34°ι1 30ー151 18.75 1.57 1.56 

L.T. 19°C 3門0-251 20.00 1.68 0.750 1.62 

． 
30。C(3。－30つ

25。C(4。－0つI4°-5' 1.09 0.31)6 0.86 

Jt.T. 34”ぐ 4。－151 11.11 0,93 

LT. 19.5°C 
4。－25’i 10.71 0.!lO 0.320 0.6!) 

20°C(4。－30つ 4°-35' 10 09 0.85 0.307 0.66 

K.T. 34°C 4 '-45' 9目84 0.83 

L.T. 19.5°C 4。－55〆 10.39 0.87 0.281 0.61 

10。C(5。ー0つ 5。－ 51 11.32 0.95 ー

KT. 34°C 50ー15' 10.5!) 0.89 0.247 0.53 

L.T. 20。c
5。－25' 1 l.i6 0.1'9 0.212 0.46 

。。C(5°-301) 5。－35ノ l l.11 0.93 0.111 0.24 

5。－45'K.T. 34~C 11目32 0.¥J5 0.147 0.32 

L‘T. 20°c 5。－551 10.00 0.84 0.120 0.26 

＋ 第



出
来
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一
ア
挟
ミ
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之
ヲ
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出
セ
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0
依
之
毎
常
五
節
ア
摘
出
ジ
得
タ
y
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而
ジ
ア
後
腹
壁
ヲ
縫
合
閉
鎖
ジ

其
後
十
二
日
ヲ
経
過
セ

ジ
モ
ノ
二
一
於
ア
右
側
下
腿
ニ
於
ケ
Y
作
用
温
度
ノ
階
段
的
昇
降
、
八
日
、
十
五
日
、

三
十
日
、
九
十
日
ヲ
経
過
セ
ジ
毛

ノ
ニ
於
ア
寒
熱
交
互
作
用
－
一
ヨ

Y
血
流
及
酸
素
消
費
量
ノ
朕
態
ヲ
調
査
セ
リ
。

書量

9/rI 雌 10.2庖集歴 764.4 28,I 腰部交感紳経節；l犬索切除

作用時温間度） ｜｜ 一分時血流（吋
一分時酸素消費
量（;-r') 

t開始 採血時間 ｜ 
貸数 ｜貸歎比 上ヒ

1。－ O' 

1°-10〆 11.32 0.453 

1。－20ノ 11.5-1 : 0.450 I 

平均（源、法、原粉、旋盤〉 111.62 ¥ 1.00 I 0.457 I 1.00 

40℃〔1。－30つ 1°-:¥5' 8.96 0.77 1.08 

KT. 34°C 1。－451 12.00 1.03 0.5月i i 1.28 
L.T. 18＂（’ 

1°-55' 12.00 1.03 0.596 1.30 

45°C(2。－0') 2°-5' 12.50 1.08 i 0.588 i l.~8 

K.T. ::we 2°-15’ 12.50 1.08 i 0.593 i 1.30 
L.T. 18。（＇

2°-25' 1350 1.17 i 0.666 i 1.46 

50°C(2。－30つ 2'-35' 14.63 1.26 0.720 1.56 

K.T. 34。c 2°-45' 15.00 1.29 0.790 1.73 

L.T. 18。（＿＇
2°-s.:v 15.00 1.29 0.88fi 1.94 

30。C(3°-0つ

25CC(3。－30つ 3。－35' 15.00 : 1.29 1.18 

K.T. 34°C 3。－45' 11.25 0.97 

L.T. }8°(' :l" -ijij J0.00 I 0.86 0.480 1.05 

20。C(4。－0') 4°-5' 9.52 i 0.82 0.468 1.02 

K.T. 34°（・ 4°-15' 9.09 0.78 Q.400 O .. ':¥S 

L.T. 18。c
4°-25' 8.37 0.74 0.440 0.96 

IO'C(4。－301)
』 4。－35' 10.00 0.86 0.3i7 0.83 

K.T. 34'C 4・ -45' 9.52 0.82 0.320 0.70 

L.T. 17. 5'C 4’－55〆 !l.00 0.77 0.240 0.53 

一一
。四C(5°-0') 5°-5' 0.86 0.201 0.44 

K.T. 34。c 5。－15' 9.38 0・81 0.216 0.47 

L.T. 17°(' 5°-25' 0.74 0.191 0.42 

＋ 第
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少
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A
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ナ
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ノ
。
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流
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最
小
A

凡
－
ア
二
十
度
－
一
ア

y
。
原
蓮
一
一
比
シ

0
・八
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、
0
・
七
回
、

0
・
九
五
－
一
シ

ァ
．
其
後
温
度
ノ
遮
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一
ヨ

9
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ニ
著
明
ノ
増
加
ノ
傾
向
ナ
キ
ガ
如
ク
ナ
Y

屯
、
叉
減
少
セ
M
Y

モ
ノ
ナ

ジ
。

酸
素
消
費
量
A

賓
験
第
一
（
イ
）
ニ
於
ア
A

作
用
混
度
ノ
上
昇
ト
平
行
ジ
ア
増
加
セ
ザ

y
ジ
モ
、
此
際
－
－
A

凡
ア
温
度
ノ
昇
降
ト
平
行
シ
ア
増

減
ア

9
0
其
最
高
値

A

7

ニ
九
、

二
・
一
九
－
一
シ
ア
第

一
、
二
表
－
一
比
ジ
増
減
ア
タ
ア
一
定
ノ
関
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ヲ
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ジ
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キ
毛
、
最
小
値

一
・
六
八
、

表＋ 第

25/II 量産 11.3庖 気歴 766.6 13/IIη腹部交感瀞経節状索切除

作用温度
（開始時間）

一． 
....L.. 

／、

一一、

0.457 

0.436 

9.23 

9.38 

1。ー

1。

ト一一ー

0.425 9.68 1。一

1.00 0.439 1.00 9.43 平均（尿、速、原消費量〉

J.03 0.454 1.22 11.54 2。－ ;y 

1.12 0.492 1.27 12.00 2°-15' 

40°cc2°-oつ
K.T. 33°C 

L.T. 17°C 1.10 0.485 1.35 12.77 2。－251

1.20 0.525 1.59 15.00 2。－35'

1.4~ 0.625 1.59 15.00 2。ー・451
4~。C(2°-30つ

K.T. 33°C 

1.56 0.683 1.82 17.14 2。－55'
L.T. 18。c

2.10 0.920 2.12 20.00 3°-51 l 

3。－IY I 
3o_z51 I 

2.55 1.120 2.12 20.00 

50。C(3。－0')

K.T. 33.5。ぐ

L.T. 18。c
3.82 1.676 2.19 20.69 

so0ccs0-3oつ

1.20 

0.96 

0.547 

0.420 

1.22 

1.12 

11.54 

10.53 

40_ ;y 

K.T. 33.町 I4。ーぽ

L.T. 18。C

25°C(4° O') 

0.94 

』一一一一一一ー一一ーlーーー一一一一－1－ー一一一一ーー『ー一一一一一一一一1－一一一一一一一一

0.411 1.06 10.00 4。－25'

o. Z戸0.319 1.06 10.00 4°-35’ 
0.47 0.208 1.03 9.68 4°-15' 

20。C(4。－30つ
K.T. 33°C 

L.T. 18.5°C 
0.48 

ーー一一一一一一一一ー，＿一一一一一一一＿，＿一一『－1－一一一一一一一一ー＇－一ー一一一一 一一

I0°C(5°-0') 
K.T. 33°C 
L.T. 18°C 

0.46 

0.46 

0.200 

0.203 

0.210 0.95 

1.01 

1.03 

9.52 

9.68 

8.96 

5'-5' 

50ーl:J'

4。－55'
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度
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（
ロ
）
、
寒
熱
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互
作
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此
方
法
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質
駿
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結
果
A

第
十
四
、
十
玉
、
十
六
、
十
七
表
－
一
ア
y
。
血
流
A

最
大
流
蓮
五
十
度
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四
十
五
度
－
一

ア

リ

こ

プ

各

原

蓮

－

一

比

ジ

、

一

・

六

七

、

一

・

七

九

倍

ナ

9
0
郎
チ
正
常
脚
－
一
一
於
ケ
Y

質
験
－
一
比
シ
第
十
四
表
以
外
著
鐙

表四＋ 第

作用温度
（開始時間）

28/VIII 腰部交感紳経節状索切除

lu~r., I~＇） IDキ｜
5,'l:X 雌 6.i庖 主主歴 751.2第

三
容

F、
原

0.203 4.35 。。－50’

一・． 
一一・一一一一、

0.210 

0.207 

4.44 1。－ 0〆善、」

4.38 

1.00 

1°-15’ 

1.00 0.207 4.39 平均（原迷、原消費量〉掲

0.96 0.198 0.91 

0.91 

4.00 1。←31'
30。C(l。－301)

KT. 39今C 0.82 0.170 

0.131 

4.00 1。のr./-.oi) 

0.63 0.80 3.53 1°-45' 

一
・
五
六
、

O.fi2 

1.18 

0.128 

0.245 

0.280 

0.88 

0.98 

::u~7 

4.29 

1°-55' 

2。－ 5' 

L.T. 29°C 

40句作。－0')
K.T. 39°C 
L.T. 29°C 

1.35 l.2i 5.56 

5.50 

2°-15' 

l.41 

0.91 

0.87 

0.292 

0.189 

0.180 

1.25 

0.80 3.53 

2。－25'l・
。，＂＂〆

20。C(2。－30つI~山
K.T. 39°C I 2°-45' 
L.T. 29°C 

0.80 

0.79 

0.166 

0.164 

0.83 

0.88 

l.06 

3.64 

387 

4.65 

2。－55'

45。C(3。－0') . 
K.T. 39。c I 3°-1::/ 
L.T. 29.5。Cl のo n</ 。ー一一ムリ

3。－ 5' 

1.22 

1.43 

0.253 1.28 

1.33 

5.61 

0.296 

1.22 

.s.84 

5.35 3°-311 

I 3。－35'KT. 39°C I 
I 3°-45' L.T. 29.5°C I 

3°-55' 

10。C(3。－30つ
l.OG 4.65 

4.69 0.46 0.096 1.0i 

0.30 
」一一一一一一」一ー一一一一一＿，一一一一一一→一一一一一一一一1一一ーー一一__J

4。－ 5' 

0.73 

0.063 

0.151 

0.444 

0.96 

0.88 

4.21 

日，~i4。－ l' 50。C(4。－0')
七
五
五 2.14 1.06 4.65 

5.05 
K.T. 38.5°C 

L.T. 29.5。C 2.25 

2.44 

0.466 1.15 4。－15'

0.506 1.19 5.22 4。－25'（
館
市
凶
競 1.79 0.370 1.21 5.29 4°-31' 

4。－35'
。。CW-30')

0.65 

0.45 

0.134 1.li 5.14 K.T. 39°C 

L.T. 29°C 
0.28 

0.093 

0.058 

1.2ヨ
0.89 

5.36 

3.89 

4°-45' 

4。－55'二
一
）



第
三
谷

F『

原

箸

‘J 

塀z

七
五
六

（
第
四
貌

ニニ）

ヲ
認
メ
ズ
。
最
小
速
力
モ
亦
各
原
逮
ノ
八
0
・
四
一
、
六
六
・
八
三
M
F

ニ
ジ
ア
一
見
特
殊
ノ
差
異
ナ
キ
ガ
加
シ
。
酸
素
消
費
量
A

其
最
大
値
各

原
消
費
量
／
二
・
四
四
、
三
・
三
七
、
二
・
七
九
、
二
a

五
八
ニ
ジ
ア
正
常
ノ
モ
ノ
ト
大
差
ナ
ク
、
最
小
消
費
量
A
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ユ
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割

V
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表五＋ 第

（採血時 ｜ 一分時血流

間｜賓数i

平均（…消費~－；－c日

i~i－~I~~自i
I I 0 :w I .14 I 0・99 I .378 I 40°C(l 0-301) I " "' I ・ ・"= I I …山｜

K.T. 35oc I I o_351 I ・s9 I . I ・G94 I 

i 2° 5' I 2.94 I 0.41 I 0.263 I I.06 K.T. 3。C Iム リ 1 -u• I ｜い山υ ｜

I 2° Hi' I 3.24 I 0.46 I 0.185 I L.T. 22.5°C I " "' I U・u= I I 仏 A uu  I 
I 2°-251 I 3.75 I 0,52 I .123 I 

C(2°-30') I 20一昨 1 ・8ο o.67 I o.2ss I 
K.T. 35°C i 2＇－・：：5〆 I 10.oo I I ・5o I 
L.T. 22.5°C ! 2。－45'I o.34 I 1.44 I ・ ~4 I 

I 2°-55' I 10.00 I 1.39 I 0.4却 I 1.73 

30ー15'I 5.88 I 0.82 I 0.076 I 

K.T. 35°C I 3。－35'I 12.00 I i.67 I ・424 I 
. 22.5吋 I30 4！γI 10.34 I 1.44 I o.43⑪ I i.13 

4°-5' i 7.50 1.04 I .240 ! 0.97 

4。－15'I 5.88 I 0.82 I .17日｜

4°-25' I 5.09 I o.71 I .178 I o.72 

14/I玄

作用溜度
（開始時間）

一分時酸素作員

比

腹部交感神経節吠索切除

1.00 

().98 

0.247 

0.242 

(c.c.) 

比

集歴 75G.49.3忠t.ft 29;IX 

0.249 

0.248 1.00 

10。C(3°-0〆）
K.T. 35。℃

L.T. 22.5。c

0 C(4。－0')
K.T. 3.5、C
L.T. 225。c
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表穴＋ 第

27/YIII 腰部交感紳経節狭索切除

(cc.) 

3
11 

26/l玄雌 9.8底気~ 757.7 

作用 温度
（開始時間）

比上b

:88 

:88 

1.00 

・ ov 1 13.59 i 1.13 I 0.321 I 1.11 
品M T.話0"¥J I I i I I 

! 2°-45' I 13.04 I 1.09 I 0.405 I 1.41 
L.T. 22.Z>。ぐ I I ! I I 

i 20一品川 14.29 I 1.19 I o.421 I i.-rn 

! ;J0-11 I 16.67 I 1.39 I o.400 I 1.39 
20°CC3。ー的 I I I •UU ' ' 

I 3'-'-5' I 14.29 I l19 
K.T. 36。C i I I 

. : 3°-15' I 11.54 I o.96 I 0.323 I 1.12 L.T. 22.5。C, I I I I 
i 3°-25' I 0.1;s 州 I (l.126 I 0.44 

I 3° 31' I 9.68 i 0.81 I 0.400 
・!.:>oq3。－30つi ! I , 

K.T. 36。c I 30 ,p I 
I 3°-45' I 

L.T. 22.5。CI I 
I 3。－55'I 

I 4°-I' 1 
10°C(4。－0') i 

I 4°-5' K.T. 36°（’ l 
. : 4°-15' L.T. 22.5°t u 

4。－25'

0.36 

:88 

0.104 
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0.91 
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1.39 
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0.96 

0.249 1.13 13.59 2。－311

2＇ーのに F

1°-30' 

1°-45〆

12.00 

11.54 

10.91 

40°cc2。－30')

2。－ ;/ 

平均（原法、原消費量）

30°C(2°-0〆）
K.T. 36。C
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表

16/XI 雄 7.4庖朱匪 763.2 18/VIII 腹部交感神経節状索切除

1-f;用 時1111.間度） 一分時血流（c.c.) 一分時酸素司顎
/' 開 採血時間
、始 寅数｜比賞数｜ 比

1。－20/ 8.45 0.371 

1°-35/ 8.57 0.369 

1。－45/ 8.11 0.364 

) I 8.38 I 1.00 I o.制 I 1.00 

2。－ 1/ 8.67 1.03 0.507 1.38 
45。cc20-01)

2。－ 5/ 12.50 1.49 0.546 1.48 
K.T. 35°C 

2°-15/ 13.64 1.63 0.735 2.00 
L.T. 17。t’

2。－25' 15.00 1.79 0.950 2.58 

2。－31〆 14.29 1.71 0.543 1.48 
10。C(2。－30つ

2°-35' 11.54 ].38 0.450 1.22 
K.T. 35。c

2°-45/ 9.52 1・14 0.351 0.95 
L.T. 17.5°C 

2°-55' 6.98 0.83 0.216 0.59 

3。－ 1/ 9.23 uo  0.203 I o.55 
50。c(3。－0')

3°-5/ 12.50 1.49 0.288 0.78 
K.T. 35°C 

3°-15' 12.50 1.49 0.663 1.80 
L.T. 18°C 

3°-25' 15.00 1.79 0.735 2.00 

3°-31/ 10.53 1.26 0.384 1.04 。。C(3°-30')
3°-35' 10.00 1.19 0.270 0.73 

K.T. 35°C 
3"-45/ 10.00 1.19 0.230 0.63 

L.T. 18°C 
3°-55/ 9.68 1.16 0.232 I o.63 
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表八＋ 第

1仇液酸素消費量（c.e.)

貧数｜

I 1.Jti • o.355 I 1.32 

斗－~1~－~I~3°-5' 10.71 I 1.21 I 1.5.'i 

上b

生長骨神経大腿神経切断

一分時血流（c・c.. 

数｜
8.82 

上k

J.00 8.82 

10.21 

10.71 

1.68 

4.21 

3.90 1.050 J.70 15.00 3°-55' 

型 止

30句作。－0')

20°C( 5°-0') 

K.T. 34°C 

L.T. 19.5。c

0.48 0.82 7.20 

5°-25' 

5。←45'

8.82 

平均（原法、原消費量）

2°-45〆

1.133 

11.32 

13.33 

1.13 

0.68 

10°C(5。－30つ
K.T. 34。C
L.T. 20°C 
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時血採
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45。C(3°-0')
K.T. 34°C 
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K.T. 34.5°C 
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表九＋ 第
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「『
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著
........ 0.334 

娘

必町，.＝~）i -2~1~1~i~~＋－~H 

~~ i三剖；：－－1：：－－：与
L.T. 1円 I 3。一筋／｜］ ~ .77 i 

J.00 

1.38 

0.95 

1.36 

2.56 

0.97I 2.92 131 

30'C(3。－30つ

25°C(4。－0つ
K.T. 36。C
LT. 18.5。c

七
六

O

（
第
阿
波

。Iii0.252 1.11 9.00 4。－451

20°C(4°-so〆）

K.T. 36°C 

L.T. 19。c

二
六）

0.51 0.171 与51品。－151

10'C(5°-0') 

K.T. 36°C 

L.T. 19.5°C 

0.24" O.Oi9 0.97 

。。C(5。－30')

K.T. 36。C
L.T. 19.5°C 0.19 

主位骨紳t重大腿紳経~断

作用温度
（開始時間）

0.338 

8.11 

4 -2引 9.52 I 1.17 I 0.350 I 1.05 
'4てs;-1----;:;-1つ1了日五日寸子

1.42 

1.20 

0.063 0.97 

7.90 

7.90 

一分時血流（cc.) I i51"（~.~lf素消費

数｜比 ｜賓数｜
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比

/I30 

7.90 

貧
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1。－！＼O'

0.316 

0..!;'>3 

1.16 

1.27 
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5。－451
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石工~~~！日~l~I岳l与
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L.T. 19°C I 
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I 動脈外間切除

一分時血流（c.c.)／ずだ事訴盈
鍛 ｜ 比｜賓数l

l。；；｜
比
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6.90 

主主匪／(j.j.11・り庖
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L.T. 19、c

摺a
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K.T. 36,C 

L.T. 19。c

2.7'! 0・777].87 13.04 

－O

一ρ
O

R

u

－aaτ

O
M

－n
u

q

u

一’d

司

1

一

司

A

n

u

－ov

a
u

一の
A

’』

一’A

。。一

見u
n

v

Q

U

E

’hd
一o
u

－i

－
’A

。。－
Hυ

弓’－
4

．

Q

り
－q
o

o

a

－q勺

a

t

A

－A
U

A

V

A

υ

－

A
V

一A
V

A

り－
A

U

A

り一
A

V

A

U

A

U

－

3

5

一2
2

－4
6

N

－8
7

7

－

氏
υ

a

v

一’J

ny
o

－00

。a
p

－
－
の
＆
の
泊
。
ゐ
－

A

V

A

V

－A
V

A

U

一A
v
n
u
n
u
v

－Aリ

A

U

A

り－

6

6

－4
6

6

一
0

2

2

一4
8

8

圃

9
0

FO

－a
o

k

υ

9

d

一aま

u
o
n
w
u

一n
J

08

0

。
圃

4

4

－3
2

2

一
2

1

1

一I
I

I

－

，A
J

F
D

－W
0

・弓戸。一’
a

aJ
J

F
a

一
”

i

”A
w

o

－

－

2

－3

4

5

－

1

2

一

3

4

5

・

一
一

一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一

4

4

一4
4

4

7

0

5

3

一
v

r
v
一

り

c
c
一
つ

ぐ

町

一

的

c
m山

一

。0
3

0

一

A
U

鼻

史

し

一

0
0

司

民

し

・

。一
部
同

一
3

一
鈴
川
一
。
一

回
目

一

W

T

1

一
布
虫

色

一

明

T

E

一

町、区

L

一
件（
K

L

一
叱
区

L

一

ハυ

一
h

V

A

U

1

9
d

－
3
a
 

3.27 0.935 1.87 13.04 3°-::'.5' I 

30。C(3'-30勺

一一一一一一一一一『
0.-li¥:3 ! ].69 

1.38 

O.ii 5.36 -!'-5' 
~，s·cc4°-o') 

K.T. 0GごC

L.T. 19cc・ 

0.93 

0.24 

0.24 

0.69 

0.41 

0.28 

0.395 

0.267 

0.196 

0.37 七
六

二
七
）

（
第
四
競



第
＝
一
容

F『

原

司店、」

招

七
六

（
第
間
援

二
八
）

開
酸
「
毛
Y

ヒ
、
不
」
皮
下
注
射
、
「
ェ

l
－プ
Y
」
吸
入
麻
酔
ノ
下
ニ
局
所
皮
膚
ノ
除
毛
正
規
ノ
消
毒
ノ
後
、
第
一
、
右
股
動
脈
ノ
外
壁
交
戚
紳
経

切
除
及
大
腿
神
経
幹
三
糎
切
除
、
第
二
、
坐
骨
神
経
幹
及
葉
枝
三
糎
切
除
、
第
三
、
右
腰
部
安
戚
神
経
節
扶
索
切
除
ヲ
行
ヒ
各
創
A

業
都
度
順

衣
縫
合
閉
鎖
シ
、
術
後
十
二
日
夕
経
過
ジ
ア
、
術
側
下
腿
及
足
部
二
－
寒
熱
ヲ
階
段
的
昇
降
法
ニ
ヨ

p
作
用
セ
シ
メ
、
血
流
及
酸
素
消
費
量
ヲ
測

定
セ
リ
、
其
結
果
ヲ
第
二
十
一
、
二
十
一
一
、
二
十
三
表

－
一
示
ス
。
但
シ
第
二
十
表
』
軍
ニ

動
脈
外
国
交
戚
紳
経
切
除
、
坐
骨
神
経
、
大
腿
神
経

幹
一
部
切
除
ヲ
乗
斗
タ
Y

毛
ノ
ナ
Y

モ
只
一
例
ナ
Y

ヲ
以
－
ア
便
宜
上
此
内
ュ
加
ァ
。

i坐骨紳経、大腿紳符裁断
15/II i腰部交感紳経節状索切除

R型盟企壁切除 一一
一分時血流（c.C'.)I一分時酸素消食

、 ｜最（<'.e.) 

可エ－｜貧敏｜比

5釘｜

表＋ 

気歴 764.1

貧

0.361 5.83 

三三竺I~~じ；！こ口三二~
必吋肝30つI2＇ーぽ｜ i.32 I 1.25 I 0.54 

K.T. 32.5°C I 2。－45'I i.69 ! 

L.T.η町 i2。－55'I 7.90 I Iお l
I 3°-5' I 8.00 I 1.36 I 0.7侃｜

1.00 

1.17 

1.00 

1.11 

第

採血時間

6.2延

作用淑皮
（開始時間）

曲者2i/II 

1。－30〆

1。－40'

1°-50' 

平均（原護、原消費量）

40。C(2°-0つ
K.T. 33°C 

L.T. 17。C
1.13 I.Iii 6.82 2。－151

1.61 0.600 1.31 

1.90 0.709 1.36 8.00 3° 15' 

50吋（3。－0')

K.T. 32.5°C 

L.T. 17.5。c
2.:1九0.8i8 1.42 8.25 3。－25'

30。C(3°-30つ

ベ。－25'I 3.47 I 0.59 l 0・190 I 0.51 

20°C(4。－3o')I 4。ーぽ ｜ 3.si I o.57 I 
K.T. 32.5°8 I 4。－45' I 3.06 I 0.52 i 0.136 
L.T. 1s0c い。 … I ! I ｜。－5シ I 2.61 I 0.4-t I 0.146 0.39 

｜。－5' I I 0.43 I 0.138 0.3i 10°C(5。－0ぅ… －..， I I I 

K.T. 32.5°C 

L.T. 18。c

0.70 

0.53 

。目3i

0.260 

0.199 

O.i7 

0.64 

4.51 

3.75 

4。－ 5' 

4。－15'

25°C(4°-0つ
K.T. 33。C
L.T. 17.5。（・

0.34 

I 50_251 I 2却 I0.39 I 0.093 I 0.2;) 
。。C(5。－3的 I5°ーぽ ｜2幻 1o.39 I o・105 0.28 

K.T. 32。C
L.T. 18.5°C 

0.126 0.41 2.29 50ー15'

0.20 

0.19 

0.076 

0.070 

0.33 

0.38 

1.95 

2.21 

5°-45' 

グ－0YI 



表

』坐骨爾雇L 函而雇盃Wr
18/II t腰部交感紳経節状索切除

t動脈外壁切除

一分型笠~喧~糊
数｜比｜貸数｜

! 8.28 I 1.00 I 0.332 I 
2。＿ i/ ! 12:00 ! 1.45 I o必0 I 

2'-25' I 9.38 I 1.13 I o.369 

45°C(2。－30') I下エ~1 11.江｜τ；－1-
K.T. 34°C ！ γ－4~＞＇ i 13.64 

L.T. l9.5°C I i 

一一｜主日ζ子日日去トー

比

1.00 

1.55 

] .10 

1.11 

1.12 

1.60 

1.3() 

0.532 ].tl5 

＋ 

賓

第

気歴 762.()

平均（原・速、原消費量）

40'C(2。－0')

K.T. 34'C 

L.T. 20°c 

旦吋軍事’’
a

怠
す血採

7.3庖

作用温度
（開始時間）

雄2/III 

2.52 

3.26 

3.42 1.136 3°-25' 

30'C(3°-30ノ）

4。－ 5' 

4°-15' 

0.49 

I_ 5°-25' ! i'.06 I 0.85 I 0.凶 Io..t:: I 

I s。－35'1-s:;;-1寸:991~1寸7
0°C(5。－30')I I I 

K.T. ;;4°（、

L.T. 21°（句

0.18 

0.26 

1.081 2.26 

18.i':J : 2.26 

18.ii) 3、ー15'

50。℃（3°-01)

K.T. 34°C 

L.T. 20°c 

1.64 

1.04 

0.92 

1.56 

0.83 

0.14 

0.162 0.85 

0.061 

0.087 

0.86 

0.6i 

0.66 

A

官
一
6
0

同

i

a
t

一A
リ

H

向。－
q
u

o
－

《
U

一A
U

A
V

句，e

－0
6
0
6

A

リ－
A

U

A

U

，‘A
－

唱

E
a

噌
E
A

9
d

一ρ
o
n
u

nk
v

－nwu
ハu
u

n
o

－oo

nhU
 

ノ

－

r

，，

お

一

お

必

－
一
一

一

。
一
。
。

4

－4
4

 

1

υ

一

、，ノ

日）

勺
，
円

C

一

ぴ

円

c

o
v

J
M
o

－
q
d
u
r
t

。

－
sa宮
司

A

一

一
4
4
z

’i

－
ηο

。ん

一

－
内リ

のA

。

－
。

i

・

目
1

P
、
T

T

一
千

T

T

q

K

L

一
q

K
［

e
J

一

O

。
国
一

o
－

0.519 

0.543 

一一一一己二竺｜ゴ三三日；！と日竺乙
I .)0-.)' i 1'.22 ! o.99 I 0.241 

10°C(5°-0う I ' 
K.T. 34ラc I .~， 0 -15’ I 7.06 

L.T. 20.5。c

5.56 

5.45 

1.39 

L;Ji 

5°-45' 

5。－55〆

11.54 

11.32 

賓
験
第
五
、
成
績
概
括

此
等
表
ヲ
見
Y

－
ア
加
熱
作
用
－
一
－
プ
血
流
漸
増
ノ
扶
態
．
冷
却
作
用

ニ
ア
漸
減
ノ
賦
態
、
凡
ア
貫
験
第
四
、
第
十
八
、
第
十
九
表
ト
大
同
小
異
ナ

9
0
卸
チ
加
熱
－
一
ヨ
グ
’血
流
増
加
ノ
程
度
正
常
ノ
モ
ノ
ト
比
ジ
－
プ
著
シ
ク
緩
漫
－
一
且
ッ
小
量
ナ
リ
ト
雄
．
各
原
蓮
－
一
比
ジ
夫
々
一
・
八
七
、
了

四
二
、
二
・
二
六
、
一
・
四
九
三
連
ス

Y
ヲ
見
Y
ペ
ク
、
冷
却
－
一
ヨ

Y
減
少
モ
亦
其
最
小
値
原
蓮
ニ
比
ジ

0
・
二
七
、

0
・三
三
、

0
・
六
六
、

0
・

四
八
三
宝

y
o
郎
チ
正
常
ノ
場
合
（
第
一
、
第
二
表
て
一
比
シ
ア
原
遠
掛
最
大
血
流
ノ
比
第
二
十
二
表
ァ
除
キ
、
凡
－
ア
字
三
連
セ
ズ
コ
第
二
十
二

第

宅き

r-、
原

著
、」

場

七
六

（
第
四
銭

二
九
〉



第
三
巻

表

さ色脅叩幅五で天匝両亙面－
6iIII 由主 'i.3延朱酪 763.7 22/II {I折、腰部交感紳絡筒状

t索切除、動脈外壁切除

作用温度｜ ｜一分時血統川）I i51"撚素消費

（開始時間） ｜採血時間 ｜ I 「 ｜ 

｜ ｜貸数 ！ 比 ｜貧童文 ｜ 比

＋ • 

F『

原

著...... 

0.236 8.82 2。－501

期
1.00 

1.39 

1.50 

1.58 

1.61 

1.78 

。今9
d υd  

12.50 

3.60 0.863 1.49 13.0-t 

.50°C(4。一。／）

K.T. 33°C 

3.90 0.937 1.51 13.64 
L.T. 1s0c’ 

30°C(4°-30') 

l.~G O.H7 0.83 7.32 50_ ;)' 

1.58 0. 37~ 0.70 6.12 5。－15'

25cC(5。－0')

K.T. 33・；）－＜守

5。－351l 5.22 : 0.59 0.219 I 0.91 

5。－45'I . 5.09 I 0.5S 0.214 I 0.89 

50_5y I~とはと1~竺i」竺
4.22 ! OA8 I 0.160 I 0.67 

七
六
附

1.10 o.~ti .:; η
d
 

nv 
6.32 5。－25'L.T. 19°C 

20°C(5。－30つ
IC.T. 33°（・

L.T. 19.5°C 
（
第
例
就

一
、
ム
ハ
リ

A
U
d

－
－Aυ

自唾円。

一
ハυ
A

リ

A
U

一。“，
O

A

リ

一
2

9

Q

U

一

旬

A

A

V

A

り

－n
U

A

U

A

υ

 

一ρ
0

2

且
。
。

一
4
5
4
A

n
u

－A
U

A

V

A

v

 

n
v

－A
V
 

au

－nり

泊

告

－

a告

s

u

d

 

ay

＆
。。

一
一

n
o
o
o
 

一エ

O
）

O.GG 

o .. :;1 

4.50 

4.20 

0.245 

0.238 

0.240 

0.333 

0.359 

9.io I 
13ごWI寸石了｜つ~！－－；；：；s1>

45'C(3。－30つI I ' i 

K.T. 33・ c I 3°-45〆

L.T. 17.5 （・ l
I 3°-55' 

0.380 

0.42メ

3.31 

0.556 

0.794 

0.159 

0.1:;1; 

6。－45'

()0_551 

8.70 

8.82 

1.00 

1.08 

1.11 

1.11 

1.22 

1.22 

1.42 

0.52 

3ο 

0で（6。－－30ノ〉

K.T. :'3。（

L.T.山＇ CI

2’－301 

2'-40〆、

8.78 

9.52 

g.11 

10.71 

10.71 

4。－ 5' I 

4。－15'I 

40ーぽ ｜

4.54 

6。－ 5' 

6。ー15'

表
ニ
ア
毛
一
第
一
表
ト
比
肢
ス

Y
ト
キ
A

其
比

0
・
六
－
一
過
ギ
ズ
。
其
最
小
値
A

第
一
、
第
二
表
ニ
比
シ
－
プ
却
ッ
ア
小
ナ
グ
’
ヲ
見
M
F

。

酸
素
消
費
量
モ
加
温
－
一
ヨ

Y
漸
培
、
冷
却
－
一
ヨ
U
Y

漸
減
ノ
経
路
ヲ
踏
ム
コ
ト
、
亦
第
十
八
第
十
九
表
ュ
似
タ

9
0
業
最
大
値
A

原
消
費
量
ト

比
シ
ア
夫
々
三
・
二
七
、
二
二
ニ
玉
、
三
・
四
二
、
三
・
九

O
－
二
連
シ
、
其
最
小
値

A
0・
二
四
、

0
・
一
九
、

0
・
二
六
、

0
・三一
二
－一至
y
。
卸
テ

正
常
ノ
場
合
－
一
比
ジ
ア
最
小
値
A

略
相
似
ク
U
Y

毛
、
最
大
値
A

大
略
倍
量
－
一
達
ス
M
F

ヲ
見
w
F

。

本
質
験
－
一
一
於
－
Y
中
橋
部
ト
末
梢
部
ト
紳
鰹
ノ
蓮
絡
ノ
存
在
ス
w
y

モ
ノ
ト
限
定
ス
u
y

時
A

、
静
脈
壁
ヲ
軽
自
ス
M
Y

モ
ノ
ト
、
動
脈
手
術
部
ノ
中

平均（原主主、原消費量〉

r

r

r
 

5

5

5

 

唱
a
A

O
γ
M

一

一

一

。

。

、

向。

旬。内
d

パノ

ρ
L
P
L

A
V

。。
－。
0
0
8

－。
O

T

A

。1

・

山
ト
午
、

r
E

旬、

K

L

A
リ

d仏
友

I0°C(6。－0';

K.T. 33°l’ 

L.T. 19.5°C 



屠
及
内
膜
－
一
ヨ

Y
モ
ノ
ト
、
（
但
シ
紳
経
繊
維
ノ
蓮
績
的
－
一
末
梢
部
－
一
至
Y
組
織
率
的
誼
明
ア
見
ズ
）
同
部
－
一
於
ケ
ペ
轟
生

－一ヨ

Y
毛
ノ
ナ
M
F

ペ
ジ
。
第
二
十
二
表
ニ
於
ケ
M
F

毛
ノ
A

交
戚
神
経
節
朕
索
ヲ
除
去
セ
ザ
y
d
N

故
－
一
、
再
生
現
象
－
一
ヨ
リ
再
ピ
蓮
絡
ア
ト

y
得
Y
機
曾
ア
M
Y

ペ
キ

モ
、
他
ノ
三
表
－
一
一
於
ケ

Y

毛
ノ
A

節
吠
索
ヲ
モ
除
去
セ
y
d
N

故
－
一
再
生
現
象
ノ
機
曾
甚
少
カ
w
y

ペ
ク
、
只
グ
腰
部
交
戚
紳
経
節
賦
索
ヲ
経
由
ス

グ
’
モ
ノ
、
叉
A

之
レ
ヨ

y
始
7
v
y
交
戚
紳
経
繊
維
以
外
－
二
見
ニ
上
方
中
植
部
ヨ
リ
己
二
静
脈
壁
中
－
一
入
ν

Y
屯
ノ
ニ
ヨ
M
F

連
絡
ト
同
様
ノ
朕

態

T
プ
動
脈
壁
中
－
一
入
v
u
y

毛
ノ
、
手
術
部
－
一
於
ケ
Y
再
生
現
象
ト
．
同
様
ノ
繊
維
ノ
手
術
部
中
層
及
内
膜
ヲ
通
過
ス

Y

屯
ノ
ナ
Y

ペ
ジ
。
却

チ
此
際
－
一
一
於
ケ
U
Y

末
梢
部
ト
中
橿
部
ト
ノ
蓮
絡
A

略
現
行
ノ
手
術

一一ヨ

9
－
プ
達
ジ
得
Y
最
小
限
度
－
一
近
ク
縮
小
セ
ク
レ
タ
Y

モ
ノ
ナ
9
0然

y

－
一
血
流
ヨ

9
見
タ
Y
血
管
ノ
牧
縮
能
力
A

略
正
常
ノ
モ
〆
ト
同
様一一

保
存
セ
ラ
山
戸
、
ヲ
見
Y
ペ
ク
、
只
ダ
血
管
ノ
憤
張
度
ノ
ミ
ガ
正
常
ソ
モ
ノ

ニ
比
シ
－
ア
略
竿
バ
ユ
減
少
ス

Y
ヲ
見
U
F

。

概

括

的

観

察

で
血
液
茂
酸
素
消
費
量
振
幅
論

各
賞
験
ノ
概
括
－
一
一
於
ア
遁
ペ
タ
M
F

如
ク
、
貫
駿
ノ
種
類
ノ
異
Y

－一
従
ァ
、
寒
熱
ノ
作
用
一
一
ヨ

Y
流
血
量
及
酸
素
消
費
量
増
減
ノ
賦
態
－
一
一
楠
々

ノ
差
ア

p
。
此
等
種
々
／
関
係
ヲ
敷
量
的
－
一
明
カ
ユ
セ
ン
ガ
鴬
ュ
、
試
－
一
血
流
－
一
於
a

プ
モ
酸
素
消
費
量
ュ
炉
、
ア
モ
各
筒
質
験
日一就－
ア
増
減
雨
極

ノ
差
ヲ
以
ア
、
寒
熱
－
一
ヨ
U
F

血
流
又
A

酸
素
消
費
量
ノ
振
幅
ト
定
メ
タ
η
ノ
。
然
Y

ニ
試
獣
各
箇
－
一
於
ア
寒
熱
一
一

ヨ
M
Y

増
減
ノ
朕
態
ヲ
異
－
一
ス
u
y

ガ
故
－
一
同
一
種
類
ノ
貫
験
－
一
－
プ
モ
各
動
物
夫
々
振
幅
ノ
値
ヲ
異
ニ

シ、
其
関
係
種
々
雑
多
－
一

ジ
ア
、
到
底
相
互
－
一
比
較
ヲ
取
リ
ノ
難
シ
。
於
蕊
試
獣

各
箇
二
固
有
ナ
Y
原
蓮
又
A

原
消
費
量
ト
振
幅
ト
ノ
比
ヲ
求
メ
、
夏
－
一
試
験
時
間
ガ
比
較
的
長
時
－
一

一八
Y
ガ
故

－
一
血
流
酸
素
消
聾
量
共
一
一
夫
々

各
箇
貫
験
全
測
定
／
和
ヨ
リ
平
均
血
統
及
平
均
酸
素
消
費
量
ゾ
算
出
シ
、
之
レ
ト
前
記
振
幅
ト
ノ
比
ヲ
求
メ
、
夏
子
血
統
消
費
量
共
最
小
、
最

大
ノ
間
ノ
比
ヲ
求
メ
ア
相
互
ノ
間
ニ
封
照
比
較
セ

y
。
血
流
及
酸
素
消
費
量
共
誤
差
ヲ
出
来
得
Y
限
リ
少
ク
セ

ン
ガ
潟
ニ
各
最
大
量
二
回
ノ

卒
均
、
最
小
量
二
回
ノ
平
均
ヲ
ト

y
、
之
ヲ
最
大
値
、
最
小
値
ト
ナ

シ
、
南
者
ノ
間
ノ
差
ヲ
以
－
プ
振
幅
ト

ジ
、
之
レ

ト
原
逮
ト
ノ
比
、
各
平
均
血

流
及
平
均
消
費
量
ト
ノ
比
及
最
小
最
大
ノ
比
ヲ
算
出
セ

y
。
而
ジ
－
プ
寒
熱
階
段
的
昇
降
－
一
関
ス
グ
’
モ
ノ
A

第
二
十
四
表
二
、
寒
熱
交
互
作
用
－
一

第
二
章

第
三
容

F園、
原

筆
、~

招

七
六
五

（
第
四
競

一一一、＿＿，



総
11\~

露
代

ミ
W
ヘ

t
棋

1
1
＋
同
蝋

11
1時
代
。

【
腿
仰
】

第
一

芦露
J
i
 

蛾
第

二
｜

第
占，、

第
十

一

餓
第

三
｜

第
十

二
麟血

流
酸

消
血

流
酸

消
一 一肌い一

血流E者計品
、

血
百花

第
二

十
固ま消

笈
験

第
五

Jfu.流
第

二
十

一
般

消

軍事
.μ 

1~ 1( 
（総

E
自慢

11¥ 
11) 

第
二

＋
図

表

鋭｜一三巴
1

幅
｜
訴
事
戸

一回
竺

I＿！~
｛
~
 ~＋~~－山

！－~－
最

小
｜
：
最

大
｜

川
｜

最
大

比
.c. 

｜
当
仮
幅
比
l

c.c
.
 

｜
割

振
幅

比
｜

最
小

比
｜
最

大
比

血
流

1
6.01 

I
 

2
7
.2
7
 

I
 

2
1.
21> 

!
 

4
.5
4
 
I

 
1
2.4

:! 
I

 
i.71 

I
 

7
.:w 

I
 

2.ua 
I

 
0.80 

I
 

:.i
.1
n
 

酸
消

1
0
.1
4
9
 I

 
0.7 til 

!
 

O
.li
l

 
2

 I
 

5.
11 

I
 

0.4と
1;

I
 

1.26 
I

 
o

 50
8
 
I

 
i.20 

I
 

0
.2
4
 
I

 
1
.51 

血
流

｜
3.9

4
 !

 
20.00 

I
 

rn.01; 
I

 
5

 o
『

I
 

f'-Ci5 
:

 
]・88 

I
 

5.:)7 
I

 
2.!l9 

I
 

O
.tl) 

I
 

1
0
8

 

酸
消

1
0
1
:n

 !
 __

Q主
主
l..

0
.56

2
 I

 
竺

~__
 

I
 
＿

＿＿盟
L.！~一

回
よ

旦
但

｜一一
土
~
ι
_
Q；竺土

－－－－~
血
流
｜

a
.al 

I
 

1
5.79 

I
 

1
2
4
8
 
I

 
4.77 

I
 

ti 
H
H
 

1
 
・

 I.H
J

 
I

 
4:JH 

I
 

2.85 
¥

 
0.75 

I
 

a.6
1

 
政

治
1

0.074 
I

 
0.730 

I
 

O.G品川
9.R7 

l
 

0.
:19:

;
 i
 

l.
li
7

 
I

 
0.4

1iX 
I

 
1.40 

I
 

0.14 
I

 
1.57 

血
流
｜

2.ss 
I

 
12.

5
5
 
I

 
9
.7
2
 
I

 
44:: 

I
 

5.G
:;

 I
 

l.7
3

 
I

 
4.30 

¥
 

'.'
.2
1;

 I
 

O
凶

1
2.97 

酸
精
！

0.118 
I

 
0
.759 

I
 

O.G41 
I

 
G.4：~ 

I
 

0.403 
I

 
l
5
!l 

I
 

0.427
 I

 
1
日o

I
 

0
.2
1
 
I

 
a
 

品港｜
~：ii(j I

 1~~~） I
 6：~ii9 I

 t:~1 I
 1~.~ci8 I

 ~：t~ I
 1k~~s I

 i立｜
~：~~ I

 ~ ：~~ 
8.47 
0
.19ll 

!J
.2
4
 

6.19 
0.090 

7.90 
0.071 

1.85 
0
.0l:i9 

2
.01' 
o
m
:; At1001 

MmwMMw－略

5040－ノ
一 量 一夜

涜噛消謹一耕

血駿血酸一酸

二三一消

十十一酸

一一一一一 第第一り
備

考

1
5
.0
0
 

0
・8.Jk 

此

1.77
'

 
4
.2H 

0
.7
4

 
0
.4
2
 

11 ·2
~
 

0.490 
0
.5
K
 
I

 
1

 I
 

.G2 
I

 
0.5li 

1
 .:ll 

I
 

0
.4::,7 

I
 

1.40 

0.84 
I

 
!l
.4:1

 I
 

1.1
8

 
一

I
0.439 

I
 

-
0.86 

I
 

8.82 
I

 
ii 
9i 

2
.85

 
1

 
0.269 

1
 

a
n

 

G.53 
0.642 

11.11 
2.2

0
 

1
3.
18

 
0
.%

 

l4.17 
I

 
7
.9桔

I
2.
2
8
 
I

 
9.2(i 

1.
0
9
2
 
I

 
1
.0
0
2
 
I

 
12.1

:; 
I

 
0
:55

1
 

O
N
l
 

0.3:l 

J.5{i 
0.47 

。
5
5

0
.9
1
2
 

0
.841 

1
2
.8
4

 
0.36

0
 

2
.3
3
 

0.:538 
2
.49 

1
3.0

4
 

11.1
9

 
7
.04

 
6.:-10 

1
.7
7
 

6.98 
l.60 

0
.8G

I
 

0.792 
］
~
.48 

0.410 
1.93 

0
.2
8
6
 

2
.77 

8.
I
K

 
り
.10

;1,9
;; 

4.
8
4
 

]
 .21i 

5
.87 

1
.04 

0
.7
9
4
 

0.721 
1
0
.H
X
 

0
.8
4
2
 

2.
11 

0
.:J7:: 

].¥);; 

1
8
.7
5

 
J
a
2
3
 

3.40
 

J
0.6

G
 

J.24 
l.GO 

1.1
0
9
 

1.035 
14.99 

0.417 
2.48 

0.332 
:l.
12

 

0
.9
7
 

0.19 
0.2

6
 

0
.2
4
 

0
.l!l 

0.Hli 
0.1

8
 

1
3.34

 
I

 
9
.2
4
 
I

 
3.25 

I
 

7.GG 
I

 
1.21 

I
 

8
.7
8
 
I

 
1.03

 
I

 
0.4G 

0・900 
I

 
0
.8
1
2
 
I

 
10.

W
 

I
 

O
 35
5
 I

 
2
.2
9
 

I
 

0.240 
I

 
3.38

 
I

 
0.33 

2
)
 
原
法
、
原
消
費
愈
封
最
小
最
大
ノ
比
／
最
小
最
大
ハ
ニ
間
平
均
＝
ア
ラ
ズ
。
（
第
二
十
五
表
モ
等
シ

〉

l.29 
1
.94

 

2.19 

0172一 77256290 Y2b9一芯土432449 1412一13120
晶

ala



質
験

第
一

1主
雪
量
第
二

第
三

＋
五

衰

滅
1
~
竺
竺

I*
~g I

 
i~1：芸／＿＿！＿Jt].竺

哩
I~司
記

I叫
れ

最；~r最i一；；~r1:~：~~J~ 
~ 

表第
血

流
一

般
消

G
.8G 

0.11:1 
2
.C1G

 
7.
9
0

 

4.17 
0.0G(j 

2.20 
0.1 :Zl 

2
.8ti 

0
.0
G
4

 

第

l
第

四
血

流
酸

消

じ
血

流
酸

消

第
流消流消流消

血般市肌俄血酸

八九十
第第

十
gLj

血
流

酸
消

第
十

五
血

流
酸

消流治流消

血酸血酸

六七

十十

第第

三
第

験
資

14.nG
 
I

 
0
:9
0
1
 
I

 

2!.
G
4

 
!
 

1.4
リ
Ii

:

1
2
.7
9

 
0.7

8
7

 

17.:l7 
1.4:'0 

5.
17

 
22.li7

 

2
.1¥l 
｝ 
t Aりリ2
.47

 
9
.7
8

 

I
 ti'.l 

7
.9
7

 

:J
.0
9
 

0.069 

7
.8
9
 

0
.
0
8
J
 

7
.8
2
 

0
.
2
2
3
 

4
.8
1

 
;

 
2.lil 

I
 

O.:lり
7

:
 

0.21;7 
I
 

7
.0
6
 I

 
:{
2(!

 I
 

り
り
2li

!
 

0Ji!l2 
I
 

51

 hu

。“
009d

のんA
品

AnU円d

．．． 06AUORUハり

nυAU 

9AnmU円tnu

可daaz

’
E阿d

．． 5010 

司 ’
AJ
X
.20 

I
 

10.:H 
0.729

 I
 

O.li
4
G

 

15
.0
0

 
I
 

7.1
8

 
o
.s
4
3

 1
 

o
.m

o
 

3.
fi
l

 
11

.4:, 

2
.:11 

S
.liei 

1.91 
3
.8
7

 

H
.8
8
 

I
 

0.4
3
0

 I
 

10.:n 
i

 
0λfi:J 

!
 

:1.2
:i

 i
 

0.:3:3'1
:

 

日
2
1

I
 

0
.4
4
1
 
I

 

4.59 
I
 

0.
2'.l

l
’
 

7.:i2 
I
 

｛
川
河
i

1
 
:u u

 I
 

0.3
~；5

 
:

 

I
 1.:1乃

1
()
...[
.)
/
 I

 

I.ti吋
2
ユ4

ru
n
 

1.1
4

 

0
日
1

1.ヰ
7

4.9G 
o.:;.-,;;

 

コ：
B

0.22() 

。九
3

0
4
8
1

 

3
Ji0

 
4
. 付
与

。
7()

2
.0
8

 

0
.4!) 

1.17 

0.
9
5

 
0
.2
6

 

0
 84

 
(l.}

i) 

0
.f¥4 

0.4
X

 

0
.41 

0
.0
9

 

一
一

o.
4
8
 
I
 

4
.:
m
 
I
 

0
.0
0

 I
 

o.so
 

1.
9
2
 
I
 

0
.2
0
1

 I
 

2
K

i
 I

 
o
.2
s
 

1.
1
0
 
I
 

7.19 
I
 

1.12 
I

 
0.41 

:J.27 
I
 

O.:J48 
I
 

2
.9
1
 
I
 

0
.25 

0
.7
8

 
1.
9
1

 

O
.G!l 

12.00 
O
.:J88 

8
.::8

 
0
.Jり

日

0.8
6

 
2
.2
4

 

O.
S
fl

 
1.G

8
 

2
.5
0

 
2
.17

.
 

4
.G::i 

4.
7
6

 

l
 .41i 

1.74 

}.
()
!) 

1.31 

0
.(i(i

 
0
.2
2

 

0
.8
0

 
0.
5:)

 

1.33 
2
.44 

1
.8
1
 

1
.5
(i 

2.
7
9
 

1.
/
9
 

2.r,s 

l
’
~
H
E
蝿
副
題
部
詔
峠
盤
、
監
（
撫

lr＋
国
側
）
。

（
ヤ

）’
司
提
。
曜
会
哨
＋
＜
ヘ
起

II¥
~
割
自
民
代
ミ

•I恒
盤
機

1
’
（

g[
・
附
E
一
同
・
O
＜
）
く
制
鐙
感

1J’
（

gr
・
伊
平
－

ETI·ETill！
）
ム
~
~
ヘ
坦

総
lll!lf:l

【
峰

抑
1

5宗
..μ 
1< ..μ 

（総
E
官民

Ill
 

111) 



第
三
谷

【
原
吋
著
】

楓

七
六
入

（
第
四
時跡

三
四
）

ヲ
有
ス
w
F

モ
、
質
駿
第
三
、
（
了
七
七

l
二
・
ニ

O
）
ユ
到
リ
ア
著
明
ノ
減
少
ア
認
メ
、
賓
駿
第
四
（
一
了
二
人

1

7
五
六
）
略
之
－
一
等
ジ
ク
、
貫

駿
第
五
ノ
内
第
二
十
表
ヲ
除
キ
他
三
ニ
・
二
五
！
三
・
九
三
ヲ
示
ス
。
第
二
十
表
ノ
ミ
A

特一
一大
－
一
シ
ア
七
・
O
四
ヲ
示
ス
。
数
量
的
関
係
－
一
一
於

ア
賓
験
第
五
A

貫
駿
第
一
、
第
一
一
ト
貫
験
第
三
、
第
四
ノ
中
間
ニ
位
ス
。

平
均
血
流
劉
振
幅
ノ
比
ニ
於
－プ
モ
亦
前
記
ト
同
様
ノ
開
係
－
一
ア

y
貫
験
第
一
、
第
二
、
（
了
七
一

11
7八
人
工
略
相
等
シ
ク
、
賓
験
第
三

（
0
・
五
八

1
0・
八
四
て
一
至

y
ア
劃
然
タ
Y
減
少
ア
リ
ノ
。
質
験
第
四
（

0
・
四
七

l
0
・
八
六
）
略
之
一
一
等
シ
ク
、
第
二
十
表
A

特
ニ
大
ニ
ジ
ア

一
・
七
七
ヲ
示
ス
モ
其
他
ノ
賞
駿
第
五
－
一
一
風
ス

Y

モ
ノ
〈
、
了
二
四
｜

一
・
二
一
ノ
間
－
一
ア

9
0
郎
チ
振
幅
ヨ
y
見
タ
Y
数
量
的
関
係
A

凡－プ

最
小
最
大
ノ
比
ノ
場
合
ト
同
様
ナ
リ
。

原
逮
封
振
幅
ノ
比
一
二
於
－
ア
モ
亦
大
憾
－
一
於
ア
上
記
－
一
似
タ
Y
傾
向
ヲ
有
ス
。
質
験
第
一
、
最
大
－
一
シ
ア
（
一
了
九
三
l
二
・
九
九
）
、
貫
験
第
二

（
一
了
八
五
1
二
・
二
六
）
之
－
一
比
ジ
－
プ
硝
減
少
ノ
傾
向
ア
Y

モ
著
明
ナ
ラ
ス
、
寅
駿
第
三
（

0
・
五
六

l
一
・
一
八
）
ニ
至

y
ア
劃
然
b
p
y

減
少
ア

9
0
質
験
第
四
（

0
・
五
五

l
0・
九
二
略
質
験
第
三
二
等
ジ
ク
、
質
験
第
五
（

7
0四
1

7
六

O
X
依
然
ト
シ
ア
賓
験
第
一
、
第
二
ト
賓
験

第
三
、
第
四
ノ
中
間
二
位
ス
Y

ヲ
見
y
。

（
ロ
）
、
酸
素
消
費
量
。
最
小
最
大
ノ
比
ニ
於
ア
て
貫
験
第
一
（
五
・

一
一
｜
五
・
二
九
）
ニ
比
ぞ
ア
貫
験
第
二
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九
・
八
七
l
六
・
七
四
）
A

稿
増
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ノ
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向
ヲ
示
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質
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第
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ア

y
－
ア
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定
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。
質
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第
四
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uv
－
ア
、
略
倍
量
又
A

其
レ
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郎
チ
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y
。

（
ロ
）
、
酸
素
消
費
量
。
最
大
最
小
ノ
比
二
於
ア
質
験
第
一
（
六
・
二
O
｜
五
二
ニ
六
）
－
一
比
ジ
ア
質
駿
第
二
（
七
・
九

O
｜
二
二
・
六
七
）

A

増
加

ア
9
。
殊
－
一
第
八
表
A

増
加
著
明
ナ
H
J

。
質
験
第
三
川
一
第
十
七
表
ァ
除
キ
葉
他
A

凡
ア
増
加
ア

y
。

平
均
消
費
量
ト
振
幅
ト
ノ
閥
係
－
一
就
－
7

A

質
験
第
二
一
・
七
五

1

7六
五
）
ト
比
シ

ア
、
質
験
第
二
（
了
八
三
｜
二
・
五
四
）

A

多
少
ノ
増

加
ナ

y
。
賞
験
第
一
ニ
A

第
十
七
表
ノ
減
少
ァ
除
キ
一
様
－
一
多
少
ノ
増
加
ア
9
0

原
消
費
量
ト
振
幅
ト
ノ
関
係
一
一
就
ア
ミ
質
験
第
一
（
一
・
九
五
｜
一
・
九
八
）
－
一
比
ジ
夕
、
貰
験
第
一
一
A

第
八
表
A

著
明
ノ
増
加
ア
U
F

毛
、
第

七
表
A

増
加
ア
認
メ
ズ
。
貫
験
第
三
A

第
十
七
表
／
減
少
ヲ
除
キ
他
A

凡
ア
一
様
－
一
一
増
加
セ
y
。

郎
チ
酸
素
消
喪
量
－
一
開
ジ
ア
A

種
々
ノ
貼
ヨ

y
見
ア
質
験
第
一
一
A

第
八
表
－
一
ノ
ミ
著
明
ノ
増
加
ア
Y

モ
其
他
A

或
Y

親
方
－
一
ア
A

減
ジ
或

y
親
方
－
一
ア
A

増
加
ア

y
。
貫
験
第
一二
－
一
ア
A

第
十
四
、
十
五
、
十
六
表
－
一
於
－
プ
三
種
観
察
ノ
方
法
ヲ
殊
ニ
ス
U
Y

毛
凡
ア
一
様
－
一
増
加
セ
U
F

ヲ

見
y
。

上
記
ノ
事
質
ヨ
η
ノ
究
ノ
如
ク
総
括
ス

Y

コ
十
ヲ
得
。
但
U
J

血
沈
－
一
一
於
ア
モ
酸
素
消
費
量
－一
一
炉
、
－
プ
モ
特
－
一
比
ヲ
明
言
セ
ザ
Y

モ
ノ
A

原
速
又
A

原
消
費
量
－
一
一
割
ス

Y
比
ニ
就
－プ
増
減
ヲ
比
較
セ

Y

モ
ノ
ナ
9
0

括

二
、
鰭

第
三
谷

F『

原

善
、ー

嬬

七
六
九

〈
第
四
務

三
五
）



第
三
血管

F『

原

善
、~

嬢

七
七

O

〈
第
四
競

一
ム
ハ
〉

一
、
血
管
外
壁
交
戚
神
経
切
除
例
－
一
品
ノ
（
イ
）
階
段
的
ニ
作
用
温
度
ヲ
昇
降
セ

シ
ム
Y
際
、
血
流
ニ
於
ア
A

最
大
血
流
ト
、
血
流
原
蓮
封
振
幅

ノ
比
円
一
於
ア
僅
－
一
減
少
セ

Y
モ
、
其
他
ノ
比
－
一
一
於
－
プ
A

増
減
種
々
ニ
シ
ア
一
定
ノ
閥
係
ヲ
見
出
ジ
難
シ
。
加
熱
－
一
ヨ

Y
血
流
漸
増
及
冷
却
作
用

ニ
ヨ
U
F

血
流
ノ
朕
態
印
チ
最
小
血
流
ガ
最
低
温
ト
一
致
セ
ズ
、
零
度
－一
一
於
ア
多
少
増
加
ス
U
Y

賦
態
凡
ア
封
照
貫
験
ト
同
様
ナ
リ
ノ
。
酸
素
消
費

量
A

最
小
最
大
量
ノ
比
ユ
於
－
プ
増
加
ア

y
、
且
其
他
／
比
－
一
於
ア
モ
多
少
増
加
ア
y
d
N
如
キ
モ
、
加
熱
ノ
際
其
最
大
量
ガ
最
高
混
ト
一
致
セ
ザ

M
Y

朕
態
冷
却
ノ
際
血
流
ノ
如
何
－
一
闘
で
フ
ズ
温
度
ト
平
行
ジ
ア
逓
減
ス

Y
状
態
凡
ア
封
照
貫
験
ト
同
様
ナ

9
0

（
ロ
）
、
寒
熱
交
互
作
用
ノ
際
、
血
流
A

術
後
四
日
及
六
日
ヲ
経
過
セ
ジ
モ
ノ
ユ
於
ア
最
大
血
流
ニ
著
明
ノ
増
加
ア

9
0
従
ア
平
均
血
流
封
振

幅
ノ
比
、
原
逮
封
振
幅
ノ
比
、
最
小
最
大
血
流
ノ
比
等
凡
ア
増
加
ア

y
、
酸
素
消
費
量
一
一
一
於
ア
A

其
最
小
消
費
量－一

著
明
ノ
減
少
ア
y
d
N
錦
、
最

大
最
小
ノ
比
二
著
明
ノ
増
加
ア

y
。
其
他
ノ
比
－
一
一
於
－
Y
A
只
ダ
一
例
ノ
ミ

－
一
著
明
ノ
増
加
ア
Y
ノ
ミ
。
二
十
二
日
及
二
十
九
日
ヲ

鑑、
過
セ
シ

毛
ノ
ュ
於
－
7
A
己
二
強
化
ア
認
メ
難
ジ
。

一
一
、
腰
部
交
感
神
経
節
賦
索
切
除
例
－
一
ア

A

〈
イ
）
階
段
的
ニ
作
用
混
度
ヲ
昇
降
セ
シ
ム

Y
際
、
血
流
ュ
於
－
7
A
最
大
流
蓮
－
一
著
明
ノ
減
少

ア
リ
。
割
照
例
－
一
比
ジ
ア
宇
バ
叉
A

其
以
下
－
一
ア
Y

モ
ノ
ア
リ
ノ
。
郎
チ
振
幅
著
明
ユ
減
少
セ

7
0
従
ア
最
小
最
大
ノ
比
、
原
蓮
又
A

平
均
血
流

ノ
振
幅
－
一
一
割
ス

Y
比
等
凡
ア
著
明
ノ
減
少
ア
リ
。
冷
却
－
一
ヨ
U
Y

血
流
ノ
朕
態
A

二
十
度
－
『
於
ア
最
小
値
－
一
達
ジ
、
其
以
下
ノ
混
度
－
一
於
ア
A

著

明
ナ
ラ
ザ
Y

宇
多
少
増
加
セ

y
。
酸
素
消
費
量
A

温
度
ノ
上
昇
ト
卒
行
ジ
ア
逓
増
ジ
、
且
封
照
例
ト
比
ジ
テ
著
明
ノ
増
減
ナ

ジ
。
郎
チ
（
イ
）
－
一

於
ア
著
明
ナ
M
Y

事
質
A

血
流
ノ
加
熱
－
一
ヨ

Y
増
加
率
著
シ
ク
減
少
セ
U
Y

ェ
、
冷
却
－
一
ヨ
U
F

減
少
率
調
照
例

F

一
比
ジ
ア
略
同
様
ノ
扶
態
－
一ア
w
y

コ

ト
ナ

y
。

（
ロ
）
、
寒
熱
交
互
作
用
ニ
於
ア
A

血
流
一
一
ア
原
蓮
割
振
幅
ノ
比
二
多
少
ノ
減
少
ヲ
認
ム

Y

モ
、
其
他
ノ
比
ニ
於
ア
A

凡
－
ア
増
減
種
々
ニ

ジ
ア

一
定
ノ
関
係
ヲ
見
出
シ
難
ジ
、
酸
素
消
費
量
三
於
－
Y
A
術
後
九
十
日
ヲ
経
過
セ
ジ
毛
／
ユ
於
ア

一
般
－
一
減
少
ア
Y

モ
其
他
ノ
モ
ノ
ニ
於
－
プ

A
最

大
値
ユ
軽
度
ノ
増
加
ア
リ
最
小
値
梢
減
少
セ

Y
ガ
潟
、
最
小
最
大
ノ
比
、
原
消
費
量
平
均
消
費
量
封
振
幅
ノ
比
凡
ア
増
加
ア
リ
。

三
、
坐
骨
神
経
大
腿
神
経
切
断
ヲ
施
セ
U
Y

毛
／
二
一
炉
、
－
プ
A

血
流
A

混
度
ノ
昇
降
ト
卒
行
U

て
プ
漸
培
、
漸
減
ス
。
調
照
例
一
一
比
ス

Y
ζ

最
大
血



流
A

其
宇
バ
ニ
建
セ
ザ
山
戸
モ
一
最
小
量
A

両
者
略
相
等
シ
。
従
－
Y
各
種
ノ
比
亦
凡
－
プ
著
明
ニ
減
少
セ

y
。

下
品
減
少
シ
、
冷
却
－
一
ヨ

Y
減
少
率
A

略
相
等
シ
キ
ヲ
見
y
。
卸
チ
血
流
振
幅
A

著
ジ
ク
滅
少
セ

y
。

酸
素
消
費
量
A

視
度
ノ
昇
降
－
一
平
行
ジ
ア
漸
増
漸
減
シ
、
殊
ニ
熱
作
用
ニ
ヨ
グ
’
増
加
率
大
－
一
ぞ
プ
劃
照
例
－
一
比
ジ
二
倍
叉
A

其

ν
以
上
三
遥

ス
。
卸
チ
振
幅
著
シ
ク
大
ナ

y
。
最
小
量
A

雨
者
著
明
ノ
差
ナ
キ
ガ
故
ユ
諸
種
ノ
比
凡
－
プ
著
明
－
一
一
増
加
セ

y
。

島
四
、
坐
骨
紳
経
、
大
腿
紳
経
裁
断
、
劃
服
外
壁
交
戚
紳
鰹
切
除
、
腰
部
交
戚
紳
鰹
節
版
索
切
除
ヲ
施
シ
タ
Y
モ
ノ
－
一
－
7
A
、
血
流
川
作
用
温

度
ノ
昇
降
ト
平
行
uvZプ
漸
増
漸
減
シ
、
且
ッ
熱
－
一
ヨ
M
Y

増
加
ノ
割
合
正
常
例
－
一
比
シ
ア
甚
ダ
少
－
一
ジ
ア
、

最
大
量

－
一
於
ア
大
略
字
バ
又
A

葉
レ

以
下
ナ

y
。
最
小
量
モ
亦
概
シ

4

プ
減
少
セ
U
F

ガ
故
ニ
、
振
幅
著
シ
ク
増
大
ジ
従
ey
最
小
最
大
ノ
比
、
原
蓮
又
A

卒
均
血
統
ノ
比
等
凡
－
プ
封
照
例

ト
寅
験
第
三
第
四
ト
ノ
中
間
二
ア

y
。

酸
素
消
費
量
A

作
用
混
度
ノ
昇
降
－
一
一
牛
行
ジ

ア
漸
増
漸
減
セ

y
。
而
U

てプ
熱
－
一
ヨ

Y
増
加
ノ
割
合
調
照
例
－
一
比
シ
ア
大
路
倍
量

－
一
蓬
ス

y

ガ
故

E

一
振
幅
増
大

γ
、
従
－
プ
諸
種
／
比
例
凡
ア
著
明
ニ
増
加
セ
リ
ノ
。

討

郎
チ
加
熱
－
一
ヨ
M
F

増
加
率
A

竿
バ
以

第
三
章

究

討
究
ニ
一
於
－
プ
A

便
宜
上
先
グ
各
賓
駿
一
一
一
於
ケ

Y
寒
熱
作
用
ニ
ヨ
U
Y

流
血
量
ノ
朕
態
郎
チ
局
所
血
管
ノ
瞭
張
牧
縮
ノ
蹴
態
－
一
就
ア
論
ジ
、
次

」
ア
各
賞
験
－
一
於
ケ
Y
寒
熱
－
一
－
ヨ
M
F

新
陳
代
謝
作
用
－
一
就
ア
遁
ペ
ン
ト
ス
。

第

－

血

流

関

係

l
中
植
部
ト
ノ
連
絡
遮
臨
後
、
京
梢
部
園
田
於
ケ
ル
血
管
嬢
張
、
牧
縮
紳
鰹
ノ
運
命

一
、
動
脈
外
壁
交
戚
紳
鰹
切
除
ノ
際
－
一
A

塚
原
氏
A

本
手
術
ヲ
施
セ
シ
人
ノ
肢
ノ
皮
膚
－
一
氷
ヲ
入
レ
hy
y

試
験
管
ヲ
一
瞬
間
接
鯛
シ
－
Y
血

管
牧
縮
ノ
扶
態
ヲ
検
シ
、
術
後
直
－
一
其
部
血
管
ノ
自
働
的
牧
縮
カ
ノ
微
弱
ト
ナ
M
F

コ
ト
ヲ
認
メ
、
究
－
一
芥
子
油
ヲ
皮
膚
ニ
落
シ
依
ア
起
Y
皮
膚

ノ
潮
紅
一
一
ヨ

y
血
管
破
張
ノ
朕
態
ヲ
判
定
シ
ア
血
管
ノ
自
働
的
鏑
張
力
A

術
前
ト
同
様
ナ

y
ト
云
へ

y
。
而
ジ
ア
血
管
ノ
自
働
的
牧
縮
力
ノ

微
弱
ト
ナ
グ
’朕
態
A

術
後
二
十
日
ヲ
経
過
セ
バ
金
ク
消
失
ス
ト
云
ァ
。
大
津
氏
A

動
脈
外
壁
交
戚
紳
経
切
除
－
一
ヨ
Y
血
管
旗
張
ノ
本
睡
ヲ
求

心
性
刺
戟
ガ
脊
髄
－
一
停
達
セ
ラ
レ
ア
血
管
菰
張
紳
経
ヲ
刺
戟
充
奮
セ
シ
ム

Y

ニ
ヨ

Y
ト
ナ
ス
。
且
ッ
小
林
、
大
津
南
氏
ノ
賓
験
－
一
ヨ
w
y

ュ
本
手

第
三
谷

r、
、思

著
L」

掲

ーヒ
七

（
第
四
時
蜘

三
七
〉



第
三
巻

V『

穣

著、.... 

摺

七
七

（
宮
市
四
貌

三
八
〉

術
ニ
ヨ

Y
流
血
量
ノ
増
大
、
郎
チ
血
管
ノ
瞭
張
度
A

甚
グ
大
ナ
ラ
ズ
。
而
シ
ア
血
管
ノ
牧
縮
瞭
張
雨
神
経
ノ
経
路
ガ
｝
h
2
－
三
♂
氏
等
ガ
所
調

動
脈
外
壁
－
一
ヨ
U
F

モ
ノ
以
外
全
ク
健
存
ス
u
y

事
貫
－
一
ヨ
リ
ノ
、
余
ガ
作
用
セ
ジ
メ
シ
ガ
如
キ
寒
熱
ノ
刺
戟
－
一
封
シ
ア
A

流
血
量
ヨ
リ
見
タ
M
Y

血
管

ノ
慌
張
、
牧
縮
ノ
朕
態
ガ
質
験
第
二
（
イ
）
ノ
如
ク
殆
ド
封
照
貫
験
例
ト
差
異
ヲ
見
出
U
J

難
キ
程
度
ナ
Y

コ
ト
ニ
開
ジ
ア
A

疑
プ
ペ
キ
毛
ノ
ナ

シ
。
只
グ
質
験
第
二
｛
ロ
）
ノ
場
合
－
一
於
ア
術
後
四
日
及
八
日
ヲ
経
過
セ
シ
毛
ノ
ニ
最
大
流
血
量
－
一
著
明
ノ
増
加
ア
y
d
N

如
キ
A

之
ヲ
憤
張
神

経
ノ
緊
張
－
一
師
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
ヤ
。
疑
ヲ
存
ス

Y
所
ナ

y
。
然
レ
ド
ヱ
術
後
二
十
二
日
以
後
ノ
例
－
一
一
於
e

プ
流
血
量
ノ
関
係
略
健
常
／
毛
ノ

ト
同
様
ノ
朕
態
－
一
ア
Y

コ
ト
A

従
来
ノ
貰
験
ト
一
致
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。
要
ス

Y

－
一
本
手
術
A

局
所
加
熱
又
A

冷
却
ニ
ヨ

Y

流
血
量
ノ
増
減
－
一

封
シ
ア
封
照
例
－
一
日
比
シ
特
種
目
一
し
り
こ
プ
且
ッ
著
明
ナ

Y
影
響
ヲ
及
ポ
サ
ノザ
Y
毛
ノ
、
如
ジ
。

二
、
腰
部
交
戚
紳
鰹
筒
状
索
切
除
、
国
HAE宮
市
川
氏
A

人
二
一
於
ア
頭
部
交
戚
紳
鰐
節
切
除
ノ
後
氷
片
7
前
額
部
皮
膚
－
一
置
キ
シ

ニ
血
管
牧
縮

作
用
ナ
シ
。
前
額
又
A

上
肢
皮
膚
－
T
熱
ヲ
作
用
セ
ジ
ム
M
F
d
t

血
管
瞭
張
作
用
ナ
シ
ト
云
ヘ
リ
。
最
近
塚
原
氏
A

交
戚
紳
鰹
節
賦
索
切
除
例

（
人
）
－
一
一
於
ア
氷
ヲ
入

ν
タ
Y
試
験
管
ヲ
皮
膚
－
二
瞬
間
作
用
セ
シ
メ
ア
局
所
血
管
ノ
牧
縮
作
用
ヲ
験
シ
、
夏

－一芥
子
油
ヲ
庚
膚
－
一
落
ジ
ア
其
刺

戟
－
一
ヨ
リ
撰
張
作
用
ヲ
駿
シ
、
本
手
術
ニ
於
’
プ
A

術
側
血
管
－
一
一
於
ア
刺
戟
－
一
封
ス

Y
自
働
的
牧
縮
力
A

消
失
ス

Y

モ
白
働
的
瞭
張
力
A

術
前
ト

同
様
－
一
存
在
ス
ト
云
ヘ
リ
。
雨
氏
ノ
説
A

術
後
血
管
ノ
牧
縮
能
力
ュ
閥
シ
－
7

A

一
致
セ
ソ
。
只
ダ
瞭
張
作
用
－一
炉、
4

7

A

前
者
A

熱
ヲ
作
用
セ

シ
メ
ア
慌
張
カ
ヲ
認
メ
ズ
ト
云
ヒ
。
後
者
A

芥
子
油
ヲ
使
用
ジ
ア
手
術
前
後
ノ
瞭
張
力
ニ
差
異
ナ
ジ
ト
云
プ
。

A
1
南
氏
殊
－
一
塚
原
氏
ノ
説
ト
余
ノ
賞
験
第
三
（
イ
）
ノ
結
果
ト
ヲ
封
照
ス

Y

ニ
余
ノ
貫
験
ノ
結
果
A

本
手
術
後
、
加
熱
－
一
ヨ

Y
血
流
ノ
増
加
宰

印
チ
血
管
ノ
憤
張
度
A

掛
照
賞
験
／
宇
バ
又
A

其
レ
以
下
ナ
Y

－一
、
減
少
宰
（
血
管
ノ
牧
縮
度
）
A

封
照
貫
験
ト
同
様
－
一
存
ス

Y
ヲ
見
U
F

。
而
毛

塚
原
氏
A

瞭
張
力
A

術
前
ト
同
様
－
一
存
在
ス

Y

モ
牧
縮
力
A

全
ク
消
失
ス
ト
云
フ
。
郎
チ
余
ノ
賓
験
－
一

ヨ
Y

流
血
量
ア
標
準
ト
セ
U
Y

血
管
繍

張
、
牧
縮
三
剛
ス

Y
結
果
A

一
見
雨
氏
ノ
説
、
殊
－
一
塚
原
氏
ノ
設
ト
氷
山
灰
相
容
レ
ザ
Y
所
ア
Y

－
一
似
タ

y
。
其
牧
縮
カ
ニ
閥
ジ
ア
A

余
ノ
賞
験
－
一

ア
A

低
温
ノ
作
用
、
塚
原
氏
／
瞬
間
ノ
作
用
－
一
比
シ
甚
ダ
永
キ
モ
、
冷
却
温
度
ノ
強
弱
－一至
9
－プ
A

余
ノ
賓
験
－
一
ヨ

Y
最
小
血
流
ガ
十
度
又
A

零
度
－
一
存
セ
ズ
シ
ア
二
十
度
－
一
存
ス

Y
事
質
－
一
ヨ

y
塚
原
氏
ノ
方
大
ナ
Y
理
ナ
ソ
。
卸
チ
瞬
時
／
冷
却
作
用
－
一
ヨ

Y

血
管
ノ
牧
縮
刀
ガ
冷
却



度
二
比
例
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
バ
牧
縮
A

却
ア
塚
原
氏
ノ
貫
験
－
一
大
ナ
Y
ぺ
キ
筈
ナ

y
。
慌
張
カ
A

塚
原
氏
ノ
賓
駿
ガ
余
ノ
如
ク
熱
作
用
－
一
ヨ

9

ジ
毛
／
ユ
ア
ラ
ザ
Y

モ
術
前
術
後
同
一
強
度
ノ
局
所
刺
戟
ノ
反
鷹
ナ
Y
ガ
故
品
業
結
果
A

何
レ
F

場
合
－
一
モ
推
論
シ
得
ペ
キ
モ
ノ
ナ
Y
Jベ
ジ
。

斯
ク
観
来
レ
バ
何
レ
ノ
蕗
－
一
モ
氏
ノ
結
果
ト
余
／
結
果
ト
ヲ
雨
立
セ
ジ
ム
ペ
キ
除
地
ナ
キ
ガ
加
シ
。
従
来
ノ
文
献
中
本
手
術
後
ノ
局
所
流
血

量
ヨ
η
ノ
寒
熱
ノ
作
用
－
一
ヨ

Y
局
所
血
管
燐
張
及
牧
縮
賦
態
ヲ
調
査
ジ
タ
Y

毛
／
無
キ
ガ
故
ニ
、
事
賞
余
ノ
賞
験
ノ
結
果
ノ
如
キ
A

何
人
三
課
想

セ
ザ
9
ジ
所
ナ

y
－ペ
γ
。
而
毛
塚
原
氏
ノ
結
果
ト
余
ノ
結
果
ト
A

一
見
全
ク
氷
山
灰
相
容
レ
ザ
Y
ガ
加
ク
ナ
Y

毛
、
貫
A

盾
ノ
雨
面
観
一
一
過
ギ
ズ
。

卸
チ
同
一
事
相
ノ
観
察
ノ
方
面
ヲ
異
－
一
ス
U
Y

ノ
ミ
。
只
ダ
従
来
節
航
索
切
除
後
寒
熱
－
｝
ヨ

Y
血
管
ノ
旗
張
及
牧
縮
能
力
ニ
闘
ス

Y

研
究
ガ
軍

ニ
肉
眼
的
ノ
研
究
－
一
ノ
ミ
限
局
セ
－
フ
レ
ア
、
此
際
明
カ
ユ
確
質

－一
旦
数
量
的
－
一
血
管
ノ
慌
張
並
ニ
牧
縮
度
ヲ
判
定
γ
得
ペ
キ
流
血
量
ノ
測
定

ヲ
ナ
サ
ザ

y
v
グ
鶏
ニ
、
異
－
一
事
質
ノ
真
相
－
一
蓬
ジ
得
ザ
ク
ジ
ノ
ミ
。
然
－
フ
バ
何
－
一
ヨ
リ
ア
知
新
氷
山
灰
相
容
レ
ザ
Y
ガ
如
キ
設
ヲ
以
ア
同
一
事

相
ナ

y
ト
ス

Y
ヵ
。
之
ヲ
説
明
ス
ペ
キ
唯
一
ノ
鍵
A

腰
部
変
成
紳
経
節
朕
索
胡
除
後
同
側
下
肢
一
一
起
Y

流
血
量
ノ
不
断
ノ
増
大
－
一
ア
リ
ノ
。
余

A

此
節
扶
皆
川
切
除
前
後
ノ
涜
血
量
ノ
差
ヲ
血
流
－
一
一
割
ス

Y
交
成
神
経
緊
張
距
離
ト
名
ケ
ン
ト
ス
。
其
理
由
A

此
際
－
一
起
Y

流
血
量
ノ
増
大
ガ

一
ニ
節
拭
索
切
除
－
一
ヨ

Y
交
戚
紳
経
緊
張
ノ
脱
落
－
一
ヨ

Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
局
部
新
陳
代
謝
ノ
増
加
－
一
ヨ

Y
組
織
／
管
養
知
畳

（
Z
EFEZZ

苦

E
r
－－E
r
E－
p
z－一空）
ヨ
y
起
M
Y

毛
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
Y

2
ト
A

中
村
（
現
伊
藤
）
数
授
ノ
賓
駿
－
一
ヨ

Y

－
一
節
航
索
切
断
前
後
－
一
局
部
酸
素
消

費
量
ニ
増
減
ナ
キ
コ
ト
ニ
ヨ
！
ア
明
ナ

9
0
腰
部
交
戚
紳
鰹
節
朕
索
切
除
ノ
際
、
術
前
－
一
比
ジ
術
後
下
肢
ノ
流
血
量
A

一
般
－
一
二
倍
又
A

其
レ

以
上
ニ
達
ス
。
今
試
－
一
術
前
原
蓮
ヲ
五
詑
ト
ス

Y
ト
キ
、
仮
－
一
術
後
二
・
三
倍
卸
一
了
五
耗
－
一
増
量
し
V

タ

y
ト
ス
。
此
内
先
グ
術
前
原
速
五

山
崎
国
一
就
ア
夫
々
賞
験
第
一
（
イ
）
－
一
於
ケ
Y
増
減
ノ
割
合
ノ
平
均
三
・
九
二
（
増
）
及
’い
・
七
七
（
減
｝
ヨ
リ
加
熱
叉
A

冷
却
時
ノ
最
大
、
最
小
量
ヲ

算
出
ス

Y

ニ
夫
々
一
九
・
六

O
及
三
・
八
五
ヲ
符
ペ
シ
。
夏
ニ
術
後
ノ
原
速
二
・
五
耗
－
一
就
ア
A

貫
駿
第
三
（
イ
）
ノ
増
減
ノ
割
合
ノ
平
均
一
・

七
二
（
増
）
及

0
・
八
四
（
減
）
ヨ
リ
ノ
最
犬
、
最
小
流
血
量
ヲ
算
出
シ
ア
一
九
・
七
八
及
九
エ
ハ
ム
ハ
ヲ
待
ぺ

uv
。
於
蕊
術
前
、
術
後
最
大
量
夫
々
一
九
・
六

O
劃
一
九
・
七
八
及
術
前
、
術
後
最
小
量
夫
々
三
・
八
五
割
九
土
ハ
六
ヲ
比
較
ス

Y
ト
キ
A

術
前
術
後
最
大
量
A

相
似
タ
Y

毛
、
術
後
最
小
量
A

術

前
最
小
量
ノ
約
倍
量
ニ
近
ク
数
量
的
－
一
A

術
前
原
蓮
ヨ
リ
ノ
』
造
二
術
後
原
蓮
－
一
近
キ
ヲ
見
Y
ペ
ジ
。
郎
チ
知
Y
肉
眼
的
－
一
ア
見
得
Y
範
園
A

術

第
三
巻

原

著、4

堀

七
七
三

（
第
四
務

三
九
V



第

理是

F園、
原

箸

規

七
七
四

（
第
四
銭

四
O
〉

前
術
後
共
血
管
撰
張
ノ
度
二
走
ヲ
認
メ
ズ
。
術
後
血
管
ノ
牧
縮
A

肉
眼
－
一
ア
A

判
別
ジ
得
ザ
Y

程
度
ノ
モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
－
7
全
然
見
逃
ス
モ
ノ

ナ

y
＠
以
上
ノ
数
字
A

勿
論
仮
想
ナ
w
y

モ
、
腰
部
節
朕
索
除
去
後
下
肢
ノ
流
血
量
術
前

一一
比
シ
ア
倍
量
又
A

業
レ
以
上
－
一
帯
量
ス

Y
事
貫
ト
、

今
回
ノ
余
ノ
貫
駿
ノ
結
果
ヨ
η
ノ
算
出
セ
シ
モ

ノ
ナ
Y
ガ
故
－
一
此
推
定

－一
読
ナ
カ
w
y
J
ベ
キ

ヲ
確
信
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。
郎
チ
塚
原
氏
ノ
設
A

余
／

賞
駿
ノ
結
果
－
一
ヨ

y
－
ア
充
分
説
明
ジ
得
Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
慌
張
度
ノ
同
一
ナ
Y
鮎
ニ
於
－プ
全
ク
符
節
ヲ
合
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。
只
ダ
肉
眼
－
一
ヨ

y

血
管
ノ
瞭
張
又
A

牧
縮
度
／
判
定
ヨ
リ
ノ
A

、
流
血
量
ヲ
示
標
ト
ス

Y
旗
張
牧
縮
ノ
判
定
ガ
蓬
－
一
精
確
ナ
Y

コ
ト
ア
質
謹
ス

Y

毛
ノ
ナ
リ
（
園
委

昭一）

o
F・
5
5民
氏
ガ
熱
ヲ
加
ヘ
ア
局
部
一
一
血
管
旗
張
ヲ
謹
セ
ザ

y
シ
事
質
A

氏
ノ
加
熱
ノ
方
法
、
‘
程
度
、
作
用
時
間
等
明
カ
ナ
ラ
ザ
Y
ガ
故

－
一
一
判
定
二
古
シ
ム
号
、
余
ノ
賓
験
－
一
ヨ

y
ζ

四
十
度
以
上
一
一
於
ア
必
ズ
血
流
ノ
増
加
ア

y
d
N
故
ニ
其
レ
以
上
ノ
熱
ヲ
加
フ
Y

際
必
ズ
血
管
ノ

瞭
張
A

ア
ソ
シ
モ
ノ
ナ
Y
ペ
キ
モ
肉
眼
的
－
一
一
判
別
uv
得
ザ
Y
程
度
ノ
モ
ノ
ナ

y
シ
ナ
ラ
シ。

手＃
~~ 

p 

+ft 
前

l.f ( 
歪
寄生：

’d 

流
血
愛
伐
材

1
4
l勺
l
川

13 

’o 

3 

2 

,4 

16 

’5 

鰐

i¥lcN ...........術前原、逮 5cc。

ab ....・H ・－－…・・術前最小量 3.85cc（術前原建ノ77＇｝｛，）。

ae ..….....・H ・術前最大量 19.6cc（術前原注ノ3.92倍），

ed ...・H ・－－・…．交感紳経緊張距離。

bf .....・ H ・－－…術前術後援幅ノ差ガ大略交感神経緊張

距離ed.＝近キ値ヲ有スJレコトヲ示ス。

国

前術

術後

OdCP・...・H ・－術後原主主ll.5cc（術前原注ノ2.3＇（音）。

AB ....・H ・－…術後最小量 9.66cc（術後原主主／84%）。

AD ....・H ・－－術後最大量 19.78cc（術後原慈／1.72倍）。

BD ...・ H ・－…術後援幅。



・
究
－
一
本
貫
験
ノ
結
果
明
瞭
ト
ナ

9
シ
事
貫
A

本
手
術
－
一
ヨ

Y

所
謂
股
落
症
朕
ガ
前
陳
交
戚
紳
経
緊
張
距
離
丈
ケ
血
流
ノ
増
加
ア

y
ジ
ニ
止

？

U
F

。
郎
チ
加
熱
又
A

冷
却
－
一
ヨ

Y
血
椛
振
幅
ノ
差
モ
亦
此
緊
張
距
離
ニ
近
キ
値
－
一
遇
、
キ
ザ
U
Y

ペ
キ
ガ
故
ナ

y
o
（
圃
参
照
）

本
手
術
ノ
結
果
掛
照
例
ト
比
ジ
ア
相
掛
的
二
A

原
蓮
－
一
一
割
ス

Y
血
管
横
張
度
小
ナ
Y

モ
、
血
管
ノ
絶
封
旗
張
度
－
一
A

略
大
差
ナ
キ
コ
ト
ナ

y

此
事
買
A

営
然
遁
ギ
Y
程
ノ
コ

ト
ナ
η
ノ。

何
ト
ナ
V

バ
、
巳
ュ
倍
量
又
A

其
レ
以
上
ノ
血
量
ヲ
通
過
セ
ジ
ム

Y
迄
－
一
血
管
A

菰
張
セ

y
。
此
慣

張
セ

Y
血
管
ガ
横
張
セ
ザ
Y
血
管
ト
同
一
ノ
比
例
ヲ
以
ア
嬢
張
ス

Y
ト
キ

A
其
部
ノ
血
流
A
非
常
／
勢
ヲ
以
ア
増
量
セ
ザ
U
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。
一

定
混
度
二
一
割
シ
組
織
ガ
要
求
ス

Y
以
上
ノ
血
液
ヲ
無
盆
一
一
供
給
ス

Y

コ
ト

A

血
液
配
給
上
血
管
系
統
ノ
経
済
原
則
一
一
違
反
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。

郎
チ
封
照
例
ニ
比
シ
相
調
的
ニ
加
熱
－
一
ヨ

Y
流
血
量
ノ
増
加
率
小
ナ
Y
ヲ
見
－
プ
慌
張
神
経
ノ
作
用
範
国
ノ
縮
少
ト
断
ズ

Y
A
非
ナ

y
。
何
ト

ナ
レ
バ
慌
張
紳
経
モ
亦
組
織
ト
離
レ
ア
濁
立
シ
ア
存
在
ス
U
Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
業
主
要
／
任
務
ガ
組
織
叉
A

全
身
各
部
－
一
血
液
配
給
ノ
分
量

裁
定
ニ
ア
Y
ペ
キ
ガ
故
ュ
本
手
術
ノ
如
何
－
一
関
で
プ
ズ
同
一
ノ
刺
戟
－
一
割
ジ

4

プ
一
定
度
以
上
－
一
ア
A

略
同
一

ノ
慌
張
ヲ
ナ
ス
ペ
キ
コ
ト
疑
フ

ペ
キ
毛
ノ
ナ
シ
。

本
手
術
ノ
結
果
同
側
後
肢
ユ
向
フ
血
管
牧
縮
神
経
印
チ
節
後
紳
経
繊
維
A

大
部
分
遮
断
セ
ラ
レ

タ
Y
ぺ
ク
、
従
ア
交
戚
紳
経
緊
張
距
離
ノ
脱

落
症
朕
ア
Y

ュ
闘
で
フ
ズ
、
封
照
例
ト
比
シ
ア
寒
冷
ノ
作
用
－
一
ヨ

Y
血
管
ノ
牧
縮
能
力
ガ
夏
ニ
何
等
ノ
盤
化
ナ
キ
理
由
如
何
υ

（
事
質
A

靖
張

神
経
ノ
場
合
ト
同
様
倍
量
増
加
ノ
際
増
加
セ
ザ
Y
封
照
例
ト
比
シ
ア
略
同
一
比
率
ヲ
以
ア
牧
縮
セ

y
f
t
ノ
ナ
Y
ガ
故
こ
流
血
量
ノ
差
ヨ
リ
ノ
見

タ
Y
減
少
度
A
掛
照
例
－
一
比
ジ
ア
大
ナ
Y
ペ
キ
モ
其
分
量
ガ
蹟
張
紳
経
ノ
場
合
ノ
如
ク
大
ナ
ラ
ザ
Y
ガ

故

ニ
暫
ク
礎
化
ナ
キ
屯
ノ
ト
シ
ア
論

ズ
）
。
郎
チ
此
際
存
ス

Y
血
管
牧
縮
作
用

A

Z
－－ご
r
p
c
g
2
J
E2
諸
氏
ノ
設
ノ
加
ク
血
管
牧
縮
神
経
ノ
作
用
－
一
ヨ

Y

ニ
ア
ラ
ズ

シ
ア
血
管

壁
自
己
ノ
牧
縮
能
力
ニ
ヨ

Y

モ
ノ
ナ
η
ノ
ヤ
。
叉
A

中
橿
部
ト
蓮
絡
ヲ
絶
タ

y
、
毛
余
ノ
賓
験
－
一
ヨ

Y

術
後
ノ
艦
、
過
日
数
ニ
ア
A

街
末
梢
牧
縮

神
経
A

縫
性
－
一
陥
ラ
ズ
ジ
ア
此
作
用
ヲ
頴
ス
モ
／
ナ
η
ノ
ヤ
。
従
来
此
貼
－
一
関
ス

Y
文
献
ガ
肉
眼
的
二
観
察
セ
ラ
レ
タ
Y

結
果
多
キ
ヲ
以
－
プ
牧

縮
作
用
ヲ
排
別
シ
得
ず
Y

コ
ト
上
越
ノ
如
キ
モ
下
記
ノ
モ
ノ
A

皮
膚
ノ
反
感
－
一
ヨ
η
ノ
ア
肉
眼
－
一
ア
判
定
セ

シ
モ
ノ

ニ
ア
ラ
ザ
Y
ガ
故
ニ
之
ヲ

記
ス
ペ
シ
。

第
三
品
位

F『
原

著
........ 

掘

七
七
五

（
第
附
猿

四
一

）



信
用
＝
一
山
容

P『

原

著、...... 

摂

七
七
六

（
弟
四
時蜘

四

、~

F
・c
巳
－
氏
A

同
駅
微
鏡
下
－
一
－
プ
蛙
ノ
舌
／
毛
細
血
管
－
一
諸
種
薬
剤
叉
A

温
熱
又
A

機
械
的
刺
戟
ヲ
奥
ヘ
ア
其
牧
縮
又
λ

瞭
張
ノ
状
態
ヲ
調
査

し

v
、車

一
一
一
紳
経
ヲ
切
断
セ
ジ

モ
ノ

ニ
ア
A

其
鍛
張
又
A

牧
縮

－
一
影
響
ヲ
認
メ
ズ
。
従

F

プ
債
張
牧
縮
北
ハ
ニ

局
部
一
一
於
ケ
山
戸
川
索
反
射
－
一

ヨ
Y

モ
ノ

ト
ナ
シ
タ

y
o
而
シ
ア
局
部
血
管
ノ
此
反
感
モ
紳
経
幹
切
断
後
其
末
梢
部
神
経
ニ

一接
性
ヲ
起
ス
ニ
足
Y

時
日
ヲ
経
過
ス

Y
ト
h

f

A

建

一
一
消
滅

ス
U
Y

二
至
Y
ト
云
へ

y
。
末
梢
紳
経
切
断
後
八
日
又
A

十
日
ヲ
経
、
過
セ

Y

モ
ノ
エ
ア
機
械
的
刺
戟
－
一
ヨ

Y

血
管
傭
張
ノ
範
国
ヲ
見
Y

ニ
一
健
側

ニ
比
シ
ア
著
ジ
ク
小
－
一
、
沃
度
丁
幾
－
一
ヨ
U
Y

血
管
ノ
牧
縮
モ
亦
健
側

ニ
比
シ
ア
小
ナ
Y

コ
ト
ヲ
認
メ
、
術
後
十
八
日
－
一
ア

A
R度
丁
幾
－
一
ヨ
y

牧
縮
ヲ
認
メ
ズ
ト
云
へ

9
0
同
氏
A

又
蛙
ノ
後
肢
皮
膚
血
管
－
一
就
－
プ

モ
亦
同
様
〆
事
賓
ヲ
認
メ、
末
梢
神
経
切
断
後
紳
経
繊
維
ノ
鐙
性
－
一
ヨ
η
ノ

一
程
度
迄
A

局
所
刺
戟
一
一
割
ス

Y
反
賂
ヲ
消
失
ス

ト
云
へ

y
。

〉
己

Z
－－

7
2
氏
A

健
康
ナ
Y
又
A

積
々
疾
病
－
一
ア
死
己
セ

ジ
人
ノ
指
又
A

祉
ヲ
切
断
シ
、
該
指
祉
－
一
ア
血
管
内
濯
流
試
験
ア
行
ヒ
．
濯
流
液

ニ
「
ア
ド
レ
ナ

y
シ
」
ヲ
加
ヘ
ア
其
牧
縮
作
用
ヲ
、
「
カ
ッ
プ
エ
イ
ン
」
ヲ
加
ヘ
ア
其
瞭
張
作
用
ヲ
検
シ
、
死
後
十
二
日
間
三
！
四
度
冷
集
中
ニ
貯

臓
セ

V
屍
鰹
ヨ

y
切
離
セ
ジ
指
祉
－
一
於
－
プ
A

完
全
ナ
Y
産
準
A

読
セ
ザ
リ
シ
モ
、
常
著
明
ュ
「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
－
一
反
感
ス
グ
コ
ト
ヲ
認
メ
ア
、

此
血
管
牧
縮
作
用
ヲ
血
管
時
一中
ュ
存
ス
u
y

筋
ノ
生
存
ト
婁
作
用
ト

ニ
蹄
シ
タ
リ
・。

却

F
・3
宰
氏
ニ
ヨ
レ
バ
術
後
八
日
乃
至
十
日
ニ
－
プ
A

牧
縮
作
用
ヲ
見
シ
モ
十
八
日
二
A

之
ヲ
認
メ
ズ
ト
云
ヒ、

EF一仲
間口
－
E72
氏
A

死
後

十
二
日
ヲ
経
過
セ
シ
モ
ノ
－
一
－
プ
モ
其
程
度
A

弱
キ
モ
向
牧
縮
作
用
A

ア
η
ノ
ト
云
へ

y
o
前
者
A

紳
経
説
ヲ
唱
へ
、
後
者
A

血
管
壁
設
ナ

9
0

然

ν
ド
予
後
者
ノ
例
－
一
－
プ
A

、
動
物
艦
内
ノ
諸
組
織
λ

動
物
r
死
後
直
－
一
死
滅
ス

Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
y
d
N

故

－一
、
死
後
引
績
キ
冷
所
－
一
貯
戒
ス

y
ト
キ
A

指
又
A

祉
ヲ
構
成
セ
Y
諸
組
織
モ
措
慢
性
ノ
程
度
普
通
室
温
－
一
一
於
ケ
Y

毛
ノ
ニ
比
シ
ア
砂
カ
M
Y

ペ
グ
、
神
経
繊
維
毛
亦
此
間
－
ご
全
ク
錨
慢

性
死
滅
セ
ジ
毛
ノ
ト
A

断
定
シ
難
キ
モ
ノ
ア

y
。
従
－
7
此
時
－
一
存
ス
Y
血
管
ノ
牧
縮
作
用
ヲ
全
部
血
管
壁
－
一
存
ス

Y

牧
縮
性
物
質－一

騎
ジ
難

キ
ガ
如
ク
、
寄
っ
ち
氏
又
A

余
ノ
賓
験
ノ
加
ク
全
部
生
活
髄
－
一
－
ア
ナ
セ
シ
モ
ノ
ト
A

会
ク
関
係
ヲ
異
－
一
ス

Y

モ
／
ア

9
。
同

g
m｝
戸
氏
ノ
貰
験

モ
亦
肉
眼
－
一
比
U
J

－
プ
梢
精
確
度
ヲ
増
加
セ

Y

モ
其
判
定
ガ
車
ニ
毛
細
血
管
ノ
撰
張
又
A

牧
縮
ヲ
起
ス
部
分
ノ
庚
＋
ノ
ノ
大
小
ニ
ヨ
U
Y

モ・
ノ
ナ

y

d
H

故
ニ
葉
結
果
ア
数
量
的
－
一
表
A

ジ
得
ザ
u
y

コ
ト
A

肉
眼
的
ノ
観
察
－
一似
タ
Y

毛
／
ナ
？
。
且
ヅ
八
日
乃
至
十
日
－
一
－
プ
A

血
管
／
牧
縮
作
用
A



減
少
シ
、
十
八
日
－
一
－
7

A

全
ク
牧
縮
作
用
ノ
消
滅
ア
認
メ
タ

9
0
氏
ノ
設
ヲ
推
セ
バ
余
ノ
例
ニ
ア
A

術
後
ノ
経
過
十
二
日
ナ
Y
ガ
故
－
一
、
氏
ノ

牧
縮
作
用
ノ
消
滅
ア
リ
ト
云
ア
十
八
日
二
A

倫
六
日
ノ
傍
目
ア
グ
ガ
故
ニ
、
多
少
牧
縮
作
用
ア
有
ス

Y

モ
ノ

ト
認
ム
ペ
キ
ガ
加
ジ
。
然
M
Y

－－

余
ノ
貫
験
－
一
4

7

A

氏
ノ
如
ク
牧
縮
作
用
ノ
一
部
ヲ
ノ
ミ
保
有
ス

Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
ア
街
全
部
ヲ
維
持
ス

ル
モ
ノ

ナ
Y
ガ
故
－
一
、
之
レ
ヲ
紳

樫
設
－
一

一蹄
ス
ペ
キ
カ
又
A

血
管
壁
設
二
師
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
M
Y

ヵ
。
最
近
山
崎
畢
士
ノ
研
究
－
一
ヨ

Y

－
一
一
側
ノ
交
戚
紳
親
節
賦
索
ア
切
除
ス

y

ト
キ
、
其
側
ノ
坐
骨
神
経
幹
中
一
部
無
髄
繊
維
ノ
消
失
ア
Y

ノ
ミ
ナ
フ
ズ
、
他
側
－
一
一
於
ア
モ
亦
多
少
ノ
消
失
ア
リ
ト
云
ァ
。
即
チ

一
側
ノ
節
斌

索
切
除
－
一
ヨ
？
犬
一
一
一
於
’
プ
A

其
側
－
一
於
ケ
Y
血
管
牧
縮
紳
経
繊
維
ヲ
全
部
遮
断
ス
M

F

7

得
ザ
グ
ガ
如
シ
。
於
蕊

三
、
坐
骨
神
経
大
腿
神
経
蔵
甑
ノ
場
合
、
寒
熱
ノ
作
用
－
一
ヨ

Y
血
管
瞭
張
及
牧
縮
ノ
朕
態
ヲ
見
ン
ト
ス
。
此
手
術
－
一
ヨ

y
末
梢

－一
向
フ
血
管

瞭
張
神
経
繊
維
λ

全
部
、
血
管
牧
縮
神
経
A

一
側
ノ
節
扶
索
ヲ
経
由
セ

Y

モ
ノ
、
ミ
ナ
ラ
ズ
。
他
側
ヨ

y
来
レ
U
Y

モ
ノ
モ
亦
遮
断
セ
ラ
U
F

。
然
y

－
一
裁
断
後
十
二
日
ヲ
経
過
セ
グ
’
ニ
閥
で
フ
ズ
、
冷
熱
ノ
作
用
ニ
ヨ

Y
血
管
ノ
鱗
張
及
牧
縮
ノ
状
態
全
ク
前
項
節
朕
索
切
除
ノ
際
ト
相
似
廿fp
。

卸
チ
此
際
毛
亦
血
管
牧
縮
紳
経
ノ
裁
断
－
一
ヨ

Y
局
部
流
血
量
ノ
増
加
ア
M
Y

コ
ト
即
チ
交
戚
紳
経
緊
張
距
離
丈
ケ
増
量
ス

Y

コ
ト
前
項
ト
等
シ

ク
、
冷
熱
－
一
ヨ
M
F

流
血
量
増
減
ノ
朕
熊
略
亦
前
項
ユ
似
タ

y
。
末
梢
混
合
紳
経
裁
断
後

ニ
向
血
管
－
一
旗
張
及
牧
縮
作
用
ノ
存
ス

Y

コ
ト
A

比

較
的
古
ク
ヨ
叶
ノ
知
ラ
レ

タ
Y

コ
ト
ナ

y
o
虫
色円
氏
A

仔
豚
ノ
後
肢
大
腿
－
一
ア
股
動
静
脈
以
外
ノ
紳
経
及
軟
部
ヲ
全
部
裁
断
U
J

、
出
血
ス
V

小
血

管
ヲ
結
繋
セ
ジ
後
、
該
肢
－
一
熱
気
潜
ヲ
施
セ
シ
ュ
其
部
皮
膚
－
一
著
明
ノ
充
血
ヲ
見
タ

y
ト
云
ヒ
、
向
駆
血
後
ノ
反
感
充
血
A

中
橿
紳
経
系
統
ト

全
ク
無
関
係
z
eプ
モ
起

y
得
ト
云
へ

y
。

E
g
g
s－
ュ
氏
A

紳
鮭
切
断
後
－
一
毛
主
一
配
下
ノ
血
管
ノ
刺
戟
成
感
性
A

保
存
セ
ラ
M
Y

ト
云
ヒ
、
目
。『

氏

A
此
事
質
タ
直
接
血
管
壁
ニ
一
割
ス

Y
作
用
－
一
掃
ス
ペ
キ
ぞ
ノ
ナ
Y
カ
又
A

C
e
－Z
氏
ノ
如
ク
血
管
壁
中
三
神
経
節
ア

Y

コ
ト
ヲ
推
定
ス
ペ

キ
ヤ
不
明
ナ
リ
ト
云
へ

y
o
Z三一
色
・
氏
A

紳
経
ト
関
係
ヲ
断
チ

シ
血
管
片
モ
亦
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ニ
ヨ
リ
ア
牧
紡
ア
起
シ
、
且
ッ
血
管
紳
経

ノ
裁
断
後
－
一
モ
血
管
壁
ノ
緊
張
A

侠
復
ス
。
心
臓
及
腸
管
ノ
如
キ
ニ
4

7

A

如
斯
緊
張
ノ
維
持
セ
ラ
Y

、
コ
ト
A

葉
壁
中
二
紳
経
細
胞
ノ
存
在

ス
U
F

コ
ト
ニ
ヨ

y
－
プ
説
明
シ
待
Y

モ
、
四
肢
ノ
末
梢
血
管
－
一
A

氏
等
ノ
研
究
－
一
ヨ

y
－プ
神
経
細
胞
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ズ
。
於
玄
末
梢
神
経
裁
断
－
一

ヨ
y
－
プ
中
橿
部
ト
ノ
連
絡
全
ヶ
’
遮
断
セ
ラ
レ
タ
Y
部
二
一
於
－
ア
向
血
管
ノ
機
械
的
及
熱
ノ
刺
戟
－
一
膝
ズ
M
Y

作
用
ア
Y

A

主
ト
ジ
ア

毛
細
血
管
内

~ 

4是

F『

原

善、..I

摺，

七
七
七

（
第
凶
務

四一ニ
V



第

奇書

F『

原

箸..... 

謀長

七
七
八

〈
第
閑
寂

凶
四
）

皮
細
胞
中
ノ
牧
縮
性
物
質
及
血
管
壁
筋
層
二

一割ス
M
F

直
接
ノ
作
用
ナ
Y

ペ
ジ
ト
云
へ

y
門前
記
口
三
氏
ノ
設
A

ノ
血
管
壁
－
一
A

紳
経
細
胞
ヲ
費
見
セ
ザ
M
Y

師
究

ニ
ヨ
y
全
ク
昌
三
一
色

氏
ト
同

一
読
ア
残
ス

ノ
ミ
ト
ナ
レ

9
0

最
近
守
ミ
一
括
氏
A

末
梢
血
管
ニ
於
，
プ
A

特
ニ
節
朕
ノ
血
管
中
橿
A

認
メ
難
キ
モ
第
三
究
樹
立
血
管
中
橿
ヲ
認
ム
M
Y

要
ア
リ
ト
ジ
、
末
梢

混
合
紳
経
ヲ
裁
断
ス
山
戸
時
A

、
此
末
梢
血
管
中
枢
ノ
自
働
機
－
一
ヨ
リ
血
管
A

其
牧
縮
慌
張
作
用
J

一
部
ヲ
侠
復
ス

ト
云
へ

y
。
郎
チ
血
管
壁
自

己
ノ
作
用
－
一
締
ス

Y
事
者
ト
紳
経
－
一
ジ
ア
特
殊
ノ
中
橿
ヲ
有
ス
Y

モ
ノ
ト
ス

Y
設
ア

y
。
此
等
ノ
設
／
起
原
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
A

凡
－
プ
末
梢
神
経

切
断
後
－
一
存
ス
Y
血
管
ノ
牧
縮
瞭
張
ノ
雨
作
用
A

切
断
前
ノ

一
部
品
遁
ギ
ズ
ト
ナ

ス
ユ
ヨ
Y

モ
ノ
ナ

y
。
勿
論
切
断
後
ニ
存
ス

Y

モ
ノ
A

彼

ノ
交
成
神
経
緊
張
距
離
ノ
脱
落
ノ
ミ
ヲ
差
引
ケ
Y

モ
ノ

ニ
ジ

ア
、
其
他
ノ
黙
－
一
ア
A

血
統
ヨ
リ
見
タ
Y
血
管
牧
縮
ノ
作
用
A

術
前
術
後
同
一
能

率
ヲ
綾
部
シ
、
瞭
張
作
用
モ
亦
相
封
的
－
一
A

減
少
セ
U
Y

モ
絶
封
値
－
一
A

術
前
術
後
－
一
差
異
ナ
キ
コ
ト
前
項
所
設
ト
同
一
結
果
－
一
到
着
セ
7
0

盟
主
氏
ノ
如
キ
A

術
後
直
－
一
賓
験
セ
シ
モ
ノ
ナ
y

d

J

故－一

末
梢
神
経
－
一
獲
性
ヲ
起
ス

ペ
キ
期
間
ナ
カ
η
ノ
シ
モ

ノ
ト
云
ヒ
得
ペ
キ
モ
、
余
ノ
例

ノ
如
ク
術
後
十
三
日
ヲ
経
過
セ

Y
モ
ノ
ニ
於
ア
巳
－
二
般
紳
経
A

器
使
性
一
一
陥
ヲ
タ

Y
ペ
キ
後
ニ
一
於
－
プ
毛
業
結
果
A

上
遁
ノ
却
ジ
。
殊
－
一
異
例

ト
ス
ペ

キ
A

血
管
／
慌
張
作
用
ガ
交
成
紳
経
節
朕
索
切
除
ノ
ミ
ノ
場
合
郎
チ
慌
張
神
経
－
一
A

何
等
／
操
作
ヲ
加
ヘ
ザ
リ

シ
時
ト
慌
張
紳
経
ノ

全
部
司
ノ
胡
断
セ
ジ
ト
キ
ト
全
ク
同
一
ノ
瞭
張
能
力
ヲ
維
持
ス
w
y

コ
ト
ナ

y
。
（
郎
チ
平
均
僚
張
度
ヨ

y
見
レ
バ
罰
照
例
ノ
三
・
九
二
二
封
uv
節

賦
索
切
除
－
一
－
ア
A

一
・
七
一

一、
本
手
術
－
一
ア
A

7

六
九
ナ
η
ノ
）
。
蹟
張
紳
経
ノ
麓
性
－
一
閥
シ
ア
A

諸
説
紛
々
タ

y
。
。
。
］
Z
及

F
〈乙与
氏
等
A

犬
－
ご
炉
、
－
プ
後
肢
－
一
向
プ
凡
－
プ
ノ
紳
経
ヲ
合
ム
脊
髄
ヲ
切
除
ジ
、
六
ヶ
月
ヲ
経
ア
坐
骨
神
経
－
一
就
－
プ
検
セ
シ
ニ
其
裁
断
－
一
ヨ

y
－
プ
胤
管
著
明
－
一
旗

張
ジ
タ

y
ト
云
へ

y
。
更
－
二
剛
氏
A

脊
髄
除
去
動
物
－
一
ア
モ
局
所
－
一
寒
熱
ア
作
用
セ
ジ
メ
ア
血
管
ノ
飯
張
及
牧
縮
ヲ
謹
シ
タ
9
ト
云
ヘ
リ
。

HL
P
ピ的
｝
ミ
氏
A

猫
－
一
一
於
ア
、
鼓
索
紳
経
内
ノ
胤
管
菰
張
紳
鰹
A

四
日
ノ
後
ュ
実
作
用
ヲ
失
フ
ト
云
ヒ
。
同
氏
及

kvzg。
ロ
氏
A

陰
茎
ノ
血

管
蹴
張
紳
経
A

七
日
ノ
後
日
一
巳
ニ
刺
戟
－
一
感
ゼ

ズ
ト
云
へ

y
。
デ
－三角
F2

2
・
氏
A

末
梢
紳
経
幹
叉
A

脊
髄
後
根
裁
断
後
始
メ
山
血
管
－
一
局
所
的

反
感
作
用
ア

Y

毛
術
後
第
一
週
ヲ
経
過
セ
シ
後
－
二
末
梢
ノ
刺
戟
－
一
ヨ
M
F

自
働
的
血
管
瞭
張
作
用
ナ
シ
ト
云
ヘ
リ
ノ
。
前
組
織
皐
的
検
索
－
一
－
プ

wpZFm田
氏
A

後
根
切
断
後
十
乃
至
十
一
日
間
二
A

中
心
端
及
末
梢
端
共
ニ
経
質
セ
ズ
ト
云
ヒ
。
沼
会
主
氏
A

同
様
ノ
貫
験
－
で
プ
十
乃
至

三
三
一

2
J
E
Z
5・
氏
ノ
四
肢

，，、



百
六
日
間
ニ
麗
質
ヲ
謹
明
セ
ジ
A

稀
ナ
9
ト
云
へ

7
0
余
ノ
質
験
－
一
－
7

A

上
越
ノ
如
ク
末
梢
神
経
裁
断
ノ
場
合
－
一
毛
、
節
朕
索
切
除
／
ミ
ノ

場
合
、
印
チ
末
梢
神
経
幹
中
ノ
瞭
張
紳
経
－
一
A

何
等
ノ
損
傷
ヲ
モ
加
ヘ
ザ

y
シ
際
ト
略
同
様
f

探
張
度
ヲ
熱
－
一
割
シ
ア
保
有
ス

Y

モ
ノ
ナ

y

d
N

故
三
交
域
神
経
節
斌
索
ノ
ミ
ヲ
切
除
セ
ジ
時
ノ
血
管
慌
張
ガ
血
管
瞭
張
紳
経
ノ
作
用
－
一
蹄
・ス
ペ
キ
モ

ノ
ナ
ラ
バ、

末
梢
紳
経
切
断
後
同
様

ニ
存
ス

Y
血
管
慌
張
毛
、
亦
血
管
瞭
張
紳
経
ノ
作
用
ト
見
ア
可
ナ
Y
ガ
如
ジ
。
何
ト
ナ
レ
バ
余
ノ
質
験
ノ
範
幽
－
一

一於，プ
A

菰
張
紳
経
ノ
裁
断
－
一

ヨ
η
ノ
、
血
流
ヨ
リ
ノ
見
タ
Y
血
管
ノ
張
張
作
用
－
一
夏
一
一
何
等
ノ
股
落
症
朕
ヲ
認
メ
ザ
Y
ガ
故
ナ

y
。
然
レ
ド
モ
此
撰
張
作
用
ヲ
強
ア
血
管
壁
自
己

ノ
作
用
一
一
騎
セ
ン
ト
セ
バ
葉
説
明
ノ
方
法
モ
亦
無
キ
ユ
ア
ラ
ズ
。
今
之
ヲ
遮
プ
レ
バ
血
管
牧
縮
紳
経
ト
蹟
張
紳
経
ト
A

互
－
一
指
抗
的
－
一
存
在

ス。

A
寸
節
航
索
ノ
切
除
－
一

ヨ
リ
ニ
ア
股
縮
紳
経
ノ
緊
張
消
失
セ
M

’ガ
潟

ニ
醗
張
紳
経
A

全
力
ヲ
現
シ
－
ア
血
管
繍
張
ヲ
起
ス
。
此
際
憤
張
紳
経
A

全
力
ヲ
消
壷
シ
去

y
－プ
像
力
ヲ
剰
ナ

v
y
ガ
故
ニ
、
業
後
－
一
来
Y
外
来
ノ
刺
戟
－
一
封
U
J

－ア
A

反
感
シ
得
ズ
。
之
一
一
反
感
γ
－
プ
慌
張
ス
Y

モ
ノ
』

直
接
血
管
壁
自
己
ナ
リ
ノ
ト
ス

Y
設
ナ

y
（
自
説
）
。
此
仮
設
一
一
ヨ
レ
バ
、
節
拭
索
胡
除
後
ノ
血
管
横
張
毛
、

末
梢
紳
経
裁
断
後
ノ
血
管
瞭
張
モ

旨乙－
q
氏
ノ
説
ノ
如
ク
局
部
血
管
ノ
作
用
－
一
騎
ジ
得
Y

モ
ノ
ナ
タ
。
併
ジ
披
張
紳
経
－
一
A

此
際
蹴
張
像
力
ヲ
剰
サ
ザ
Y
ガ
故
ニ
節
朕
索
裁
除

後
、
脊
髄
後
根
／
横
張
神
経
ヲ
刺
戟
ス

Y
モ
末
梢
血
管
一
一
A

撰
張
ヲ
起
ナ

v
y
ペ
キ
理
ナ
η
ノ
。
然
Y

－一回忌
二
吾
氏
A

腹
部
交
戚
紳
鰹
節
蹴
索

裁
除
ノ
後
、
脊
髄
後
根
ア
刺
戟
シ
ア
後
肢
－
一
一
於
ア
血
管
慣
張
ヲ
認
メ
タ
リノ
。
卸
チ
前
述
ノ
仮
設
A

全
ク
成
立
γ
得
ズ
。
於
蕊
坐
骨
紳
経
大
腿
神

経
幹
中
ノ
血
管
蹟
張
神
経
A

雨
紳
経
幹
裁
断
ノ
後
十
二
日
ヲ
経
過
ス
Y

モ
生
理
準
的
検
索
－
一
ヨ

y
夏
ニ
何
等
ノ
愛
性
ヲ
起
す
ず
Y

コ
ト
ヲ
確

謹
シ
得
タ
Y

モ
ノ
ナ

y
。
郎
チ
余
ノ
賓
験
成
績
A

C

O
］

F
2
4
2
E
M
P
－
－
曲
目
、
冨
2
・ζ

諸
氏
J

設
ト
符
節
ア
合
し
v
、
？
と
包
ミ
氏
ノ
軸
・
一
宮
山
反
射

説
（
〉
凶
コ
ロ
「
ロロ
合
同
）
ヲ
肯
定
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。

慌
張
一
神
経
ノ
問
題
A

上
記
ヲ
以
ア
解
決
ジ
得
タ

y
ト
信
ズ
。

残
Y

所
A

血
管
牧
縮
紳
経
ナ

y
。
牧
縮
神
経

ニ
閥
シ
節
航
索
切
除
ノ
場
合
ト

神
経
幹
裁
断
ノ
場
合
ト
異
Y
所
A

前
陳
ノ
如
ク
後
者
一
一
於
ア
他
側
ノ
節
朕
索
ヲ
経
由
セ

Y

牧
縮
神
経
モ
亦
切
断
セ
ラ
レ
タ
wy

コ
ト
ナ
9
0
然

Y

ニ
血
統
ヨ
リ
見
h
p
y
血
管
ノ
牧
縮
度
A

節
朕
士
宮
…
切
除
ノ
場
合
ト
大
差
ナ
ク
、
血
流
振
幅
ノ
関
係
モ
亦
同
様
ナ
Y

コ
ト
上
越
ノ
如
シ
。
郎
チ
山

崎
事
士
ノ
貫
駿
－
一
ヨ
ル
他
側
ヨ
リ
ノ
来
レ

Y
牧
縮
紳
経
A
般
令
ア
リ
ト
ス
U
Y

モ
余
ノ
貫
駿
ノ
範
園
ユ
一
於
－
プ

A

数
量
的
－
一
一
期
A

Y

、
程
ノ
モ
ノ
ニ

第
三
谷

F『

原

著、」

第，

七
七
九

（
借
用
例
競

四
五
〉



第
三
谷

F『

原

華、，A

娘

モ
入
。

（
第
四
時
蜘

回
大
）

ア
ラ
ザ
u
y

ガ
如
シ
。
余
A

前
項
節
吠
索
切
除
ヲ
論
ズ

Y
際
、
節
服
索
切
除
ノ
前
後
－
一
一
於
ア
余
ノ
所
謂
緊
張
距
離
－
一一
臆
ジ
タ
Y
血
流
増
加
ノ
差
ア

y
外
、
血
流
ヨ

y
見
タ
Y
血
管
牧
縮
作
用
－
一

一史－
一
特
異
ノ
差
ヲ
見
出
＋
ノ
ザ
Y
ガ
故
－
一
牧
縮
紳
経
ノ
援
性

－一
関
シ

ア
多
少
ノ
疑
ヲ
存
ジ
置
ケ
リ
ノ
。

併
モ
何
等
カ
解
決
ノ
端
緒
ヲ
得
ペ
ク
期
待
セ

シ
此
手
術
－
一
於
－
プ
モ
何
等
ノ
曙
光
ヲ
モ
見
出
ジ
符
ズ
。
於
悲
更
－
一
上
記
ノ
手
術
－
一

F

Z
E
m－

－hg・E
Z
ノ
諸
氏
ガ
唱
フ

Y
如
ク
血
管
外
壁
－
一
泊
プ
交
成
紳
経
ノ
切
除
ヲ
加
ヘ
ア
如
何
ナ
Y
襲
化
ヲ
起
ス
カ
ヲ
見
ン
ト
ス
。

目
、
坐
骨
紳
経
、
大
腿
紳
纏
切
断
、
腰
部
交
感
神
経
節
紙
索
切
除
、
皿
管
外
壁
交
感
神
経
切
除
ニ
於
dy
末
梢
部
ト
中
枢
部
ト
ノ
間

ユ
存
シ
符
ペ

キ
連
絡
A

貫
験
第
五
概
括
二
一
週
ペ
タ
Y
如
ク
略
現
行
ノ
手
術

－一ヨ

リ
蓮
シ
得
ペ
キ

最
小
限
度
・
ニ
近
ク
縮
少
セ

ラ
レ
タ
Y

毛
ノ
ナ
リ
ノ
。

然
wy

－一

加
熱
－
一
ヨ

Y
血
管
憤
張
作
用
二
ニ
例
／
平
均

二
ヨ
U
Y

ニ
増
量
ノ
度
原
速
ノ

一
・
七
二
－
一

シ
ア
、
凡
ア
血
流
増
加
ノ
割
合
A

末
梢
紳
経
切
断
又
A

節
航
索
切
除
ノ
場
合
ト
同
一
割
合
ヲ
持
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。
血
統
減
少
ノ
度
A

反
之
上
記
二
貰
験
－
一
比
シ
－
ア
大
ナ

y
。
剖
チ
最
小
流
血
量
A

上

記
ノ
賞
験
－
一
比
シ
ア
更
－
二
般
－
一
小
ナ

y
。
（
交
戚
紳
経
緊
張
距
離
ダ
ケ
血
流
増
量
セ
Y
ト
キ
ノ
減
少
ナ
Y
ガ
故

ニ
劉
照
例
－
一
比
ス
レ
バ
其
流

血
量
減
少
ノ
度
A

夏
ニ
大
ナ
Y
ペ
シ
）
。
於
蕊
最
小
、
最
大
ノ
比
、
振
幅
ノ
開
係
凡
ア
節
航
紫
切
除
及
坐
骨
紳
経
、
大
腿
紳
経
切
断
（
賓
験
第
三

第
四
）
ト
劃
照
賞
験
（
質
験
第
一
）
ト
ノ
中
間
ζ

ア
y
o
ジ
カ
モ
同
様
ノ
手
術
ア
施
セ

Y

毛
ノ
四
例
共
同
様
ノ
閥
係
ヲ
保
ツ
コ
ト
つ
偶
然
ノ
事

質
ト
ス
ペ
ク
除

y
ニ一整
一止
ナ

y
。
血
管
探
張
度
ノ
質
駿
第
三
第
四
ト
同

一
ナ
Y

ヨ
ト
A

末
梢
神
経
切
断
－
一
ヨ

y
eア
競
張
紳
経
ノ
作
用
ガ
更
－
一
何

等
ノ
影
響
ァ
蒙
－
プ
ザ
Y
事
質
ト
、
動
脈
外
壁
一
俊
戚
紳
経
切
除
－
一
ヨ

Y
局
所
流
血
量
ノ
増
大
A

大
津
氏
ノ
研
究
－
一
ヨ
y
、
反
射
路
ノ
遮
断
－
一
ヨ
リ
ノ

ア
金
ク
起
ラ
ザ
y
d
N
故
ニ
、
本
質
験
－
一
一
於
－
Y
A
末
梢
紳
経
切
断
－
一
ヨ

y
巳
ュ
反
射
路
ノ
遮
断
セ
ク
レ
タ
Y
事
質
ト
ユ
ヨ
リ
常
然
ト
ス

ペ
シ
。
卸

チ
理
論
上
ヨ
リ
モ
此
際
血
管
撰
張
度
－
一
…
慶
化
ア

y
ペ
キ
理
ナ
シ
の
此
際
向
一管
牧
縮
度
ノ
増
加

－一
ヨ
y
振
幅
ノ
増
加
A

末
梢
紳
鰹
哉
断
ト
本
手
術

ト
ノ
差
、
卸
チ
本
手
術
中
ノ
四
例
－
二

脈
外
壁
中
－
一
A

知
血
克
赫
経
毛
血
管
慌
張
紳
経
毛

H

並
ハ
申
一
長
距
離
－
一
向
ツ

－プ
経
由
セ
ズ
。
従
－ア
本
手
術
（
質
験
第
五
て
で
7

A

巳
ニ
末
梢
紳
鰹
A

裁

断
セ
－
フ
レ
ア
Y
ヲ
以
ア
、
知
費
紳
経
又
A

瞭
張
紳
経
ヨ

y
ス
w
F

影
響
A

此
際
ノ
動
脈
外
壁
切
除
－
一
ヨ

y
起
レ
w
y

痕
朕
ヨ
リ
y
全
ク
除
外
ジ
ア
可
ナ

y
o
然
目
フ
バ
本
質
験
－
一
一
於
ケ
M
F

振
幅
増
加
ノ
原
因
A

血
管
牧
縮
紳
経
／
作
用
ニ
闘
ス

ペ
キ
宅
ノ
ナ

9
0然
－
フ
バ
動
脈
外
壁
交
戚
紳
鰹
切
除
－
－
ヨ



wノ
中
桓
部
ト
ノ
連
絡
ヲ
遮
断
ジ
タ
y
t
N
鴬
－
一
起
u
y

股
落
痕
賊
ト
認
ム
ペ
キ
カ
内
股
落
症
朕
叉
A
麻
庫
症
賦
A
凡
ア
営
該
神
経
作
用
ノ
前
滅
又
A

減
弱
ナ
ラ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。
印
チ
此
際
－
一
A

血
管
牧
縮
度
ノ
減
少
ヲ
生
ゼ
ザ
M
Y

ペ
カ
－
フ
ズ
η

然
Y

－
一
事
賞
A

反
之
血
管
牧
縮
度
ノ
一
加
ナ

9
0

印
チ
営
該
紳
経
作
用
ノ
増
加
ナ
リ
。
此
事
A

営
該
神
経
－
一
山
首
ス
Y
刺
戟
作
用
以
外
－
一
起
リ
得
ペ
キ
毛
／
ニ
ア
ラ
ズ
。
印
テ
本
質
験

－一
一於ケ

Y

血
管
牧
縮
度
ノ
増
加
A

血
管
牧
縮
神
経
－
一
一
割
ス

Y
刺
戟
痕
吠
ト
認
ム
ペ
キ
モ
ノ
ナ

y
。
此
際
政
縮
紳
経
巳
－
一

－
全
ク
越
境
質
セ
Y
毛
ノ

ナ
ラ
バ
如

何
ナ
Y
刺
戟
ア
Y

予
感
ジ
得
ペ
キ
理
由
ナ
シ
。
於
蕊
上
来
疑
ヲ
存
シ
置
キ
シ
牧
縮
紳
経
ノ
問
題
モ
亦
確
定
的
－
一
解
決
シ
得
タ
Y

毛
ノ
ナ

9
0

郎
チ
術
後
十
二
日
ノ
範
園
－
一
於
－
プ
A

交
成
神
経
節
朕
索
ノ
切
除
モ
、

末
梢
神
経
幹
裁
断
モ
共
ニ
末
梢
血
管
牧
縮
紳
粧
品
生
理
事
上
ノ
研
究
－
一

ア
A

獲
質
ヲ
来
ス
モ
J

ニ
ア
ラ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
読
明
ジ
得
タ
Y

毛
ノ
ナ

y
。

、

然
Y

－
一
動
脈
外
壁
－
一
割
ス

Y
切
除
術
ガ
刺
戟
症
朕
ヲ
起
ス
ニ
足
Y

モ
ノ
ナ
η
ノヤ

o

z
z＝
全

氏
ノ
研
究
ニ
ヨ
レ
バ
、
血
管
ノ
外
壁
中
日
一
モ
外

壁
ト
中
層
ト
ノ
間
－
一
毛
中
層
中
ノ
筋
束
ノ
間
ニ
毛
、
多
数
ノ
無
髄
繊
維
A

種
々
密
度
ノ
繊
維
網
ヲ
作
レ

y
ト
云
フ
。
而
シ
ア
此
等
繊
維
網
ト
末

梢
部
ノ
毛
細
血
管
ヲ
周
匝
セ

Y
繊
維
網
ト
互
－
一

一
連
絡
ア
Y
ペ
キ
コ
ト
疑
ヒ
ヲ
入
レ
ズ
。
更
－
一
戸
ぷ
三
店
一
5
3
E
氏
ノ
研
究
－
一
ヨ
レ
バ
動
脈
外

壁
切
除
ノ
際
該
手
術
部
ノ
中
橿
端
ニ
ア
モ
亦
末
梢
端
ニ
ア
モ
凡
ア
血
管
周
閣
ノ
無
髄
繊
維
網
－
二
夏
ニ
何
等
ノ
麗
質
ト
認
メ
得
ペ
キ
麓
化
ヲ

接
見
セ
ザ
η
ノ
ジ
ト
云
フ
。
山
問
末
梢
神
経
裁
断
部
ヨ
リ
ノ
末
梢
部
ニ
於
ア
動
脈
手
術
部
ト
神
経
繊
維
／
蓮
絡
ア

y
所
謂
軸
索
反
射
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
末
梢

部
血
管
ト
蓮
絡
ア
Y

2
ト
モ
亦
考
ヘ
ラ
Y
。
郎
チ
手
術
部
－
一
刺
戟
ガ
生
ジ
得
Y

モ
ノ
ナ
ラ
バ
宜
（
刺
戟
ヲ
悼
達
ジ
得
M
F

装
置
A
全
然
快
如
セ

Y

毛

ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
倫
手
術
部
二
一
刺
戟
ガ
費
生
ジ
得
Y

コ
ト
A

「－

Z
E
L
L
c
r
z
z
g
大
津
氏
等
ノ
設
ノ
加
ク
ナ

9
0
只
ダ
・
同
氏
等
ノ
場
合
－
二
手

術
部
動
脈
管
ノ
周
園
－
一
現
A

Y

、
再
生
現
象
－
一
ヨ

Y
刺
戟
ガ
求
心
性
繊
維
－
一
ヨ

y
－
プ
侍
導
セ
ラ
Y

、
一
面
、
甚
ダ
著
明
－
二
期
A

Y

、
モ
ノ
ナ
グ
’

毛
、
余
ノ
質
験
－
一
－
7
A
末
梢
神
経
幹
ノ
裁
断
卸
チ
求
心
性
紳
経
／
裁
断
－
一
ヨ

f
プ
此
方
面
ノ
作
用
金
ク
焼
却
セ
y
d
N

故
ニ
特
ユ
牧
縮
紳
経
－
一
一
割

ス
Y
刺
戟
J

ミ
ガ
頴
A

U

F

、
モ
ノ
ト
見
Y
ペ
キ
ナ

y
。

車
ニ
動
脈
外
壁
交
戚
紳
経
切
除
ヲ
施
セ
シ
場
合
－
二
、
寒
熱
－
一
ヨ

Y
涜
血
量
ノ
扶
態
凡
－ア
封
照
質
駿
－
一
比
ジ
影
響
ヲ
認
メ
ザ
η
ノ
ジ
ニ
、
濁
リ

此
貫
験
－
一
於
ア
其
作
用
ヲ
頴
A

ス
理
由
如
何
。

前
者
ノ
場
合
－
一
A

反
射
路
ノ
全
般
何
等
ノ
損
傷
ヲ
受
ケ
ザ
Y
ガ
故
－
一
、

瞭
張
性
緊
張
大
ナ

Y

第

理き

F『

原

善
、」

堀

七
l¥ 

（
第
削
競

四
七
）



第
三
谷

F『

原

著

嬬

七ノ、

（
第
四
貌

四
八
）

d
N

震
メ
、
多
少
ノ
牧
縮
性
ノ
刺
戟
A

頴
A

V

ザ
η
ノ
ジ
ナ
ラ
ン
。
且
ッ
牧
縮
性
緊
張
ノ
絶
掛
値
－
二
外
壁
切
除
ガ
作
用
ヲ
現
A

テ
ザ
Y
ペ
キ
ガ
故

二
、
彼
ノ
交
戚
神
経
緊
張
距
離
ノ
大
ト
比
較
ス

Y
ト
キ
僅
カ
ナ
Y
牧
縮
性
刺
戟
／
問
題
ト
ナ
ラ
ザ
グ
’

コ
ト
明
ナ
Y
ペ
ジ
。

前
ホ
外
壁
切
除
ノ
ミ

ノ
場
合
ト
、
本
質
駿
ノ
場
合
ト
其
振
幅
－
一
著
明
ノ
差
ア
リ
。
従
－プ
相
劉
的
ニ
現
A

Y

、
度
少
ナ
キ
コ
ト
モ
理
由
ノ
一
ナ
Y

ペ
シ
。

従
来
諸
家
ノ
末
梢
紳
経
裁
断
又
λ

節
朕
索
切
除
後
ノ
局
所
血
管
ノ
牧
縮
又
A

傭
張
－
一
関
ス
Y
貰
駿
ガ
、凡
ア
肉
眼
的
ニ
一
判
定
セ
ラ
レ
タ
M
F

モ

ノ
ナ
Y
ガ
故
－
一
血
管
慌
張
叉
A

牧
縮
ノ
異
相
ヲ
知
ク
ズ
。
従
ア
車
二
術
後
牧
縮
慌
張
雨
作
用
共
一
部
ノ
ミ
ヲ
保
存
ジ
又
A

侠
復
ス
ト
云
フ
意

見
多
カ

y
シ
ガ
潟
ニ
或
A

第
三
夫
中
橿
ア
提
唱
シ

（
ロ
三
〈
一
よ

氏
）
、
又
A

血
管
壁
自
己
ノ
作
用
ヲ
高
調
ス

Y

ュ
至
リ
ノ
シ
毛
ノ
ナ
ラ
ン
。
余
モ
亦

本
質
験
ヲ
開
始
ス

Y
営
初
－
一
於
－
7
A
第
一
、
中
橿
部
ト
ノ
蓮
絡
遮
断
－
一

ヨ
y
、
末
梢
神
経
繊
維
／
接
質
ヲ
起
す

f
y
コ
ト
て
一
般
神
経
ノ
病

理
－
一
違
反
ス

Y

モ
ノ
ナ
y

d
N

故
一
一
、
神
経
繊
維
持
慢
性
ノ
後
向
多
少
残
Y
ペ
キ
牧
縮
又
A

瞭
張
作
用
A

恐
ク
ク
血
管
壁
自
己
ノ
作
用

－一
騎
ス
ペ

キ

毛
〆
ナ
ラ
ン
ト
思
惟
シ
タ

y
。
第
二
－
二
、
局
部
組
織
モ
寒
内
ニ
存
ス
Y

血
管
モ
共
ニ
活
物
－
一
ヨ
リ
ニ
ア
組
成
セ
ヌ
グ
’。

諸
神
経
ノ
緊
張
斌
態

ユ
一
援
ナ
キ
限
リ
ノ
、
全
部
中
央
集
権
的
支
配
－
一
－
プ
自
己
本
来
／
任
務
－
一
割
シ
、
充
分
－
一
シ
ア
且
ッ
必
要
ナ
Y
能
力
ヲ
護
輝
シ
、
全
身
ノ
通
膳

（目。－

o
m
Z
Z
N
3
0｝

2
5白
色
吃

8
5
－
一
向
ア
百
川
凡
－
プ
大
海
－
一
一
注
グ
ガ
如
キ
鯖
趨
ヲ
示
セ
ジ
毛
ノ
ナ
Y

毛
、
一
度
中
央
集
権
ト
ノ
蓮
絡
ヲ
断

タ
山
戸
、
ニ
一
於
e

プ
A

局
部
組
織
A

蕊
－
二
筒
ノ
宇
猫
立
幽
ヲ
形
成
シ
、
自
巳
ノ
通
臆
－
一
向
－
プ
努
メ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。
郎
外
来
ノ
刺
戟
－
一
一
割
ジ
ア
毛

或
程
度
迄
A

中
央
集
権
時
代
－
一
保
有
セ
シ
能
力
ノ
一
部
ヲ
接
揮
ジ
ア
自
己
保
存
ア
企
ツ
ペ
ク
、
組
織
ノ
要
ス

Y
血
量

一一
関
ジ
ア
A

E

N

E

及

同』

$
2
5
4
5
氏
等
ノ
研
究
－
一
ヨ

Y

－
一
、
蛙
／
濯
流
試
験
－
一
－
プ
瀧
流
液
中
／
水
素
「
イ
オ
シ
」
ノ
濃
度
－
一
ヨ
リ
瀧
流
液
量

－
一
増
減
ア

y
。
巳
ニ
腐
敗
臭

ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ニ
ア
モ
同
様
ノ
事
貰
ヲ
讃
明
ジ
、
之
ヲ
以
，
ァ
水
素
「
イ
オ
ン
」
ノ
血
管
壁
自
巳
二
割
ス

Y
直
接
ノ
作
用
一
一
騎
シ
タ
Y
ガ
加
ク
、
組

織
新
陳
代
謝
ノ
終
極
ノ
産
物
A

酸
性
物
質
ナ
Y
ペ
キ
グ
故
ニ
夫

ν
自
身
血
管
壁
－
一
作
用
ジ
ア
其
瞭
張
牧
縮
ヲ
起
ス
毛
ノ
ナ
ラ
ン
ト
思
考
シ
貫

験
ノ
結
果
A

此
血
管
壁
設
ヲ
肯
定
ス

Y
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
想
像
セ
シ
ニ
、
事
質
A

議
想
ヲ
裏
切
リ
ア
反
封
ノ
結
果
－
一
終
レ

Y
モ
ノ
ナ
リ
。
惟
フ
－
一

始
メ
ヨ

y
末
梢
紳
経
裁
断
又
A
節
朕
索
切
除
ノ
後
、
股
落
症
扶
ト
hv
－7
A
只
ダ
交
成
神
経
緊
張
距
離
ノ
ミ
ノ
血
流
ノ
差
ニ
止

T
9
ア
、
血
管
牧

縮
憤
張
ノ
作
用
ノ
ミ
A

全
ク
健
常
時
ト
伺
様
ナ
Y
事
貫
従
来
ヨ
y
明
瞭
ナ
リ
ノ
ジ
ナ
ラ
バ
・、
術
後
十
二
日
ノ
経
過
－
一

ア
A

H

E

三
石
氏
ノ
如
ク
第



三
究
中
橿
ヲ
提
唱
ス
M
F

要
毛
無
ク
、
叉

F
－］｝
d
H
・
氏
ノ
如
ク
血
管
壁
説
ヲ
回
執
ス
U
Y

必
要
毛
無
カ
η
ノ
ジ
ナ
ラ
ン
。

余
A
某
始
メ
節
朕
索
切
除
後
ノ
血
管
ノ
牧
縮
能
力
ガ
掛
照
例
ト
同
様
ナ
Y
7
見
ア
巴
ニ

末
梢
紳
経
繊
維
－
一
麗
質
ナ
カ

Y
ペ
キ
ヲ
推
定
セ
ン

ト
セ
ジ
モ
其
確
謹
ヲ
得
ズ
。
何
ト
ナ
レ
バ
只
グ
之
丈
ケ
／
事
貫
－
一
－
プ
A

向
次
ノ
如
キ
反
封
設
ガ
成
立
U
J

符
ペ

キ
ガ
此
ナ

y
。
郎
血
管
牧
縮
神

経
ノ
本
来
ノ
任
務
A

血
管
－
二
定
ノ
緊
張
ヲ
奥
フ
Y
ノ
ミ
ニ
シ
ア
、
牧
縮
作
用
A

血
管
壁
自
己
／
作
用
ニ
ヨ

Y
。
此
故
－
一
節
拭
索
／
除
去
ニ
ヨ

リ
ノ
局
部
血
管
－
一
一
期
A

Y

Y
、
股
落
症
斌
A
只
ダ
此
緊
張
ノ
消
滅
ノ
ミ
ニ
シ
ア
、
血
管
自
己
／
牧
縮
作
用
A
本
来
之

－
一
無
闘
係
ナ
Y
節
朕
索
ノ
切

除
－
－
ヨ

2
プ
、
更
－
一
何
等
ノ
影
響
ヲ
蒙
Y
ペ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
（
自
説
）
。
卸
車
－
一
術
後
ノ
結
果
同
一
程
度
ノ
牧
縮
カ
ヲ
維
持
ス
ト
云
フ
ノ
ミ

－一ア
A

、
撰
張
神
経
ノ
場
合
ト
異
リ
ノ
。
巳
ニ
節
朕
索
切
除
－
一
ヨ
リ
ノ
、
血
統
－
一
封
ス
M
Y

交
成
神
経
緊
張
距
離
ノ
消
失
ア
Y
以
上
直
－
一
以
ア
血
管
説

ヲ
打
破
ジ
得
ザ
Y
ナ
9
0
究
－
一
末
梢
神
経
幹
概
断
ノ
場
合
－
一
モ
亦
確
謹
ヲ
得
ザ
リ
ノ
シ
グ
震
え
慌
張
紳
経
繊
維
A

麗
質
セ
ザ
Y
屯
、
牧
縮
紳
経

繊
維
A
麗
質
ノ
有
無
不
明
ナ
Y
億
一
一
ア
終
始
ス

ペ
キ
カ
ト
思
ヒ
シ
ェ
、
始
メ
何
等
ノ
意
義
ナ
カ

Y
ペ
シ
ト
思
ヒ
ジ
質
駿
第
五
－
一
一
於
ケ
Y
牧
縮
作

用
ノ
増
加
－
一
ヨ
リ
ア
牧
縮
神
経
毛
亦
確
貫
－
一
術
後
十
二
日
ノ
経
過
－
一
－
7
A
品
質
質
ヲ
認
メ
得
ザ
Y

コ
ト
ヲ
謹
明
hv
得
タ

y
。

五
、
流
血
量
増
減
論
。
血
管
本
来
ノ
任
務
A

血
液
轍
迭
機
関
ナ
Y
ガ
故
ニ
血
管
横
張
又
A

牧
縮
ト
云
ア
モ

賓

ハ
業
内
ヲ
流
通
ス

Y

血
液
ノ

分
量
ヲ
増
減
ス
M
Y

コ
ト
ガ
主
要
／
目
的
ナ

y
。局
部
流
血
量
ノ
増
減
A
或
A
全
身
ノ
健
温
調
節
上
必
要
ト

ス
Y

コ
ト
モ
ア
Y
ペ
シ
。
叉
A
愈
怒

喜
慌
ノ
際
ニ
皮
膚
血
管
－
一
牧
縮
又

A
旗
張
ア
起
ス
コ
ト
モ
ア
Y
ペ
ジ
。
前
者
ノ
如
キ

A
生
命
保
存
上
必
要
快
ク
ペ
カ
ラ
ザ
Y
作
用
ナ
Y

モ
、
後

者
ノ
如
キ
A

一
見
無
意
義
ナ
y
d
N

加
シ
c

然
モ
決
ジ
ア
無
意
義
－
一

存
在
ス

Y

モ
ノ
ニ
ア
－
フ
ズ
。
皮
膚
血
管
ノ
牧
縮
又
A

蹟
張
ニ
ヨ

y
－
プ
愈
レ
U
F

形
相
－
二
見
ュ
猿
威
ヲ
加
ヘ
ン
ガ
潟
ナ
Y
ペ
ク
。
顔
面
ノ
潮
紅
ノ
如
キ
モ
喜
慌
叉
A
差
駈
ノ

表
情
ヲ
美
化
セ
ン
ト
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
ペ
ジ
。
如
斯
一

見
無
意
義
カ
ト
思
A

Y
、
血
管
ノ
嬬
張
叉
A
牧
縮
モ
決
ジ
ア
無
意
義
ノ
作
用
ナ
ラ
ザ
Y

－一、濁

y
寒
熱
其
他
外
来
ノ
刺
戟
－
一
ヨ
ク
局
所
血
管
ガ

牧
縮
ノ
鴻
メ
ノ
牧
縮
、
橋
張
／
鴬
メ
ノ
鱗
張
ヲ
替
ム
ペ
キ
モ
ノ
ナ

y
ャ
。
外
来
ノ
刺
戟
－
一
山
首
ス

Y
胤
管
自
己
ノ
牧
縮
撰
張
作
用
ヲ
論
ズ
M
Y

撃
者

A

局
所
ユ
作
用
セ
シ
メ
ジ
諸
種
ノ
刺
戟
ガ
直
ニ
血
管
－
一
作
用
ス
ト
考
フ

Y
ガ
如
ジ
。
然
レ
ド
モ
人
慎
又
A

動
物
ノ
何
レ
／
慮
二
血
管
ノ
ミ
露
出

セ
Y
部
ア

y
ャ
。
作
用
ス
U
Y

刺
戟
ト
血
管
ト
ノ
間
－
一
A

常
二
多
少
ノ
組
織
ア

y
。
外
来
ノ
刺
戟
－
一
費
ジ
ア
先
グ
作
用
ヲ
受
ク
U
F

毛
／
A

組
織
ナ

第
三
忠
信

F、
原

著、-4

堀

七
八
三
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三
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箸..... 
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八
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（
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四
時
抗

五
O

）

9
0
ア
ラ
ユ

Y
刺
戟
－
一
封
ジ
反
臆
ヲ
起
ス
コ
ト
A

生
物
界
通
有
ノ
現
象
ナ
Y
ガ
故
ニ
、
刺
戟
ア
受
ケ
タ
Y
此
等
組
織
ガ
或
A

新
陳
代
謝
ノ
増
加

ヲ
起
シ
、
又
A

葉
減
少
ヲ
来
ジ
、
強
烈
ナ
U
Y

刺
戟
－
一
一
劃
ジ

4

プ
A

穿
刺
戟
ヲ
緩
和
ス
ペ
ク
、
組
織
ず
’血
液
ヲ
要
求
ス

Y
そ

y

ナ
ラ
ザ
U
F

ペ
カ
ラ
ズ
。

卸
チ
血
管
ヨ

y
見
Y
ト
キ
A

牧
綿
又
A

債
投
ナ
リ
。
組
織
ヨ

リ
見
Y
ト
キ
A

局
部
流
血
量
ノ
増
減
ナ

y
っ郎
チ
涜
血
量
ノ
増
減
ガ
主
韓
ナ

9
0

血
管
ノ
牧
縮
又
A

慌
張
A

疏
血
量
ノ
増
減
ノ
潟
メ
ノ
手
段
ナ

y
c
手
段
タ

Y
血
管
掠
張
又
A

牧
縮
ノ
検
索
ガ
、
業
精
密
度
－
一
於
ア
本
穂
タ
y

洗
血
量
ノ
測
定
－
ア
却
カ
ザ

y
＝
ト
A

巳
－
一
其
一
例
ヲ
越
ペ
タ

y
。
併
モ
向
次
ノ
事
貫
ア
y
。
血
管
ノ
瞭
張
ヲ
見
y
？
内
径
ノ
増
大
ナ

9
0
血

統
ノ
増
大
山
神
速
一
定
ノ
場
合
血
管
断
面
ノ
内
筏
ノ
面
積
－
一
比
例
ス
。
郎
チ
涜
血
量
的
加

ス
y
？
内
径
A

倍
加
セ
ズ
、
直
径
四
粧
ノ
聞
／
面

積
三
一
倍
ス

Y
国
ノ
庖
笹
山
五
・
六
六
糎
ナ
リ
C

J
流
血
量
ノ
倍
量
ト
ナ
Y

コ
ト
A

非
常
／
増
加
ニ
シ
ア
匝
別
甚
ダ
容
易
ナ
Y

毛
此
際
血
管
ノ
直

径
A

上
越
ノ
例
－
一
ヨ
レ
バ
一
・
四
二
桁
ト
ナ
Y
－
一
過
ギ
ズ
。
卸
チ
肉
眼
－
一
ア
見
タ
M
F

血
管
瞭
張
度
A

血
流
－
一
ヨ
リ
測
定
ジ
タ
M
Y

場
合
ト
其
精
密

度
ニ
差
ア
Y

コ
ト
一
目
瞭
然
タ
Y
ペ
ジ
。
倫
其
部
－
一
供
給
ス
ペ
キ
血
量
A

軍
－
一
血
管
庶
径
ノ
増
大
ニ
ヨ

y
－
プ
ノ
ミ
決
セ

ラ
Y
ペ
キ
モ
／
－
一
ア

ラ
ズ
。
局
部
抵
抗
ノ
減
少
又
A

増
加
ユ
ヨ

Y
胤
液
統
蓮
ノ
増
減
モ
亦
考
慮
－
一
入
Y
ペ
キ
モ
ノ
ナ

y
。
卸
チ
肉
眼
ヲ
以
ア
ジ
ア
A

此
洗
濯
ヲ
知

y
ヨ
ト
ヲ
得
ザ
w
F

ナ
9
。
最
近

F・2
巳
戸
氏
A

局
部
毛
細
血
管
ノ
賦
態
ヲ
検
セ
シ
－
一
、

毛
細
管
A

常
－
一
全
部
疏
通
ス

Y

毛
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
非
常

－
一
大
ナ
Y
新
陳
代
謝
作
用
ア
η
ノ
ジ
時
二
ノ
ミ
全
部
流
通
ジ
。
其
他
ノ
場
合
－
一
A

組
織
ノ
血
液
飢
渇
ノ
程
度
－
一ヨ

y
－
ア
血
液
ヲ
通
ズ

Y

毛
細
管

ノ
教
－
一
一
増
減
ア

y
ト
云
フ
。
郎
チ
局
部
充
血
朕
態
ノ
判
定
A

血
管
内
径
問
題
以
外
血
統
ヲ
有
ス

Y
毛
細
管
ノ
数
－
一
モ
影
響
ア

Y
ガ
如
キ
号
、

同
ジ
ク
流
遁
セ

Y
場
合
ノ
血
流
ノ
朕
態
A

血
管
／
細
大
－
一
闘
で
フ
ズ
管
腔
ノ
大
小
－
一
ヨ

Y

上
記
ノ
設
ア
徹
回
ス

Y
要
ヲ
認
メ
ザ

Y
ナ

y
。
本

項
二
一
於
－
7
余
d
N

明
二
セ
ン
ト
ス

Y
事
項
A

次
ノ
ニ
ッ
ニ
附
ス
。
卸
チ
（
一
局
所
疏
血
量
ノ
増
減
A

第
一
意
義
ヲ
有

シ
、
血
管
ノ
牧
縮
慌
張
A

之

ニ
比
ス
レ
バ
第
二
意
義
ノ
債
値
ヲ
有
ス

Y
ノ
ミ
。
此
故
－
一
回
胸
部
流
血
量
ノ
測
定
A

葉
重
大
、
正
確
ナ
M

F

2

ト
－
二
於
－
プ
、
絶
劃
的
債
値
ヲ
有
シ
、
血

管
ノ
慌
張
牧
縮
ニ
ヨ

Y
判
定
ヲ
凌
駕
ス

Y

コ
ト
敷
等
ナ
η
ノ
。
（
二
）
人
鴨
又
A

動
物
館
内
二

存
ス

Y
血
管
－
一
就
－
プ
血
管
ノ
作
用
ノ
ミ
ヲ
研
究
ス

U
Y

コ
ト
て
中
橿
部
ヨ

y
ス
Y
血
管
慌
張
叉
A

牧
縮
紳
経
－
一
一
割
ス
M
Y

操
作
叉
A

特
種
薬
剤
ノ
粘
膜
－
一
一
割
ス

Y
作
用
以
外
．
局
所
ヨ
η
ノス

Y
作
用

一
ア
A

不
・
可
能
ナ

p
。



第
二
、
新
陳
代
謝
1
温
中
橿
ヨ
リ
局
所
組
織
ノ
新
陳
代
謝
Z
針
ス
ル
刺
戟
倦
達
ノ
経
路

一
、
宋
梢
組
織
新
陳
代
謝
ト
温
中
橿
ト
ノ
連
絡
。
護
化
シ
ア
止
ム
コ
ト
ナ
キ
外
界
ノ
賦
態
－
一
封
臆
シ
、
恒
渦
動
物
A

葉
荷
風
－
一
固
有
ナ
Y
鵠

温
ア
保
持
セ
ン
ガ
潟
メ
－
一
、
常
住
不
断
ノ
櫨
温
調
節
ア
要
ス
。
郎
チ
温
中
枢
ヨ
y

A
絶
エ

ズ

一
種
ノ
緊
張
性
刺
戟
ガ
各
種
機
闘
二
到
達
ス

Y

モ

ノ
ナ
η
ノ
。
局
所
寒
熱
／
刺
戟
作
用
－
一
一
於
e

プ
モ
亦
葉
作
用
ヲ
受
ク
ペ
L
T

A

疑
ヲ
入

レ
ズ
。
質
験
第
二
イ
）
、
第
二
（
イ
）
、
ノ
熱
作
用
－
一
一
於
ア
、
混
度

ノ
昇
騰
ト
卒
行
ジ
ア
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
セ
ザ
，
Y
事
質
及
前
回
報
告
中
（
外
科
賢
曲
第
三
容
第
二
就
）
寒
冷
短
時
間
ノ
作
用
ノ
際
酸
素
消
費
量

ノ
増
加
等
A

之
ヲ
謹
明
ス

Y

モ
ノ
ナ
9
0殊
二
剛
者
／
閥
係
ヲ
貰
験
第
四
、
第
五
ノ
熱
作
用
－
一
於
ア
満
度
ノ
上
昇
ト
平
行
シ
ア
増
量
ジ
且
ッ
其

増
量
ノ
度
貫
験
第
一
（
イ
）
ノ
倍
量
若
ク

A
業
レ
以
上
回
一
達
λ

Y
事
貫
ト
封
照
ス

Y
ト
キ

A
質
験
第
四
、
第
五
－
一
一
於
－
ア
末
梢
紳
経
裁
断
－
一
ヨ
y

温

中
橿
ト
ノ
蓮
絡
ヲ
断
タ
レ
タ
Y
ガ
鴻
メ
ニ
温
熱
－
一
濁
ジ
新
陳
代
謝
ヲ
制
限
ス

Y
作
用
ノ
快
加
セ

Y

コ
ト
ヲ
認
メ
得
ペ
シ
ぶ
会

賞
駿
第
一
（
イ
）

ノ
熱
作
用
－
一
一
於
ア
四
十
五
度
ノ
際
ヨ
y

A
五
十
度
－
一
一
於
ア
硝
減
少
ノ
傾
向
ア
Y

事
賞
ア
て
一

A
高
温
ノ
作
用
ア
局
部
－
一
一
堂
ク
Y
上
－
一
前
新
陳

代
謝
ノ
増
加
－
一
ヨ

y
－
プ
温
費
生
ヲ
助
長
ス

Y

必
要
ナ
キ
コ
ト
、
一

一
ニ
A

韓
内
物
質
ノ
消
費
ヲ
無
盆
－
一
一
増
量
セ
ジ
メ
ザ
ク
ン
ガ
潟
メ
ニ
調
節
作

用
ヲ
頴
A

シ
二
種
ノ
制
止
刺
戟
ヲ
侍
達
セ
シ
ユ
ヨ
w
y

毛
ノ
ナ
ラ
ン
ト
認
ム
。
如
斯
キ
A

生
物
撃
的
迫
感
性
（E
O
］

O
包
g
y
c
N
Zロ
W
B
P
回目釘－

sx）

ノ
費
露
ト
認
ム
ペ
キ
モ
ノ
ナ

y
。

賓
験
第
一
（
イ
）
ニ
一
於
－
7
A
五
十
度
ノ
温
度
ニ
ア
血
液
疏
蓮
著
明
ノ
増
加
ア
Y

－
二
分
時
酸
素
消
費
量
A

却
ア
四
十
五
度
ヨ
y

A

減
少
セ
日
ノ
。

卸
チ
一
括
酸
素
消
費
量
A
四
十
五
度
ヨ
y

モ
減
少
セ

Y
朕
態
ナ
Y
ガ
故
三
原
消
費
量
－
一
比
ス
レ
バ
極
メ
ア
著
明
／
減
少
ナ
y

。
然
Y

－
一
貫
験

第
四
－
一
於
－
Y
A

一
一
括
酸
素
消
費
量
屯
亦
五
十
度
－
一
一
於
－
プ
増
加
ア
リ
ノ
。
（
一
括
酸
素
消
費
量
A
之
ヲ
示
サ
ザ
Y

モ
其
闘
係
A
前
回
報
告
－
一
明
カ
ナ

d

y

）
之
レ
ト
同
様
／
事
質
A
前
回
報
告
中
、
四
十
五
度
及
五
十
度
－
一
－
7
A

一
分
時
酸
素
消
費
量
A
増
加
セ

Y
セ
一
耗
酸
素
消
費
量
A
原
消
費
量

ト
比
ジ
タ
凡
ア
著
明
ノ
減
少
ア
9
0
然
U
Y

－
一
五
十
五
度
及
六
十
度
－
一
於
－
プ

A

一
分
時
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
セ

Y
A

勿
論
ナ
Y

毛
一
一
括
酸
素
消

費
量
屯
亦
始
メ
ア
原
消
費
量

－
一
比
ジ
ア
増
加
セ

Y
ア
見
b
F
P
。
営
時
余
A

之
ヲ
局
所
組
織
過
熱
ノ
扶
態
ナ
Y

ペ
ジ
ト
附
言
ジ
置
ケ
η
ノ
。
此
現

象
A

末
梢
紳
経
ア
切
断
セ
ザ
Y
場
合
ナ
uw

ガ
故
－
一
温
調
節
ノ
制
止
機
充
分
作
用
セ

Y
毛
、
作
用
温
度
高
キ
ニ
一
過

r
yガ
潟
メ
エ
視
調
節
機
能
－
一

第

考書

F『

原

事E、... 

姻

七
八
五

（
第
四
鋭

五一一〉



第
三
血
管

F「

原

司陸、」

摺

七
八
六

〈
第
凶
競

五
二
）

破
綻
ヲ
来
ジ
タ
M
Y

結
果
ナ
Y
ぺ
ジ
ト
思
考
ス
。

短
時
間
寒
冷
ノ
作
用
－
一
於
－
ア
若
ジ
局
部
組
織
自
己
ガ
寒
冷
ノ
作
用
－一
一
割
シ
酸
素
消
費
量
ヲ
増
加
ス
ト
セ
バ
、
同
ジ
ク
寒
冷
ノ
繕
績
的
作
用
－
一

於
ア
モ
増
加
ア
Y
Jベ
キ
筈
ナ
リ
ノ
。
然
山
戸
由
一
前
者
－
一
ノ
ミ
此
事
ア
w
y
A

、
温
中
橿
ヨ
リ
ノ
ノ
調
節
刺
戟
ト
認
メ
ザ
Y
Jベ
カ
－
フ
ズ
u

巳
ニ
局
所
寒
熱
ノ

作
用
－
一
ア
モ
其
新
陳
代
謝
／
上
－
一
温
一
中
橿
ヨ
η
ノ
ノ
制
止
叉
A

刺
戟
侍
建
ア
9
0
然－
Y

バ
其

二
、
俸
達
ノ
経
路
如
何
。
冒
己
団
司
氏
－
一
ヨ
V

バ
温
中
橿
A

灰
白
結
節
－
一
ア
9
0
合
水
山
灰
素
代
謝
／
中
極
三
亦
恐
－
フ
ク

5
6
0
F
P
V
E
g
－一

ア
U
Y

ナ
ラ
ン
ト
云
へ
9
0
其
侍
蓮
経
路
ノ
内
一
部
A

延
髄
－
一
於
ア
迷
走
神
経
中
－
一
入
η
ノ
、
一
部
A

頭
髄
下
部
－
一
ア
交
戚
神
経
節
扶
索
－
一
入
9
、

末
梢
二
建
ス
ト
云
プ
。
同
氏
A

又
別
－
一
末
梢
部
f

温
中
橿
ヲ
仮
定
セ
叫
ノ
。
交
戚
紳
経
系
統
ト
末
梢
部
組
織
新
陳
代
謝
ノ
関
係
－
一
就
－
プ
A

下
記

ノ
貫
験
ア

y
。

民
吉
田
P
E
氏
A

「
ク
ラ

1
レ
」
ヲ
以
－
Y
麻
庫
セ
ジ
メ
タ
u
y

犬－一－
Y
南
側
ノ
坐
骨
神
経
大
腿
神
経
ヲ
切
断
セ
バ
呼
吸
－
一
ヨ
Y

克
斯
代
謝
－
一
一
獲
化

ヲ
起
ジ
、
酸
素
ノ
掻
取
、
炭
酸
ノ
排
出
土
ハ
ニ
減
少
ス
。
此
際
交
戚
紳
経
A

犯
す
V

ず
Y

ガ
故
ニ
神
経
裁
断
前
－
一
於
－
プ
A

下
肢
ノ
代
謝
作
用
－
一
養

化
ナ
キ
毛
、
紳
経
ノ
裁
断
－
一
ヨ
凶
ノ
ア
交
戚
神
経
ノ
経
路
ヲ
遮
断
ジ
、
静
止
筋
－
一
於
ケ
Y
交
感
神
経
ノ
化
皐
緊
張
ヲ
遮
断
ス
Y

ト
キ
川
代
謝
作
用

－
一
掛
硬
化
ヲ
起
ス
。
此
故
－
一
先
グ
腹
部
節
朕
索
ヲ
切
除
シ
ア
下
肢
－
一
一
於
ケ
U
F

交
戚
紳
経
ノ
緊
張
ヲ
議
メ
遮
断
ジ
置
ク
ト
キ
A

末
梢
神
経
ノ
裁
断

ユヨ

y
－
プ
克
斯
代
謝
－
一
盤
化
ナ
シ
ト
云
へ

9
。
氏
ノ
設
A

同
己

g
g
z
g
氏
（
現
伊
藤
敬
授
）
ノ
賞
験
－
一
ヨ
時
ノ
血
液
克
斯
測
定
ノ
方
法
－
一
－
プ
全
ク

、否
定
シ
去
－
フ
レ
タ

y
。

出
吉
田
仲
氏
A

「
グ
ヌ

l
v
」
プ
以
47
麻
庫
セ
シ
・
メ
タ
Y
動
物
ノ
坐
骨
神
経
叢
ヲ
刺
戟
ス
Y
ト
キ
A

、
交
戚
紳
経
ノ
刺
戟
ノ
ミ
筋
－
一
蓮
ス
。
然

Y

－
一
此
際
合
水
山
灰
素
分
解
ノ
一
加
ヲ
見
ズ
。
又
中
村
氏
－
一
ヨ

ν
バ
、
腹
部
完
成
紳
鰹
節
扶
索
ノ
切
断
－
一
ア
A

下
肢
ノ
酸
素
消
費
量
－
一
影
響
ナ
シ

ト
。
要
ス
Y

－
一
交
戚
神
経
緊
張
ノ
消
失
A

其
配
下
組
織
－
一
一
於
ア
酸
素
消
費
量
／
増
加
叉
A

減
少
ヲ
来
ス
コ
ト
ナ
キ
ガ
如
シ
。
然

V
V
宅
上
記

ノ
質
験
A

外
界
ト
ノ
閥
係
ヨ
η
ノ
A

主
ト
シ
，
ァ
中
橿
部
ト
／
蓮
絡
ヲ
断
ッ
ヵ
、
又
A

中
橿
部
ヨ
リ
ノ
ス
Y
刺
戟
－
一
ヨ

9
、
緊
張
ノ
増
減
又
A

消
失
ガ

末
梢
組
織
ノ
代
謝
作
用
品
如
何
ナ
Y
品
質
化
ヲ
起
ス
カ
ヲ
見
タ
Y

モ
ノ
ナ
y
d
N

故
－
一
、
温
中
極
ト
ノ
蓮
絡
ヲ
見
シ
ト
ス
M
F

二
A

余
／
質
験
ト
直
接



ノ
関
係
ナ
シ
。
混
中
橿
ヨ

y
ス
Y
各
種
ノ
作
用
ヲ
見
ン
ト
セ
バ
龍
内
ニ
於
ケ
w
y

過
剰
温
ノ
費
生
ヵ
、
然
－
フ
ズ
ン
バ
末
梢
ヨ

y
ス
M
Y

各
種
刺
戟
殊

－
一
寒
熱
ノ
刺
戟
ニ
ヨ
ラ
ザ
M
F

ペ
カ
ラ
ズ
。
郎
チ
温
中
梶
本
来
ノ
任
務
ガ
（
鱒
内
過
剰
温
費
生
ノ
場
合
ヲ
別
ト
し
て
プ
）
外
界
寒
熱
ノ
獲
動
－
一
順
臆

ジ
ア
動
物
岡
有
ノ
恒
温
ヲ
維
持
ス
U
Y

モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
ニ
、
外
界
寒
熱
ノ
作
用
－
一
ヨ
リ
ニ
ア
其
均
衡
ヲ
破
Y
傾
向
ヲ
示
ス
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
、
温
中
橿

ノ
活
動
朕
態
ト
其
末
梢

－
一
於
ケ
グ
’緊
張
ノ
朕
態
ヲ
明
－
一
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
ザ
Y

コ
ト
A

殆
ン
ド
自
明
ノ
理
ナ

9
0
此
勃
ヨ

y
ジ
ア
余
ノ
寒
熱
／

作
用
－
一
ヨ

Y
局
部
酸
素
消
費
量
ノ
賓
駿
A

此
結
ヲ
闇
明
ス

Y

ニ
最
三
週
嘗
ナ
Y

モ
ノ
ト
信
ズ
。
今
余
ノ
賓
験
－
一
一
於
ア
酸
素
消
費
量
ノ
開
係
ア

甑
Y

ニ
、
節
朕
索
切
除
ノ
場
合
ト
封
照
例
ト
ヲ
比
較
セ
バ
、
寒
熱
作
用
階
段
的
昇
降
ノ
例
（
第
二
十
四
表
）
ユ
於
ア
A

酸
素
消
費
量

ニ
多
少
／
増

加
ア
Y

モ
甚
ダ
著
明
ナ
ラ
ズ

。
寒
熱
交
互
作
用
（
第
二
十
五
表
）
ニ
ア
A

後
段
二
迎
プ
M
Y

ガ
如
ク
酸
素
消
費
量
／
増
加
特
－
一
著
明
ナ
Y
ガ
故
－
一

其
劉
照
例
ニ
一
割
ス

Y
増
加
モ
亦
第
二
十
四
表
ニ
一
頴
A

レ
タ
U
Y

モ
ノ
ニ
比
uv
－
ア
梢
著
明
ナ
Y

モ
。
第
二
十
四
表
ヲ
涌
賢
シ
賓
験
第
一
、
第
二
、

第
三
ニ
比
ジ
、
貰
験
第
四
末
梢
紳
経
切
断
ノ
例
ニ
於
ア
特
－
一
割
然
タ
Y

酸
素
消
費
量
振
幅
ノ
増
加
ヲ
見
Y

一一
比
ス
レ
バ
、
上
記
節
賦
索
切
除

ノ
場
合
ノ
軽
微
ナ
Y
増
加
ノ
如
キ
A

殆
ン
ド
問
題
ト
ス

Y

－
一
足
－
フ
ザ
Y
程
度
ノ
モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
明
ナ

p
。
即
チ
節
版
索
切
除
－
一
ヨ

y
交
戚
紳

経
ニ
ヨ

Y
中
橿
部
ト
ノ
蓮
絡
ヲ
絶
ツ
モ
、
寒
熱
ノ
刺
戟
－
一
ヨ

Y
酸
素
消
費
量
－
一
割
シ
、
特
－
一
著
明
ノ
脱
落
症
紋
ヲ
認
ム
w
y

ヲ
得
ズ
。
之
－
一
比
ス

レ
バ
末
梢
神
経
裁
断
ノ
場
合
－
一
A

克
斯
代
謝
ノ
上
ニ
甚
グ
著
明
ナ
Y
股
落
痕
朕
ヲ
認
ム
ペ
ジ
。
末
梢
神
経
裁
断
－
一
一
見
ニ
動
脈
外
壁
切
除
ヲ
加

ヘ
タ
Y

モ
ノ
、
又
A

更
－
一
節
朕
索
切
除
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
（
賓
験
第
五
）
－
一
於
ア
毛
酸
素
消
費
量
ノ
関
係
、
買
験
第
四
ト
殆
ン
ド
同
様
ナ

9
0
卸

チ
賓
験
第
四
、
第
五
－
一
一
炉
、
ァ
、
酸
素
消
費
量
－
一
関
シ
、
著
明
ナ
Y
脱
落
症
朕
ヲ
共
通
－
一
有
ス

Y
事
貫
A

、
其
原
因
ヲ
此
等
賞
験
－
一
共
通
ナ
Y
手

術
却
チ
末
梢
神
経
ノ
裁
断
－
一
求
メ
ザ
U
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。
而
ジ
ア
末
梢
神
経
被
断
ト
共
ニ
行
ヒ
タ
Y

節
妖
索
切
除
叉
A

動
脈
外
壁
切
除
ガ
局
部
克

斯
代
謝
ノ
上
ニ
著
明
ノ
影
響
ヲ
及
ポ
サ
v
u
y
事
賞
ヨ
リ
シ
ア
局
所
－
一
一
熱
ヲ
作
用
セ
シ
ム
M
F

際
、
業
部
ノ
克
斯
代
謝
－
一
一
割
シ
温
中
極
又
A

新
陳
代

謝
中
桓
ヨ
η
ノ
来
M
F

制
止
機
A

業
主
要
ノ
部
分
ガ
末
梢
紳
経
幹
ヲ
通
過
ス

Y
モ
ノ
ナ
M
Y

コ
ト
明
ナ
Y
ペ
ジ
。

街
］
」
J
・
2
E
及

E
2
2
H
氏
等
ガ
温
中
橿
ヨ

y
ノ
蓮
絡
A

末
梢
－
一
於
ア
動
脈
外
壁
ア
通
過
ス
ト
云
ア
説
ア

9
0
民
会
］
］
＠
吋
及

－F
O
E－2
8ロ

南
氏
ノ
如
キ
毛
之
ヲ
承
認
ス

Y
モ
ノ
、
加
シ
。
氏
等
ノ
設
－
一
一
割
シ
ア
A

後
来
別
－
一
一
論
ズ
Y
所
ア
ラ
ン
ト
ス
。

第
三
拳

F『

原

箸
L」

掲

七
八
七

（
第
四
時
蜘

五
三
）



第
三
品
位

F『

原

著
~ 

堀

七
八
八

〈
第
凶
挽

五
回
）

三
、
局
部
＝
於
ケ
ル
酪
棄
消
費
量
ノ
増
加
八
必
ズ
岡
部
＝
於
ケ
ル
筋
肉
ノ
運
動
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
。
活
動
セ
M
F

筋
ガ
温
ア
費
生
ス

y

コ
ト
A

疑
フ
ペ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。
静
止
セ

Y
筋
モ
亦
多
少
ノ
混
ヲ
費
生
ス

Y

コ
ト
A

Z

A

山三｝。，
E
三
三
】
氏
ノ
研
究
－
一
ヨ

y
－
プ
明
ニ
、
且
ッ
其
筋
ノ
静

止
呼
吸

3
5
2戸時
E
z－－ロ
m
L
2

百戸由－
8
7）
モ
亦
筋
運
動
ノ
際
ト
同
様
ノ
化
畢
的
分
解
一
一
ヨ

Y

2
ト

A
F－vd
与
え
氏
ユ
ヨ

y
－
プ
読
明
セ
ラ
レ
タ

9
0
然
戸
ユ
静
止
セ

Y
筋
－
一
於

d

プ
所
諦
静
止
呼
吸
以
上
三
九
期
代
謝
ヲ
増
加
セ
ジ
ム
M
F

コ
ト
ア
得
Y
ャ。

F
q
氏
A

筋
ノ
牧
縮
－
一
ヨ
リ
ア
緊

張
－
二
部
メ
得
ペ
キ
持
理
化
ナ
ク
シ
ア
温
ヲ
脅
生
シ
得
ト
云
ヒ
。

E
Z宮『
氏
A

之
ヲ
筋
／
化
事
緊
張
ト
名
グ
タ

y
。

国
Z
5
2
氏
A

寒
冷
刺
戟
－
一

ヨ
y
F静
止
筋
中
－
一
分
解
作
用
ノ
増
加
ア
リ
ト
云
へ

9
0然
Y

－
一
∞
宮
島
氏
A

此
分
解
作
用
ノ
増
加
プ
活
漉
ナ
Y
牧
縮
作
用
ア

Y
場
合
－
一
ノ
ミ

詩
明
ジ
得
ト
ナ
セ
ソ
。

HvmV32
氏
A

電
気
ヲ
以
ヲ
刺
戟
ス

Y

－
一
目
撃
ジ
得
Y
牧
縮
作
用
ナ
ク
ジ
ア
A

渦
費
生
ノ
増
加
ナ
ジ
ト
云
ヘ
リ
。
員
百
四
’

P
E
及

c
i
氏
－
一
ヨ
レ
バ
混
刺
（
J
J
1
2

・z
x
z
－E
）
ヲ
施
セ
ジ
家
兎
ノ
血
液
中
－
一
A

摘
出
家
兎
心
臓
ノ
濯
流
試
験
－
一
一
於
ア
糖
消
費
ヲ
増
加
ス

y
物
質
ヲ
合
ム
。
若
ジ
温
刺
前
－
一
甲
朕
腺
ア
摘
出
シ
置
ク
ト
キ
A

此
物
質
ヲ
血
液
中
－
一
謹
明
セ
ズ
ト
ぷ
川

3
・2
E及
・
言
語
。
口
氏
等
A

猫
－
一
於

－
プ
胸
髄
誠
一
断
後
又
A

坐
骨
神
経
大
腿
神
経
裁
断
後
局
部
ヲ
冷
却
又
A

加
熱
セ
ズ
ジ
ア
、
動
物
ヲ
冷
却
叉
A

加
温
ス
U
F

ト
キ
A

局
所
血
液
中
ノ
酸

素
消
費
量
A

冷
却
ノ
際
ζ

増
加
ジ
加
熱
ノ
際
－
一
減
少
ス
。
而
ジ
ア
末
梢
神
経
裁
断
－
一
一
見
一
一
一
動
脈
外
国
切
除
ヲ
施
ジ
タ
戸
モ
ノ
ニ
ハ
此
作
用
ナ
ジ

ト
。
郎
チ
此
際
凋
畑
中
橿
ヨ
η
ノ
運
動
神
経
ノ
媒
介
ヲ
経
ズ
、
且
ツ
筋
ノ
運
動
ナ
ク
シ
ア
筋
肉
中
／
酸
素
消
費
量
7
増
減
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
ト
云
へ

p
o

p－g
E
及

p
g白
g
氏
以
前
ノ
諸
作
業
A

間
接
－
一
酸
素
叉
二
双
酸
克
斯
ヲ
測
定
セ
シ
モ
ノ
ナ
U
Y

ガ
故
－
一
雨
氏
及
余
等
／
如
ク
直
接
－
一
其
部
ヲ

通
過
ス

Y
血
液
ヲ
以
ア
酸
素
消
費
量
ヲ
測
定
セ
シ
モ
ノ
ト
封
比
セ
バ
其
精
密
度
目
一
大
差
ア

Y

ヨ
ト
A

疑
ヒ
ヲ
入
レ
ズ
。
只
ダ
余
ノ
例
－
一
於
，
プ
A

軍
ニ
筋
ヲ
ノ
ミ
温
メ
叉
A

冷
却
ジ
タ

Y
モ
ノ
ユ
ア
ラ
ズ
シ
ア
下
腿
組
織
ノ
全
部
ノ
寒
熱
作
用
－
一
ヨ

Y
代
謝
作
用
ノ
増
減
ナ
リ
n
然
Y

－
一
毎
常
局

所
－
一
温
熱
ヲ
作
用
セ
ジ
ム

Y
ト
キ
二
定
満
度
以
上
－
一
於
－
プ
A

筋
運
動
ヲ
侠
タ
ズ
シ
－
プ
必
ズ
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ア
リ
。
又
A

寒
冷
短
時
間
ノ

作
用
二
於
47
モ
同
様
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ア

y
。
郎
チ
局
所
ニ
一
於
ケ
Y
混
費
生
ノ
増
加
A

必
ズ
シ
モ
同
部
筋
－
一
於

d

プ
認
メ
得
ペ
キ
蓮
勤
ヲ
要
セ

ザ
Y

コ
ト
明
カ
ナ

y
。
余
A

Z

ミ
w

】

MEmo－－
L
Z
E合
・
諸
氏
ノ
設
－
一
同
意
ア
表
シ
、

3
2
5
m
J
2
7
雨
氏
／
設
－
一
疑
ヲ
存
ス
W
Y

毛
ノ
ナ

9
。

p
g
E
氏
ノ
賓
験
A

摘
出
筋
－
一
就
－
ア
純
粋
ニ
筋
ノ
ミ
ノ
作
用
ヲ
電
気
ヲ
以

4

プ
刺
戟
シ
ア
検
セ
シ
モ
ノ
ナ
U
F

ガ
故
－
一
余
ノ
場
合
ト
其
生
理
的



ノ
関
係
金
ク
異
9
。
氏
ノ
場
合
－
一
－
プ
A

筋
ノ
受
ク

Y
刺
戟
毛
、
又
筋
夫
自
身
ノ
朕
態
モ
共
－
一
自
然
ノ
獄
態
ヲ
距
Y

コ
ト
大
ナ

9
0
第

二

種

内

ユ
存
ス
M
F

筋
二
一
割
シ
末
梢
部
ヨ

p
知
畳
紳
経
ヲ
経
由
シ
ア
ナ
セ
M
F

生
理
的
ノ
刺
戟
A

韓
外
－
一
於
ア
電
気
ノ
如
キ
異
常
刺
戟
－
一
ヨ
M
Y

毛
／
ト
全

ク
作
用
ノ
異
Y
ペ
キ
コ
ト
。
第
二
、
軍
－
一
筋
ノ
ミ
ノ
作
用
ヲ
見
タ
Y
際
ト
余
ノ
如
ク
局
部
組
織
全
部
ノ
反
感
ヲ
見
タ
Y
場
合
ト
其
反
感
－
一
差

ア
Y
ペ
キ
コ
ト
等
－
一
ヨ

p
‘
雨
者
凡
ア
関
係
ヲ
異
－
一
シ
従
ア
結
果
－
一

業
ア
Y

コ
ト
営
然
ナ
Y
ペ
ジ
。

2
5
r
氏
ノ
静
止
筋
－
一
於
ヶ
Y
代
謝
作
用

不
増
加
論
ノ
錯
誤
r
根
本
川
局
部
ノ
代
謝
作
用
ヲ
全
身
ノ
代
謝
作
用
ヨ

y
判
定
シ
タ
y

d
J

潟
メ
ナ

y
。
局
所
－
一
於
ア
可
ナ

y
大
ナ
，Y
代
謝
作
用

ノ
麓
化
ア

Y

コ
ト
A

余
／
質
験
－
一
わ
いケ
Y
ガ
如
シ
。
数
理
論
ヨ
リ
推
セ
バ
其
絶
封
値
A

常
然
全
身
ノ
夫
レ
ュ
影
響
ス
ペ
キ
筈
ナ
M
Y

毛
、
全
身
代

謝
ト
云
プ
絶
大
ナ
U
F

恭
一
本
数
－
一
封
ジ
ア
A

局
部
－
一
一
於
ク
Y
且
ッ
之
レ
ェ
比
ス
レ
バ
甚
ダ
微
量
ナ
グ
’増
減
A

此
基
本
数
－
一
増
減
ヲ
認
メ
ジ
ム
U
F

程
度
ニ
至
一
プ
ザ
Y
ナ

y
。

回
、
交
戚
副
交
戚
南
紳
経
緊
張
ノ
箆
勤
ト
局
所
組
織
ノ
新
陳
代
謝
。

Z
F吉
『
及

F－

zE
P
］
｝
雨
氏
A

破
傷
風
毒
素
ヲ
以
・
ア
中
毒
セ
シ
メ
タ

y

猫
ノ
綾
績
的
－
二
収
縮
セ

Y
筋
肉
内
ニ

4

プ
λ

、
代
謝
作
用
異
常
－
一
小
量

－一
uv
こ
ア
屡
バ
筋
質
中
－
ニ
ー
グ

y
コ
l
グ
シ
L
ノ
集
震
ヲ
見
Y

コ
ト
ア

y
ト
云

へ
y
。

9
・
pr
氏

A
人
ュ
炉
、
ア
筋
ノ
過
度
緊
張
（
三
一

SAc－
ニ
三
。

N
Z
P
Z
C
匹一
c
m
F
Z
c
d
A
全
身
新
陳
代
謝
ノ
増
加
ヲ
来
サ
ズ
。
代
謝
作
用

ノ
増
加
A

果
張
ノ
増
加
ヨ
リ
A

緊
張
ノ
獲
化
ヲ
必
要
ト
ス
ト
云
へ

y
。
余
ノ
貰
駿
－
一
於
－
ア
モ
亦
同
一
ノ
状
態
ヲ
認
ム
。
印
チ
熱
作
用
階
段
的
上

昇
ノ
ミ
－
一
－
プ
A

酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ヲ
来
ス
コ
ト
少
キ
モ
寒
熱
交
互
作
用
－
一
於
ア
特
－
一
芽
明
ノ
酸
素
消
費
量
ノ

増
加
ヲ
認
ム
。
叉
寒
冷
ノ
機
績

的
作
用
－
一
ア
A

必
ズ
酸
素
消
費
量
ノ
減
少
ヲ
来
シ
一
O
度
及
零
度
－
一
ア
A

局
部
酸
素
消
費
量
一
四

l
一一

%

ュ
減
少
ス
。
（
前
回
報
告
奉
照
）
一
然

y
ュ
寒
冷
煩
時
間
ノ
作
用
ニ
－
プ
A

却
－
プ
代
謝
作
用
ノ
著
明
ノ
増
加
ヲ
認
ム

Y
ガ
如
キ

コ
ト
之
ナ

y
o
健
温
調
節
作
用
ノ
物
理
的
方
面
ァ
見
y

ニ
交
戚
神
経
ト
副
交
戚
神
経
ト
A

互
ニ
措
抗
作
用
ヲ
有
シ
、
反
封
ノ
性
質
ヲ
示
ス
。
副
交
戚
紳
経
ノ
緊
張
A

視
放
失
一
量
ノ
増
加
ナ

y
。
安
戚

神
経
ノ
緊
張
A

渦
放
失
量
ノ
減
少
ナ

y
o
淵
調
節
作
用
ノ
化
事
的
方
面
－
一
ア
モ
交
成
神
経
性
ノ
刺
戟
A

物
質
酸
化
作
用
ナ
リ
。
混
接
生
（
（
）
ζ
，

【
｝

FEc－－
2
5
A
若
手
ご
目

Ec－
－
三
三
戸
山
）
ナ
リ
ノ
。
副
交
戚
神
経
性
刺
戟

A
物
質
ノ
集
成
ナ

p
。
温
結
合
（
ど
三
一－

2

5円

H
2
E
M－－－
E
L
E
M
m）
ナ

リ
ト
云
A

Y
。
又
？
L
H
2・
F
Z

第

巻

F園、
原

著

郷

七
八
九

（
第
凶
競

中
止
五
）



〈
第
四
時
蜘

共
－
一
何
等
ノ
差
ヲ
認
メ
ザ
Y

二
己
－
ご
温
調
節
作
用
A

活
動
ス
ト
云
へ

y
。
A
1寒
冷
タ
皮
膚
－
一
作
用
セ
ジ
ム
レ
バ
温
調
節
上
交
戚
紳
経
ノ
緊
張

高
マ

y
、
渦
熱
ァ
作
用
セ
ジ
ム
レ
バ
之
－
一
反
シ
ア
副
交
戚
神
経
ノ
緊
張
高
マ

Y

コ
ト
A

周
知
ノ
事
貰
ナ

9
。
作
用
温
度
ノ
階
段
的
昇
騰
ノ
際
－
一

A

軍
ニ
副
交
戚
紳
経
ノ
緊
張
紙
態
ヲ
増
加
セ
ジ
ム

Y

ニ
遁
ぞ
ズ
。
寒
熱
交
互
作
用
ニ
ア
A

交
戚
紳
範
、
副
交
戚
紳
経
交
互
－
一
緊
張
／
朕
態
－
一
入

U
F

。
軍
－
一
同
一
緊
張
ノ
漸
次
増
加
ス

Y
場
合
－
一
比
シ
、
全
ク
正
反
封
ノ
緊
張
朕
態
ガ
南
極
端
ヲ
往
復
ス

Y
場
合
ノ
方
、
緊
張
朕
態
ノ
品
質
化
甚
ダ

大
ナ
Y

コ
ト
殆
ド
比
較
ヲ
要
セ
ザ
Y
ペ
シ
。
寒
熱
交
互
作
用
ニ
於
ア
特
－
一
著
明
ノ
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ア
Y

事
賓
A

一
ニ
此
緊
張
朕
態
ノ
大

ナ
Y
盤
化
－
一
基
因
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

ペ
シ
。
貫
験
第
一
線
括
「
八
」
－
一
於
手
ノ酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ヲ
目
的
ト
ス

Y
場
合
－
一
A

冷
熱
交
互
作
用
ヲ
可

ト
ス

Y
理
由
此
所
－
一
存
ジ
、
従
ッ
ア
水
治
療
法
－
一
一
於
ケ
Y
冷
熱
交
換
濯
注
法
ノ
局
部
組
織
－
一
封
ス

Y
作
用
ノ
本
態
ヲ
本
質
験
－
一
ヨ

f
プ
間
明
ジ

得
タ
Y

モ
ノ
テ
リ
ノ
。
而
シ
ア
此
際
酸
素
消
費
量
増
加
／
賦
態
ヨ
リ
見
Y

ニ
、
五
十
度
零
度
ノ
如
キ
大
ナ
Y
温
差
ヲ
作
用
セ
シ
ム

Y

ヨ
9
毛
、
四

十
五
度
二
十
度
ノ
温
差
ヲ
使
用
ス

Y
方
可
ナ
Y
ガ
如
ジ
。

究
ニ
寒
冷
短
時
間
ノ
作
用
－
一
於
－
プ
モ
亦
其
繕
績
的
作
用
品
比
シ
ア
局
部
－
一
於
ケ
Y
緊
張
ノ
品
質
化
大
ナ
9
。
郎
チ
寒
冷
ノ
繕
績
的
作
用
ニ
ア

A

只
ダ
交
戚
紳
経
ノ
緊
張
、
縫
績
的
三
局
マ

V

Y
賦
態
－
一
過
ギ
ズ
。
然
Y

ュ
短
時
間
ノ
作
用
－
一
ア
A

葉
始
メ
突
然
高
度
ノ
寒
冷
作
用
－
一
ヨ
9
4
7

念
激
ニ
且
ッ
極
度
－
一
交
戚
神
経
ノ
緊
張
高
？

y
。
之
レ
緊
張
獲
化
ノ
第
一
ナ

y
Q
究
－
一
寒
冷
作
用
ノ
突
然
ノ
消
失
－
一
ヨ
η
ノ
ア
局
部
－
一
反
鷹
充

血
起

y
、
副
交
戚
紳
経
緊
張
ノ
状
態
－
一
入

y
。
之

ν
緊
張
愛
化
／
第
二
ナ
リ
ノ
。
卸
チ
其
交
戚
副
交
戚
南
神
経
ノ
緊
張
－
一
封
ス

Y
作
用
A

冷
熱
交

換
謹
注
法
ト
異
Y
所
ナ
ジ
。
寒
冷
ノ
繕
積
的
作
用
－
一
於
－
プ
A

必
ズ
其
部
組
織
代
謝
作
用
ノ
減
少
ス

Y

－一反
uv
、
所
謂
寒
冷
刺
戟
－
一
ヨ
？
プ
局
部

組
織
ニ
代
謝
作
用
ノ
増
加
ア
Y
理
由
自
ク
明
カ
ナ
Y

ペ
ジ
。
余
ガ
前
報
告
中
結
論
「
一

O
」
－
一
於
ア
寒
冷
短
時
間
ノ
作
用
ガ
局
所
血
統
増
進
ヨ

P
モ
代
謝
作
用
増
加
／
方
意
義
ア
Y

ペ
ジ
ト
記
セ
ジ
理
由
、
蕊
－
二
於
ア
始
メ
ア
明
カ
ナ

p
。

上
記

C
E
P
氏
ノ
設
ク
所
、
筋
緊
張
状
態
ノ
捷
化
ト
云
フ
A

軍
一
一
筋
蓮
動
ヲ
指
ス
ニ
過
ギ
ズ
。
筋
ノ
運
動
－
一
ヨ
リ
代
謝
作
用
ノ
高
T

Y

2

ト
A

自
明
ノ
理
ナ

y
。
然
モ
氏
ノ
詑
A

余
ヲ
ジ
ア
集
・
冷
短
時
間
ノ
作
用
及
寒
熱
交
互
作
用
－
一
ヨ

p
－
ア
何
ガ
故
ニ
局
部
組
織
－
一
新
陳
代
謝
作
用

異
常
二
両
マ

Y
ヵ
。
其
原
由
説
明
ノ
方
法
ヲ
創
意
セ
ジ
ム

Y

－ニ冨

y
唯
一
ノ
暗
示
ヲ
提
供
セ
ジ
モ
ノ
ナ

y
。
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上
記
ユ
ヨ

y
交
戚
副
交
戚
雨
紳
経
ノ
緊
張
ニ
念
激
ナ
u
y

獲
動
ヲ
起
セ
バ
、
温
中
橿
ヲ
刺
戟
ジ
ア
局
所
組
織
新
陳
代
謝
ヲ
異
常

三
角
ム
Y
毛
ノ

ナ
Y

コ
ト
ヲ
断
ジ
ア
可
ナ
Y

ペ
シ
。
然
－
フ
バ

何
ガ
故
－
一
此
交
成
、
副
交
戚
両
神
経
緊
張
ノ
急
激
ナ
グ
’獲
動
ガ
組
織
代
謝
ヲ
異
常
－
一
高
ム

Y
品川、

余
A

本
論
第
二
項
－
一
於
－
プ
海
中
極
ノ
局
所
－
一
割
ス
u
y

緊
張
朕
態
ヲ
見
ン
ト
欲
セ
バ
、
先
グ
局
所
寒
熱
ノ
刺
戟
－
一
ヨ
η
ノ
混
調
節
機
ノ
均
衡
ヲ
破
y

必
要
ア
リ
ノ
ト
云
へ
η
ノ
。
由
来
温
度
ノ
漸
騰
A

日
常
吾
人
ガ
遭
遇
ス

Y
朕
態
ナ
Y
ガ
故
ニ
、
其
昇
騰
極
端
－
一
至
－
ブ
ザ
Y
限

y
、
温
調
節
機
ノ
均
衡

ヲ
維
持
シ
易
キ
モ
（
貰
験
第
一
（
イ
）
熱
作
用
）
、
寒
熱
交
互
作
用
ノ
如
キ
、
短
時
間
寒
冷
刺
戟
ノ
如
キ
急
激
ナ
Y
愛
動
－
一
劃
シ
ア
A

之
ニ
劃
臆
ジ

ア
直
二
均
衡
妹
態
－
一
入

y
難
ク
、
一
時
業
均
衡
ヲ
破
壊
セ
ラ
Y

、
傾
向
ア
Y

ペ
キ
A

想
像
－
一
難
カ
ラ
ズ
。
於
蕊
該
局
部
一
一
封
ス

Y

海
中
橿
ノ

緊
張
高
マ

y
o
局
部
組
織
酸
素
消
費
量
二
異
常
ノ
増
加
ア
来
ス
モ
ノ
ト
認
ム
ペ
シ
。

五
、

P
2ロ
向
日
夜

L
『

g器
8
説
批
判
。
氏
等
ガ
猫
－
一
於
ア
胸
髄
裁
断
ノ
後
下
腿
ノ
加
熱
又
A

冷
却
－
一
ヨ

y
其
部
流
血
中
酸
素
消
費
量
－
一
一
獲

化
ナ
シ
。
然
Y

一
一
坐
骨
神
経
、
大
腿
紳
鰹
ヲ
裁
断
ジ
、
夏
－
一
動
脈
外
壁
交
戚
紳
経
切
除
ヲ
施
セ
シ
モ
ノ
ニ
於
－
プ
A

、
動
脈
外
壁
中
ヲ
経
由
ジ
ア
筋

肉
三
連
シ
新
陳
代
謝
ヲ
左
右
ス
ペ
キ
紳
鰹
ノ
経
路
遮
断
セ
ラ

y
、
ガ
故
ニ
、
局
部
加
温
ニ
ヨ

y
－
プ
酸
素
消
費
量
増
加
ス
ト
云
へ
w
y

設
刀
、
上
記

ノ
賓
験
－
一
ヨ
リ
ノ
、
神
経
－
一
何
等
ノ
操
作
ヲ
加
ヘ
ザ
Y
際
（
質
験
第
ご
－
一
モ
、
動
脈
外
壁
交
戚
神
経
切
除
（
質
験
第
二
）
ノ
場
合
－
一
毛
、
腰
部
交
戚
紳

経
節
朕
索
切
除
ノ
際
（
質
験
第
三
）
ニ
モ
、
坐
骨
神
経
大
腿
神
経
初
断
ノ
場
合
（
貫
験
第
四
）
－
二
て
坐
骨
紳
経
、
大
腿
神
経
切
断
ζ

動
脈
外
壁
交
戚

神
経
切
除
ヲ
策
、
チ
タ
Y

毛
ノ
ニ
於
－
ア
モ
、
夏
－
一
之
ニ
腰
部
交
戚
紳
鰹
節
扶
索
切
除
ヲ
加
へ
タ
Y

モ
ノ
（
貰
験
第
五
）
ユ
於
－
プ
モ
、
其
増
減
ノ
朕
態

及
程
度
、
分
量
等
ニ
夫
々
差
異
A

存
ス

Y
毛
、
何
レ
ノ
場
合
－
一
－
プ
モ
加
熱
作
用
－
一
ヨ
η
ノ
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
セ
ザ
Y
モ
ノ
ナ
ク
、
冷
却
－
一
ヨ
時
ノ
減

量
セ
ザ
Y

コ
ト
ナ
キ
事
貫
－
一
ヨ
リ
ノ
氏
等
ノ
説
A

到
底
存
立
シ
難
キ
モ
ノ
ナ
リ
吋
氏
等
／
貫
験
－
一
於
ケ
Y
根
本
的
ノ
錯
誤
A

余
ノ
賓
験
日
一
ヨ

y
－プ

読
明
セ
シ
ガ
如
ク
（
前
回
報
告
及
本
報
告
貰
験
第
一
（
イ
）
及
（
ロ
）
）
健
常
動
物
－
一
於
ア
モ
局
所
ノ
加
温
叉
A

冷
却
－
一
ヨ

y
局
所
組
織
酸
素
消
費

量
－
一
増
減
ア
Y
悲
磯
的
事
貫
ア
知
－
ブ
ザ
Y
罪
ニ
蹄
ス
ペ
ジ
。
巳
－
一
根
底
－
一
一
於
－
ア
如
斯
一
大
錯
誤
ア
η
ノ
、
従
ア
其
結
論
ニ
誤
謬
ア
Y

コ
ト
A

怪
ム

ニ
足
Y

モ
ノ
ナ
ジ
。
局
部
筋
肉
ノ
新
陳
代
謝
－
一
一
割
ス

Y
紳
経
刺
戟
ガ
動
脈
外
壁
ヲ
通
過
ス
ト
云
へ

Y

氏
等
／
読
毛
、
余
ノ
賓
駿
一
一
見
町
て
一
軍

ニ
動
脈
外
壁
交
戚
紳
鰹
切
除
－
一
於
－
プ
A

局
部
ノ
加
熱
叉
A

冷
却
－
一

ヨ
Y
酸
素
消
費
量
増
減
ノ
扶
態
（
振
幅
）
－
一
軽
度
ノ
比
較
的
増
加
ア
Y

毛、
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甚
ダ
著
明
ナ
ヌ
ズ
。
坐
骨
紳
艦
大
腿
紳
経
ヲ
切
断
セ
シ
モ

ノ

ニ
於
ア
、
始
メ
テ
局
所
ノ
熱
作
用
－
一
ヨ

Y
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
、

劃
然
増
量
シ
テ

正
常
ノ
場
合
一
一
比
ジ
倍
量
以
上
一
一
蓬
ス

Y
事
貫
ト
、
及
上
記
二
紳
経
幹
裁
断
二
割
服
外
国
交
戚
神
経
切
除
ヲ
加
へ
h
p
y

モ
ノ

ニ
於
－
プ
モ
、
叉

A

其
上
更
ニ
腰
部
交
戚
紳
終
節
朕
索
切
除
タ
施
ジ
タ
Y

屯
ノ
ユ
一
於
－
プ
モ
、
局
部
熱
作
用
一
一
ヨ

Y
酸
素
消
費
量
増
加
ノ
程
度
、
坐
骨
紳
経
、
大
腿

紳
経
裁
断
ノ
場
合
ト
同
様
－
一
ジ
ア
特
－
一
一
増
加
ノ
傾
向
ナ
キ
事
賞
ト
ユ
ヨ

y
、
少
ク
ト
毛
局
所
加
熱
又
A

冷
却
作
用
ニ
針
ス

Y
局
所
ノ
新
陳
代
謝

二
一
定
ノ
緊
張
又
A

刺
戟
ヲ
侍
達
ス
ペ
キ
紳
経
ノ
経
路
A

氏
等
ノ
唱
プ

Y
ガ
如
ク

動
脈
壁

－一ヨ

Y

モ
ノ

ニ
ア
タ
ズ
ジ
ア
其
主
要
ノ
部
分
ガ
坐

骨
神
経
及
大
腿
神
経
幹
中
ヲ
通
過
ス

Y
モ
ノ
ナ

Y

コ
ト
明
ナ

y
。
前
下
腿
ノ
加
混
叉
A

冷
却
ニ
ヨ

Y

酸
素
消
費
量
ノ
問
題
A

同
部
疏
血
量
ノ

朕
態
ト
濁
立
シ
ア
判
定
ァ
下
ジ
得
ペ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
然
U
Y

ニ
氏
等
／
報
告
－
一
A

加
熱
又
A

冷
却
ノ
下
腿
ノ
流
血
量
一
一
及
ポ

ス
影
響
一
一
関

ス
Y
記
載
ナ
シ
。
前
氏
等
A

一
脚
経
切
断
後
ノ
質
験
－
一
於
－
ア
切
断
後
ノ
経
過
日
数
ヲ
記
セ

ズ内
卸
チ
末
梢
神
経
獲
性
ノ
程
度
－
一
ヨ

Y

7
冷
熱
ノ
作

用
ニ
差
ア
Y
ペ
キ
コ
ト
ニ
考
慮
ア
費
サ
ザ
U
Y

ガ
如
シ
。
末
梢
紳
純
裁
断
後
A

冷
熱
－
一
ヨ
u
y

局
所
組
織
酸
素
消
費
量

ニ
著
明
ノ
襲
化
ア
Y

コ
ト

A

上
過
ノ
如
シ
。
此
獲
化
ガ
神
経
繊
維
麗
性
ノ
程
度
－
一
ヨ

y
－
プ
全
ク
差
異
ナ
ジ
ト
A

断
ジ
得
ず
Y
ナ

y
。
郎
チ
一
ユ
A

貫
験
成
績
ノ
判
定
－
一

於
－
プ
、
ニ
ニ
A

後
皐
ノ
塞
考
－
一
資
ス
w
F

潟
メ
紳
経
幹
部
協
断
後
ノ
経
過
日
数
A

必
ズ
記
入
ヲ
要
ス

Y

モ
ノ
ト
認
ム。

要
ス
M
Y

品
下
腿
加
熱
又
A

冷

却
－
一
ヨ
リ
其
部
酸
素
消
費
量

－
一
一
獲
化
ナ
ジ
ト
云
へ

Y

氏
等
ノ
官
駿
A

第
一
、
根
本
的
事
貫
－
二
大
錯
誤
ア
Y

コ
ト
ニ
ヨ
リ
、
第
一
一、
質
験
ノ

方
法
－
一
疑
ヲ
入
y
、
僻
地
ア

Y

コ
ト
ニ
ヨ

y
、
全
部
肯
定
シ
得
ザ
Y
モ
ノ
ナ
叩
ノ
。

尚
氏
等
A

全
身
加
熱
又
A

冷
却
ノ
際
局
部
酸
素
消
費
量
ガ
、
余
／
局
部
加
熱
又
A

冷
却
／
際
ト
A

全
グ
正
反
射
到
－
一
一
増
減
ス

Y

コ
ト
ヲ
説
ケ

リ
ノ
。
此
貼
毛
亦
甚
ダ
疑
A

ジ
キ
モ
ノ
ニ
シ
ア
、

3ago
氏
－
一
ヨ

Y

ニ
健
常
ナ
Y
猫－一一炉、

4

プ
全
身
加
混
－
一

ヨ
y
鰹
温
一
度
ノ
上
昇
ヲ
来
ス
程
度

ニ
至
Y
ト
K
T

A

局
部

－
一
一
於
－
プ
モ
亦
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ア
U
F

賓
駿
ア

y
。

z・2
2
L
及

－H
E－mzcz
氏
等
ノ
質
験

－一一於－プ
A

全
身
加
温
ノ
程
度
ヲ

睦
温
－
一
ヨ

y
ア
測
定
セ
ザ

p
シ
モ
ノ
、
如
シ
。
印
チ
氏
等
／
貫
験
A

此
方
面
－
一
一
於
－
プ
モ
亦
馬
脚
ヲ
現
A

ス
モ

ノ

、
如
シ
。
然
レ
ド

毛
余
ノ
費

験
ガ
局
所
－
一
一
於
ケ
Y
冷
熱
ノ
作
用
ヲ
局
所
－
一
於
ア
測
定
セ
シ
モ
ノ
ナ
M
Y

ガ
故
ニ
全
身
作
用

一一
関
ジ
テ
A

暫
ク
言
議
ヲ
避
ク
ペ
シ
。
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島

血

流

関

係

一
、
健
常
動
物
ニ
於
－
7
A
局
所
二
於
－
プ
階
段
的
ニ
作
用
地
度
ヲ
昇
騰
セ
シ
ム

Y
ト
キ
、
局
所
流
血
量
ノ
増
加
甚
ダ
著
明
ナ

9
0
作
用
温
度
階
段

的
下
降
ノ
際
－
二
一
度
減
量
し
V

後
増
量
ス
。
郎
チ
終
末
増
量
ア
η
ノ
。
従
－
プ
最
小
血
流
A

最
低
温
度
ト
一
致
セ
ズ
。
寒
熱
交
互
作
用
－
一
ア
A

混
熱
－
一
ヨ

Y
増
量
ノ
程
度
少
ジ
。

二
、
動
脈
外
壁
交
戚
紳
経
切
除
ヲ
施
セ
UY

毛
ノ
ニ
ア

A
作
用
温
度
階
段
的
昇
降
ニ
於
－
Y
A
血
流
ニ
特
異
ノ
影
響
ナ
キ
ガ
如
ジ
。
寒
熱
交
互
作

用
ュ
於
－
Y
A
術
後
数
日
ヲ
将
、
過
セ
シ
モ
ノ
ユ
於
－
プ
温
熱
－
一
ヨ

Y
増
大
著
明
ニ
シ
ア
寒
冷

－一ヨ

Y
減
少
大
ナ
ヌ
ザ
Y

屯
ノ
ア
ク
。

三
、
腰
部
交
戚
紳
鰹
節
朕
索
胡
除
ヲ
施
ス
ト
キ
コ
寒
熱
ノ
刺
戟
－
一

ヨ
Y
血
流
振
幅
ノ
減
少
甚
グ
著
明
ナ

9
0
業
減
少
ノ
原
闘
A

血
管
髄
張
紳

経
能
力
／
竿
減
一
一
ヨ
U
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
血
管
牧
縮
神
経
ノ
能
力
A

本
手
術
－
一
ヨ
リ
ア
此
一ア
影
響
ヲ
蒙
ラ
ザ
Y

モ
ノ
、
如
、
ν
。
然
レ

ド
モ
疏

張
紳
経
ニ
闘
し
V

仔
細
－
一
知
検
ス

Y
ト
キ
A

、
本
手
術
－
一
ヨ

y
血
管
－
一
劃
ス
M
Y

交
戚
紳
経
緊
張
／
消
失
－
一
ヨ

y
、
試
験
下
肢
－
一
於
ケ

Y
流
血
量

不
断
ノ
増
大
ア
Y
ガ
潟
メ
ニ
一
民
能
力
字
減
ノ
如
ク
見
ユ

Y

毛
、
血
流
ノ
扶
態
ヨ
リ
ノ
判
定
セ
バ
二
定
度
以
上
ノ
渦
度
－
一
一
割
ス

Y
流
血
量
ノ

絶
封
値
郎
テ
瞭
張
紳
経
能
力
ノ
絶
掛
値
A

本
手
術
ノ
有
無
－
一
ヨ

y
－
プ
理
論
上
薬
異
ナ
キ
ガ
加
シ
。

四
、
坐
骨
紳
経
、
大
腿
紳
経
械
断
ヲ
施
ス
ト
キ

ニ
悲
熱
ノ
刺
戟
ユ
ヨ
U
F

流
血
量
増
減
ノ
閥
係
、
大
穂
ニ
於
－
ア
節
版
安
、
切
除
ノ
際
ト
同

一
ナ
リ
。

玉
、
腰
部
交
戚
神
経
節
版
索
切
除
ノ
際
的
チ
飯
張
紳
経
ヲ
械
断
セ
ザ
Y
際
ト
、
末
梢
紳
経
ノ
裁
断
－
一
ヨ
η
ノ
慌
張
紳
経
ヲ
全
部
被
断
セ
Y
際
ト
、

沼
熱
－
一
一
割
ス

Y
血
管
ノ
探
張
度
同
一
ナ
Y
事
質
－
一
ヨ

y
、
末
梢
部
－
一
於
ケ
Y

慌
張
紳
経
A

切
断
後
十
二
日
ヲ
経
過
ス
M
Y

モ
流
血
量

－一一部メ

得
ペ
キ
愛
化
ヲ
起
ス
程
度
－
一
A

麗
質
セ
ザ
Y

モ
ノ
ナ

グ
コ
ト
ヲ
推
定
ゼ
シ
ム
。

六
、
末
梢
紳
経
故
断
、
腰
部
交
戚
紳
鰹
節
賦
索
切
除
、
動
脈
外
壁
切
除
ヲ
施
シ
タ

Y

モ
ノ
ニ一於－プ
A

寒
熱
ノ
刺
戟
二

3

Y
血
涜
振
幅
、
末
梢
紳

経
裁
断
、
節
吠
索
、
切
除
ノ
際

ニ
比
ジ
増
加
セ
ソ
。
（
封
照
例
ニ
比
ジ
小
ナ
Y

コ
ト
A

勿
論
ナ
リ
ノ
）
。
其
増
加
ノ
原
因
A

流
血
量
ノ
増
大
印
チ
蹄

張
神
経
ノ
作
用
一
一
ヨ

Y

毛
ノ
ユ
ア
フ
ズ
シ
ア
、
流
血
量
ノ
減
少
印
テ
牧
縮
紳
経
ノ
作
用

一一
ヨ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

七
．
上
記
／
事
賞
λ

血
管
牧
縮
神
経
－
一
割
ス
M
F

刺
戟
症
状
以
外

一二
説
明
シ
得
ズ
。

之
レ
ト
封
照
例
郎
チ
牧
縮
紳
経
一
一
何
等
ノ
操
作
ヲ
加
へ

第

巻

F「

原

箸
」，

招

七
九
三

（
第
四
披

一九九〉



第

年幸

F園、

~ 

著
』」

摺

七
九
四

（
第
四
時
蜘

ムハ

O
）

ザ
Y
際
－

7
t
、
腰
部
節
朕
索
切
除
又
A

末
梢
神
経
裁
断
一
一
ヨ
リ
牧
縮
紳
経
ノ
経
路
ヲ
裁
断
セ
ジ
際
ニ
モ
、
血
管
牧
縮
ノ
紋
態
ガ
大
陸
同
一
ナ

y
事
寅
ト
ヲ
針
照
シ
ア
、
末
梢
牧
縮
神
経
モ
亦
被
断
後
十
二
日
ヲ
経
過
ス
w
y

モ
疏
血
量
一
一
認
メ
得
ペ
キ
襲
化
ヲ
起
ス
程
度
－
一
三
麗
質
セ
ザ

y

毛
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
推
定
セ
シ
ム
。

入
、
節
放
紫
切
除
叉
A

末
梢
紳
m
制
裁
断
－
一

ヨ
nJ
葉
配
下
憶
部
ノ
同ヌク
Y
血
流
上
ノ
品
質
化
A

術
後
十
二
日
ニ
於
－
ア
A

安
戚
神
経
ノ
血
管
－一
封
ス

y
緊
張
／
消
失
－
一
ヨ
u
y

不
断
ノ
流
血
量
ノ
増
加
－
一
止
マ

Y
。

九
、
局
所
ニ
於
ケ
Y
血
管
掠
張
叉
A

牧
縮
ノ
判
定
－
二

流
血
量
ノ
測
定
最
毛
正
確
ナ

y
。
肉
眼
的
－
一
充
血
叉
A

貧
血
ニ
ヨ

Y

判
定
A

屡
其
異

相
ヲ
逸
ス
M
F

虞
ア

y
。

一
O
、
治
療
上
主
ト
シ
ア
局
所
流
血
量
ノ
増
大
ヲ
希
望
ス

Y
場
合
－
二
作
用
温
度
ヲ
漸
騰
セ
シ
ム
ペ
シ
。

劃
新
陳
代
謝
関
係

一
一
、
健
常
動
物
ニ
ア
A

寒
熱
ヲ
交
互
－
一
作
用
セ
シ
ム

Y
ト
キ
局
所
新
原
代
謝
ノ
増
加
甚
ダ
著
明
ナ
リ
。
作
用
混
度
階
段
的
上
昇
ノ
際
－
二

葉
増
加
ノ
程
度
之
V

ニ
比
ス
レ
バ
甚
ダ
少
ナ
ク
、
且
ッ
最
大
酸
素
消
費
量
A

最
高
温
ト

一
致
セ
ズ
。
却
ア
終
末
（
最
高
温
）
減
量
ノ
傾
向
ア
リ

一
二
、
動
脈
外
壁
切
除
叉
A

節
扶
索
切
除
ノ
際
、
冷
熱
ノ
作
用
－
一
ヨ

y
局
所
酸
素
消
費
量
ノ
閥
係
封
照
例
－
一
比
ジ
ア
大
差
ヲ
認
メ
難
シ
。

一
三
、
末
梢
紳
純
裁
断
ノ
場
合
－
一
A

前
記
ニ
比
ジ
劃
然
消
費
量
振
幅
ノ
増
大
ヲ
認
メ
、
同
時
三
酸
素
消
費
量
A

作
用
温
度
ノ
昇
騰
ト
卒
行

u
z
y

増
加
シ
、
従
－
プ
最
大
消
費
量
A

最
高
温
ト
一
致
シ
、
所
謂
終
末
減
量
ナ

ジ
。
而
シ
ア
振
幅
増
大
ノ
原
因
A

多
少
A

冷
却
－
一
ヨ

Y
減
量
毛
影
響

ス
Y

モ
ノ
、
如
キ
モ
大
部
分
担
柵
熱
－
一
ヨ

Y
著
明
／
増
加
－
一
ヨ

Y

？
ノ
ナ

y
。

一
四
、
末
梢
神
経
裁
断
ニ
ヨ

Y
此
劃
然
タ
Y
消
費
量
振
幅
ノ
増
大
及
終
末
減
量
ナ
キ
事
賓
ト
封
照
例
ト
ヲ
比
較
ス

Y
ト
キ
、
局
所
刺
戟
－
一
ヨ

U
Y

末
梢
組
織
ノ
新
陳
代
謝
モ
亦
混
中
橿
ヨ
リ
恒
常
的
緊
張
性
支
配
ヲ
受
ク
Y

毛
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
推
定
セ
ジ

ム。

一
玉
、
泊
中
極
ヨ
リ
末
梢
部
組
織
ニ
達
ス

Y
緊
張
性
支
配
ノ
刺
戟
侍
建
ノ
経
路
A

其
大
部
分
末
梢
神
経
幹
中
ヲ
経
由
ス

Y

毛
／
、
加
hv
。

二
ハ
、
局
部
刺
戟
ニ
ヨ
リ
同
組
織
代
謝
作
用
ノ
増
加
一
一
A

必
シ
モ
認
メ
得
ペ
キ
筋
運
動
ヲ
要
セ
ズ
。
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Resume. 

S
o
 far 

as I
 ha
v
e
 r
a
n
g
e
d
 over medical 

literature, 
the 

o
n
l
y
 
w
a
y
 of 

studying 
the 

reactions 
of 

v
a
s
o
・constrictor

or 
v
a
s
o
・

dilator 
nerves 

of a
n
y
 p:i.rt 

against 
external 

application 
of 

local 
stimuli 

has 
b
e
e
n
 
to 

rlisting-u
ish 

t
h
e
m
 
b
y
 
a
n
a
e
m
i
a
 
or 

h
y
p
e
r
a
e
m
i
a
 of that I】art

b
y
 m
e
a
n
s
 of the n:iked e

y
e
 or, 

of late, 
the 

m
i
c
r
o
-
c
a
p
illary 

m
e
t
h
o
J
.
 

N
o
w
 I

 intend 
to 

investigate 

t
h
e
m
,
 
for 

the 
first 

t
i
m
e
 
in 

the 
world, 

b
y
 the 

estimation 
of 

the 
b
l
o
o
d
 
A
o
w
 of 

that 
part, 

a
n
d
 
believe 

this 
m
e
t
Q
o
d
 
the 

best 
a
n
d
 
the 

m
o
s
t
 
reasonabl

e
 o
n
e
 
a
m
o
n
r
r
 
th
ose 

hitherto 
u

氾
d.

T
h
e
 first 

reason 
for 

this 
is 

that 
the 

mission 
of 

the 
b

 

blood 
vessels 

is 
to 

c
o
n
v
e
y
 
blood 

to 
tissues, 

a
n
J
 
therefore 

th
e

 dilation 
or 

contraction 
of 

the 
b
l
o
o
d
 
vessels 

m
e
a
n
s
 

n
o
t
h
i
n
g
 
but 

m
o
r
e
 
or 

less 
quantity 

of 
the 

b
l
o
o
d
 
c
o
n
v
e
y
e
d
 to 

tissues. 
T
h
e
 s
e
c
o
n
d
 
reason 

is 
that 

the 
v
o
l
u
m
e
 
of 

b
l
o
o
d
 

flowing 
at 

a
 point 

of a
 vessel, 

s
o
 
l
o
n
g

江；，
the 

velocity 
is 

constant, 
varies 

in 
a
c
c
o
r
d
 
with 

the 
area 

of 
the 

section 
at 

that 
point 

of 
the 

vessel, 
while 

its 
contraction 

or 
dilation 

c
a
n
 
o
n
l
y
 
b
e
 
d
isc

e
r
n
e
d
 
b
y
 the 

lc n
，~t h

e
n
i
n
g
 
or 

shortening 
of 

its 
diameter. 

N
o
w
 the 

area 
of 

a
 circle 

is 
the 

function 
of 

the 
square 

o
f

 its 
diameter, 

a
n
d
 
therefore 

the 
d
"
a
m
e
t
e
r
 
of 

a
 

circle 
twice 

as 
large 

in 
area 

as 
a

 circle 
a'f 

a
 g
i

 
v
i

 
e
n

 diameter 
is 

n
ot 

twi
ce 

as 
lo
n
g
 but 

o
n

 I
 

y
 ca. 

1.4 I
 times 

of the 
latt

e
r
 

in 
le
ngth. 

!
h
i
s
 
s
h
o
w
s
 
that 

the 
d
i
a
m
eter 

at 
a

 point 
of 

a
 vessel 

d
o
c
s
 
n
o
t

 inc1
・ease

in 
a
n

 e
q
u
a
l
 p
r
o
p
o
rtion 

to 
the 

quantity 
of 

b
l
o
o
d
 
p
a
s
s
i
n
ε
t
h
r
o
u
~
h
 
that 

point, 
viz

.
 tha

t, 
practically, 

a
n
y
 c
h
a
n
g
e
 
in 

the 
b
l
o
o
d
 
flow 

ca
n
 b
e
 estimated 

m
u
c
h
 m

o
r
e
 exactly 

a
n
d
 
easily 

t
h
a
n
 
the 

estimation 
of chan::;e 

in 
diameter. 

M
o
r
e
o
v
e
r
 
the 

results 
of 

the 
former 

c
o
m
e
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【
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11)

out in n11merical value s
o
 that in 

the consideration of results 
n
o
 mingling, 

h
o
w
e
v
e
r
 unintentional, of a

n
 a
u
t
h
o
r
’s

 pr
e
s
u
m
p
t
i
v
e
 

v
i
e
w
 c

a
n
 take 

place, 
while the 

latter 
c
a
n
 
only 

b
e
 
distinguished 

b
y
 the 

s
h
a
d
e
 
of 

colour 
(h
y
p
e
ra
e
m
i
a
 
or 

a11aemi,1). 
N
o
 

o
n
e
 
e
x
c
e
p
t
 
a
 colour-blind 

person 
m
a
k
e
s
 a
n
 error 

in 
di
stinguishing 

its 
cliff

，じ
lで
nee

in 
b
o
t
h
 
extremes, 

so 
n
o
 o

n
e
 
has 

the 

right 
to 

b
e
 
p
r
o
吋

of
the

じ
xactness

of 
his 

j吋
g
e
m
e
n
t

w
h
じ
11

the 
【Jiff

，ゴ
l

micro-capillary m
e
t
h
o
d
 i詰

m
u
c
h
superior to thユ

t
of the n

a
k
亡【
l

ピy
じ，

but
as 

K
r
o
g
h

泊
戸

in
his 

1cp1
)1ts, 

w
e
 h
a
v
じ
y
じ
t
to 

di
詰cern

the 
reactions 

of 
ves

日els
b
y
 the 

size 
of a

n
 
area 

of th
e
 正Ii
la tiυ11 

or 
contraction 

of 
the 

capillλry v
cs

討
ピ
Is

It 
is 

sure th
at

 th
e
 

area 
of 

the 
reaction 

d
q
に
nds

u
p
o
n
 
the 

strength 
of 

the 
stimuli. 

U
n
l
e
s
s
 
a
 m
e
t
h
o
d
 
of 

m
e
a
s
u
ring 

a
n
 
exact 

dl
出

、
of

a
n
y
 

stimuli 
(mechanical, 

electrical 
or 

d
r
u
g
s
 
like 

iodine 
as 

I 三
ro;,;h

u
s
e
d
 
as 

vaso-constrictin
三

substance)
b
巴

cliscovc
日

正
l

-
t
h
i
s
 
m
u
s
t
 
b
e
 
v
e
r
y
 
di

伍
cult

especially 
in 

so 
fine 

a
 m
e
t
h
o
d
 
like 

the 
microcapillary-, 

I
 believe 

the 
results 

are 
m
u
c
h
 

inferior 
in 

value 
to 

those 
of m

y
 experiments. 

T
h
e
 third 

reason 
is 

that 
the 

quantity 
of 

b
l
o
o
d
 
passing 

t
h
r
o
u
g
h
 
tissues 

of 
a
n
y
 [Drt 

d
e
p
e
n
d
s
 
not 

o
n
l
y
 u
p
o
n
 the area 

of 
section 

of 
vessel, 

but 
u
p
o
n
 
o
n
e
 m

o
r
e
 factor 

in 
deciding 

it
.
 T

h
a
t
 is 

the 
velocity. 

T
h
a
t
 the 

quantity 
of 

b
l
o
o
d
 
flow 

:>.in 
a
u
g
m
e
n
t
 itself 

to 
a
 certain 

a
m
o
u
n
t
,
 o
n
l
y
 
b
y
 the 

increase 
of 

velocity, 
in

 case 
of 

m
a
k
i
n
g
 
n
o
 
visible 

increase 
in 

d
i
a
m
e
t
e
r
 
of 

the 
b
l
o
o
d
 
vessel, 

s
h
o
w
s
 
the 

following 
fact

.
 I

 often 
m
e
a
s
u
r
e
d
 
the 

d
i
a
m
e
t
e
r
 
of 

the 
femoral 

artery 
directly 

before 
a
n
d
 
after 

the 
resection 

of 
the 

l
u
m
b
a
r
 
s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
cord, 

a
n
d
 
c
a
m
e
 
to 

the 
conclusion 

tlnt 
twice 

as 
m
u
c
h
 

b
l
o
o
d
 
or 

m
o
r
e
 
c
a
n
 
pas'> 

t
h
r
o
u
g
h
 
the 

femoral 
artery 

without 
a
n
y
 discernible 

increase 
in 

the 
d
i
a
m
e
t
e
r
 
of 

th
~t 

artery. 

F
o
r
 these 

reasons 
I
 ho
l
d
 
m
y
 m
e
t
h
o
d
 
is 

scientifically 
t
h
e
 
best 

a
n
d
 the 

m
o
s
t
 reasonable 

o
n
e
 
a
m
o
n
g
 those 

h
itherto 

used. 

A
s
 to 

the 
n
e
r
v
o
u
s
 
control 

o
v
e
r
 
the 

m
e
ta

bolism 
in 

the 
periphe

』ic
tiss11es, 

there 
is 

n
o
 reliab

’e
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 
in 

o
u
r
 

literature. 
F
r
e
u
n
d
 a

n
d
 Janssen 

insist 
o
n
 the 

basis 
of 

th
e
ir 

e
x
p
e
rim

e
nt 

that 
the 

n
e
r
v
o
u
s
 
impulse 

f
r
o
m
 
the 

heat 
center 

to 
the 

peripheric tissueョ
passes

t
h
r
o
u
g
h
 the periarterial 

wλII. 
A
s
 will 

b
e
 s
h
o
w
n
 hereafter, 

h
o
w
e
v
e
r
,
 
their 

opinion 
a
p
p
e
a
r
s
 

to 
h
a
v
e
 s
o
m
e
t
h
i
n
g
 
w
r
o
n
g
 in 

their 
basis 

of a
r
g
u
m
e
n
t
.
 

T
h
i
s
 point, 

that 
is 

b
y
 
w
h
i
c
h
 
w
a
y
 
the 

n
e
r
v
o
u
s
 
control 

c
o
m
e
s
 

to 
t
h
e
 
peripheric 

tissues, 
I
 also 

intend 
to 

solve 
if 

possible. 



T
h
e
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
 
w
e
r
e
 m

a
d
e
 o

n
 d

o
σ
s
 a

n
d
 consist 

of
日
v
e
series. 

"' 
T
h
e
 first 

e
x
p
e
r
i
m
 .......... control 

o
n
 n

o
r
m
a
l
 animal. 

T
h
e
 s
e
c
o
n
d
 e
x
p
e
r
i
m
 ..
..... 

pcriarterial 
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
.
 

T
h
e
 third 

e
x
p
e
r
i
m
.
 

• ..... 
resection 

of the 
l
u
m
b
a
r
 s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
cord. 

T
h
e
 fourth 

e
x
p
e
r
i
m
 ....... section 

of th
三

peripheral
n
e
r
v
e
 
stems. 

T
h
e

自
fth

experirn .........
.
 periar t

巴
rial

s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
,
 
resection 

of 
the 

l
u
m
b
a
r
 
s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
c
o
r
d
 
&
 

section 
of 

the 
peripher

品
l

n
e
r
v
e
 
s
t
e
m
s
 
c
o
m
b
i
n
e
d
.
 

A
 
case

,
 in 

w
h
i
c
h
 
t
h
e
 

periarterial 
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 
a
n
J
 
the 

section 
of 

the 
peripheral 

n
e
r
v
e
 
s
t
e
m
s
 

w
e
1
 c

 p
e
r
f
o
r
m
e
d
,
 
is 

included 
herein. 

F
o
r
 a

 preliminary operation in 
the second, third, 

fourth
,
 an
d
 fifth 

e
x
p
e
r
i
m
e
nts, 

d
o
g
s
 
w
e
r
e
 anaesthetized 

b
y
 h
y
p
o
d
:
r
-

m
i
c
 i吋

ection
of 

m
o
r
p
h
i
a
 a

n
d
 inhalation 

of aether, 
the 

hair 
11・

前
s
h
a
v
e
d
f
r
o
m
 the spot w

h
e
r
e
 the a

b
o
v
e
 n

a
m
e
d
 operations 

s
h
o
u
l
d
 
b
e
 
m
a
d
e
,
 
a
n
d
 
that 

part 
w
a
s
 
d
u
l
y
 
dis:nfected, 

a
n
d
 t

h
e
n
 
the 

operations 
w
e
r
e
 
carried 

out 
as 

follows. 
F
o
r
 t
h
e
 

s
e
c
o
n
d
 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
,
 
after 

the 
skin 

in
c
ision 

at 
th
e
 right 

S
c
a
r
p品、

triangle
the 

fピ
m
o
r
a
l
a
rter

y
 w
a
s
 d

e
n
u
d
e
d
 to 

the 
l
e
n
g
t
h
 

of three c
m
s
.
 

F
o
r
 the 

third 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
,
 
after 

l
a
p
.
u
o
t
o
m
y
 b

y
 m
e
d
i
a
n
 
incis

ion, 
the

；山
d
o
m
i
n
a
l

o
r
g
a
n
s
 
w
e
r
e
 
p
u
s
h
e
J

 aside 

a
n
d
 t
h
e
 
right 

l
u
m
b
a
r
 s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
c
o
r
d
 
includii1g 

a
l
w
a
y
s
 
five 

ganglia 
a
n
d
 
especially 

th
.1
t
 ga
n
g
l
i
o
n
 
o
n
 
the 

p
r
o
m
o
n
t
o
r
y
 

of t
h
e
 s
a
c
r
u
m
 w
a
s
 rcsccteJ. 

F
o
r
 the 

fourth 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
,
 
after 

the 
skin 

incision 
at 

the 
S
c
z
n
 l川

’
s
trian6lc 

a
n
d
 
at 

the 
hip, 

the 
s
t
e
m
s
 
of 

the 
femoral 

a
n
d
 
the 

sciatic 
nerve 

w
e
r
e
 
resp

ec
t
 

iv
じ
ly

re
;ectcd 

to
 the 

length 
of 

t
w
o
 or 

three 
e
m
s. 

F
o
r
 the 

fifth 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
,
 
the 

a
b
o
v
e
 
three 

operations 
w
e
r
e
 
c
o
m
b
i
n
e
d
 
in 

o
n
e
 
animal. 

All 
th
ese 

operations 
w
e

1・e
 exclusively 

carried 
out 

o
n
 the 

right 
sid

e
 of 

the 
a
nimal. 

A
f
t
er 

the 
operat

io
n
s
 
w
e
r
e
 
fin

is
h
ed, 

the 
w
o
u
n
ds 

w
e
r
e
 d

u
l
y
 clo

se
d
.
 

－
 

In 
the 

fir
st

 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 
o
n
 
n
o
r
m
al 

<fog-; 
a
n
d
 in 

the 
other 

series 
of e

x
p
e
r
i
m
e
n
t
 
o
n
 d
o
g
s
 
a
ft
e
r

 a
 lap~c 

of 
λ
c
e
r
t
a
i
n
 

period 
after 

these 
preliminary 

o
p
e
日
tions,

the 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
 
w
e
r
e
 
c
a
n
 
J
 out just 

in 
the 

s
a
m
e
 
ll'ay 

as 
i:; 

d
ピ
scribed

in 
m
y
 

previous 
report 

(
A
r
c
h
i
v
 
flir 

Jaμani
日c
h
e

Chirurgic 
B
d
.
 
2
,
 
I

 
left 

2
,
 
S. 

139). 
T
h
u
s
 the 

a
n
i
m
a
l
 
w
a
s
 narcoti

比
d

b
y
 a

 h
yぃ

o-

~Ill~ 
【l!S

柳】
5豪

4-J~.µ 
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der
町
iic

injection 
of 

uretl
閣

s
a
p
h
e
n
o
u
s
 
vein 

w
e
r
e
 
e
x
p
o
s
e
d
 
a
n
d
 
the 

m
e
a
s
u
r
e
s
 
w
e
r
e
 
taken 

so 
as 

to 
take 

th
色
v
e
n
o
u
s

b
l
o
o
d
 
out 

oi 
th
e

 fピ
m
o
r
a
l

vei1 1
 

b
y
 a

 g
r
a
d
u
a
t
e
d
 
pipette 

specially 
m
a
d
e
 for 

this 
p
u
r
p
o
s
e
 ju

st 
in 

the 
s
a
m
e
 
w
a
y
 as 

Verzar, 
B
a
rcro

ft, 
L
a
n
g
l
e
y
,
 Ita

g
辻
k
i
a
n
d
 

others 
h
a
d
 d
o
n
e
 
with 

the 
popliteal 

a
n
d
 
small 

s
a
p
h
e
n
o
u
s
 
vein. 

T
h
e
 rate 

o
f

 the 
blo

o
d

 flow 
of 

e
a
c
h
 
o
n
e

 c
c
m
.
 
w
a
s
 

estimated 
b
y
 a

 stop-watch. 
T
h
e
 o
x
y
g
e
n
 use 

o
f

 the 
blo

o
d
 w

a
s
 determin

e
d
 b

y
 Barcroft’s

 differential 
m
e
th
o
d, 

the arterial 

bl
o
o
d
 b
e
i
n
g
 
t
a
k
e
n
 
with 

o
n
e
 
c
c
m
.
 
syr

in
g
e
 f
r
o
m
 
the 

carot
id 

artery. 
F
or 

applying 
cold 

o
r
 ho
t
 
w
a
ter 

to 
the 

le
g
 of dog-s, 

I
 u
s
e
d
 
a
 special 

apparatus 
devised 

b
y
 
myself 

a
n
d
 u
s
e
d
 
t
w
o
 m

o
d
e
s

 of 
applica

t:on
,
 the 

o
n
e
 
the 

gradual 
elevation 

or 

l
o
w
e
r
i
n
g
 
of 

heat 
(40°, 

45°
,

 50° 
e
a
c
h
 
for 

3
0
 minutes) 

or 
c
o
ld

 (z5°, 
20° 

ro0, 
o
。，）

applied 
respectively 

(
m
o
d
e
 A
)
,

 the 

other 
the 

alternate 
us
e

 of 
the 

b
o
t
h
 
stimuli 

(
m
o
d
e
 B). 

F
or 

the 
行
ぱ
，

second, 
a
n
d
 
third 

experiments, 
b
時
h

m
o
d
e
s
 
w
e
r
e
 

used, 
but 

for 
th
e
 fourth 

a
n
d

日
fth,

o
n
l
y
 
the 

m
o
d
e
 A

 w
a
s

 use
d. 

~·，＇ 

In 
consi

d
e
rati

o
n

 o
f

 the 
results 

o
f

 the 
e
x
p
e
riment 

I
 w

ぉ
c
o
m
p
e
ll
ed

to 
brin

g
 forward 

a
 n
e
w
 
theory 

of 
t
h
e
 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 for 

th
e
 b
l
o
o
d
 
fl
o
w
 b
y

 h
eat 

a
n
d
 c
o
ld
,

 that 
is

 th
e

 dif「eren
ce

b
e
t
w
e
e
n
 
th
e
 largest 

(b
y
 h

eat) 
a
n
d
 
th
e

 least 

(
b
y
 
cold) 

b
l
o
o
d
 
flow

,
 a
n
d
 
als

o
 the 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
for 

th
e

 o
x
y
g
e
n
 
u
se, 

the 
di

仇
rence

b
et

w
e
e
n
 
the 

largest 
a
n
d
 
the 

least 

o
x
y
g
e
n
 use. 

B
u
t
 either 

a
mplitude 

d
i仔
ers

too 
m
q
c
h
 individually,

 so 
出
品
t

it 
is 

e
n
tirely 

m
eaningless 

to 
c
o
m
p
a
r
e
 
e
ither 

w
i
t
h
 
the 

other. 
I
 th

e
n

 hit 
u
p
o
n
 
a

 t
h
o
u
g
h
t
 
to 

calculate 
the 

ratio
s

 of 
the 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
to 

th
e
 o

ri
g
i_n
al 

b
l
o
o
d
 
flow 

a
n
d
 
to 

the 
m
e
a
n
 
bloo

d
 
fl
o
w
,
 
as 

b
o
t
h
 
the 

original 
a
n
d
 the 

m
e
a
n
 blo

o
d
 flow 

a
n
d
 
m
o
r
e
over 

the 
a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
itse

lf
 are 

specific 
a
n
d
 characteristic 

of eac
h

 individual 
animal, 

a
n
d
 
the

n
 to 

c
o
m
p
a
r
e
 
these 

ra
ti
os

.
 
T
o
 a
vo

id 
possible 

error, 
I

 

to
ok, 

as the least b
l
o
o
d
日
o
w
the m

e
a
n
 v
a
lu
e

 of th
e

 t
w
o
 least 

blood
日
o
w
s
,

a
n
d
 as 

the 
lar

gest 
a
b
o
 the 

m
e
a
n
 vλ

lu
c
 
of the 

t
w
o
 largest 

b
l
o
o
d

日
o
ws.

F
u
r
t
h
e
r
m
o
r
e
,
 
b
o
t
h
 
the 

ratio 
of 

the 
largest

 bl
o
o
d
 
flow 

to 
the 

least 
o
n
e
 a

n
d
 
the 

ratios 
of 

the 

original 
b
l
o
o
d
 
flow 

to 
t
h
e
 
least 

a
n
d
 the 

lar
ges

t
 we

r
e
 taken 

into 
c
o
n
side

rat
ion. 

T
h
e
 s
a
m
e
 also 

for 
the 

o
x
y
g
e
n
 
use. 

T
h
e
 following 

is 
the 

brief 
s
u
m
m
a
r
y
 of 

the 
results 

of 
the 

e
x
p
e
r
i
m
e
nt
.

 



I. 
O
n
 the b

l
o
o
d
日
o
w
.

I
.

 
O
n
 n
o
r
m
a
l
 
anaesthetized 

dog,;, 
I

 observed 
the 

peculiarity 
of the 

o
r
g
a
n
i
s
m
s
 
that 

t
h
e
y
 
react 

very 
d
ifferently 

to 

the 
m
o
d
e
 of 

heat 
application. 

B
y
 the 

gradual 
elevation 

of 
heat 

applied 
(
m
o
d
e
 A
)
,
 
the 

blood 
flow of the part increases 

unusually ・and 
far 

e
x
c
e
e
d
s
 
the 

value, 
in 

case 
heat 

of 
the 

s
a
m
ε
d
e
g
r
e
e
 is 

a
p
p
lied 

f
r
o
m
 
the 

beginning. 
B
y
 the 

alternate 

application 
of 

heat 
a
n
d
 cold 

(
m
o
d
e
 B), 

o
n
 
the 

contrary, 
the 

increase 
of 

the 
blood 

flow 
is 

not 
so

同
m
a
r
k
a
b
l
e

a
n
d
 
d
o
e
s
 

n
o
t

 c
o
m
e
 
u
p
 
to 

the 
a
m
o
u
n
t
,
 
if 

heat 
of 

the 
s
a
m
e
 d
e
g
r
e
e
 
b
e
 
applied 

f
r
o
m
 
the 

beginning. 
There-fore 

if 
o
n
e
 
wishes, 

in 

medical 
treatment, 

to 
bring 

o
n
 chiefly 

the 
heightening 

of 
the 

b
l
o
o
d
 
flow 

in 
a
n
y
 part, 

it 
is 

rational 
to 

a
p
p
l
y
 gradually 

elevating 
heat. 

2. 
T
h
e
 
periarterial 

s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 
causes 

n
o
 
appreciable 

c
h
a
n
g
e
 
to 

the 
b
l
o
o
d
 
flow 

b
y
 m

o
d
e
 A

.
 
B
y
 m
o
d
e
 B
,
 

s
o
m
e
 increase 

in 
the 

amplitude 
w
a
s
 noticed 

in 
t
w
o
 cases 

in 
w
h
i
c
h
 
the 

e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 
w
a
s
 carried 

o
n
 three 

a
n
d
 
six 

d
a
y
s
 

respectively 
after 

the 
preliminary 

operation. 
_

 

3
.

 T
h
e
 
resection 

of 
the 

l
u
m
b
a
r
 sympathetic 

cord 
causes 

a
 v
e
r
y
 
r
e
m
a
r
k
a
b
l
e
 
reduction 

in 
the 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
(by 

m
o
d
e
 

A
)
,
 
a
n
d
 this 

reduction 
is 

entirely 
b
r
o
u
g
ht 

forth 
at 

the 
cost 

of 
the 

dilating 
action 

of 
blood 

vessels, 
b
e
c
o
m
i
n
g
 a
b
o
u
t
 half 

of 
the 

control 
experiment, 

while 
the 

contracting 
force 

being 
maintained 

a
l
m
o
s
t
 similar 

to 
that 

of the 
control. 

T
h
i
s
 

fact 
apparently 

contradicts 
the 

opinion 
of Prof. 

Brtining 
w
h
o
 says 

that 
neither 

the 
ice 

n
o
r
 
the 

heat 
brings 

o
n
 
a
n
y
 

visible 
c
h
a
n
g
e
 in 

the blood flow 
of 

the 
skin 

s
h
o
w
n
 b

y
 a
n
a
e
m
i
a
 or 

h
y
p
e
r
a
e
m
ia

 of that 
part. 

T
h
e
 
opinion 

of 
T
s
u
k
a
h
a
r
a
 

is 
the 

s
a
m
e
 
w
h
o
 concludes 

that, 
as 

to 
the 

v
a
s
o
・dilation

following 
the 

a
p
p
lication 

of 
the 

m
u
s
t
u
r
d
 
oil, 

there 
is 

n
o
 

di
白e
r
e
n
c
e

before 
a
n
d
 
after 

this 
operation, 

・while 
the 

automatic 
contraction 

of the 
vessel 

is 
entirely 

abolished 
b
y
 this 

operation. 
B
u
t
 
consider 

that 
this 

operation 
brings 

forth, 
for 

a
 certain 

period, 
a

 continual 
heightening 

of the blood flow 

of 
a
b
o
u
t
 
twic

e
 as 

m
u
c
h
 
or 

m
o
r
e
,
 
in 

s
o
m
e
 cases 

e
v
e
n
 thrice 

as 
m
u
c
h
.
 

T
h
i
s
 
fact 

m
a
k
e
s
 the 

result 
of m

y
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 

a
g
r
e
e
 
w
i
t
h
 that 

of 
T
s
u
k
a
h
a
r
a
 concerning 

the 
largest blood flows, 

as t
h
e
y
 are almost equal for both, while the least 

b
l
o
o
d
 

flow 
after 

the 
operation 

is 
not 

o
n
l
y
 
mt1ch 

lat・日
er

th
a
n

 that 
before 

the 
operation, 

it 
e
v
e
n
 
reaches 

a
l
m
o
s
t
 twice 

as 
m
u
c
h
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a
s
 
t
h
e
 
original b

l
o
o
d
 fl

o
w
 b
e
fore 

the operation. 
T
h
e
 la

tter 
f.tct 

ansll'ers 
the reason 

w
h
y
 Briin

in
g
 a
n
d
 T
s
u
k
a
h
a
ra 

c
o
u
l
d
 
n
o
t
 

distinguish 
th
e
 contraction 

o
f
 t
h
e
 
bl
o
o
d
 vessel 

b
y
 their 

n
北

e
d

eye, 
n
o
t
w
ithst:i

ndin
g
 t
h
e
 
d
e
g
r
e
e
 
of c

o
ntraction 

is 
a
l
m
o
s
t
 

similar 
to 

that 
before 

th
e
 operation 

T
o
 n
n
k
e
 t
h
e
se 

relation
弓
e
a
s
y

to
 u
n
d
e
rst

礼
nd,

I
 a
p
p
e
n
d
 
the 

following 
t
a
ble

,
 the 

n
u
m
b
e
r
s
 
in 

the 
b
r
a
ckets 

s
h
o
w
i
n
g
 
t
h
e
 
m
e
a
n
 values 

o
f
 the 

rati
os 

of the 
results 

of 
m

y
 e
x
p
e
r
im
e
n
t
.
 

F
o
r
 th
e
 
or
iginial 

bl
o
od

 flow 
before 

o
peration, 

it 
is

 s
u
p
p
o
s
e
d
 to b

e
 five 

c
c
m
.
 A

s
 is

 sh
o
w
n
 in 

the table, 
a
lthou

g
h
 th

e
 n
u
m
b
e
r
 in 

th
e
 b
r
ac
k
e
t
 

l'dore
 Opera

ti叩
After

れ
perati

on

Origiua
l
 J:lnorl 

Fl
ow’

c.c. 
(2・3 

tim世
イ
）

5
0
 

l
l
.コR

0
.
 

H.1'--B 0
 

L
argι

st 
Jll
oo
d
 Flow (I

 
!eat

)
 c.c. 

-
(3 

8?. 
1川
川ll川mes

8
 G
/
2
 times

＇＇~） 
19・o

U
 .
.
 

F-
IJ.0. 

19.7 
B.F-

A
.O
.
 

8
 (77% 

of 
0.11.

)
 

唱
＇

.
・.

τa’
f＇’

 
，－
、‘

 

(84
%
 of
 
.) 

Least 
Ulυ

ぃd
F
low

 (Cυ
leり

c.c.
3
 5

 F
-
B
.O. 

9・6
6

0
.l
l.!・＇－

A
凡

A
m
pli

tu
de 

c.c 
15 75 

10.1
2
 

R
emarl

、
：

0
B
.
F
-
B
.
O
.‘
…
U
11
ginal 

HI
りud

I・ low
 before 

Opera I
 

ion. 

0
.13
.F

-
A
.O

 ..…
O
ri
gin

al
 Bloocl

 Fl
ow

 afte
r
 Ol'er:i.I ion. 

for 
t
h
e
 
larg

巴st
blo

o
d
 f
l
o
w
 
aft

er 
o
p
e
r
a
tion 

is
 b
e
l
o
w
 half 

th
e
 v
ιalue 

o
f
 that before the operation, t

h
e
 absolute values for 

the 

la
rg

es
t
 are 

a
l
m
ost 

e
q
u
a
l
 for 

b
o
th 

before 
a
n
d
 after 

t
h
e
 
o
p
e
ra
ti
o
n
,
 wh
i
l
e
 
the 

actual 
v
a
l
u
e
 
for 

t
h
e
 
leas

t
 bl
o
o
d
 
flow 

a
fter 

t
h
e
 
o
p
e
ration 

is 
far 

a
b
o
v
e
 th

a
t
 before 

operdtion,.・
T
h
e

fu
r
m
e
r
 fact 

a
g
rees 

with 
th
e
 resul

t
 of 

T
s
u
k
a
h
a
r
a
,
 
b
u
t
 
t
h
e
 
latter 

s
h
o
w
s
 that 

w
h
a
t
 is 

v
e
r
y
 
easily 

a
n
d
 
e
x
旦
ctly

p
r
o
v
e
d
 
b
y
 the 

estimation 
of b

l
o
o
d

日
o
w

c
a
n
 
n
o
t
 b
e
 o
b
s
e
r
v
e
d
 
b
y
 t
h
e
 
n
a
k
e
d
 

eye. 
B
r
u
n
i
n
g
 states 

m
o
r
e
o
v
e
r
 that 

h
e
 c
o
uld 

n
o
t
 
o
b
s
e
r
v
e
 
the 

h
y
p
e
r
a
e
m
i
a
 b

y
 h
e
a
t
 
application. 

A
c
c
o
r
d
i
n
g
 to t

h
e
 results 

o
f
 m

y
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t,

 there 
is 

n
o
 case 

in 
w
hich 

I
 co
u
l
d
 
n
ot 

o
bserve 

t
he

 increase 
of the 

b
l
o
o
d
 
fl
o
w
 b
y
 t
h
e
 application 

of 



heat 
a
b
o
v
e
 4
0
°
C
.
 

If 
heat 

applied 
b
y
 Brtin:ng 

h
a
d
 b

e
e
n
 
a
b
o
v
e
 
4
0

仰C,
the b

l
o
o
d
 
vessels 

at 
that 

part 
o
u
g
h
t
 
to 

h
a
v
e
 

dilated so w
i
d
e
 as to m

a
k
e
 the b

l
o
o
d

日
o
w
increase, 

but the extent of dilation 
w
o
u
l
d
 
not 

h
a
v
e
 
b
e
e
n
 so 

large 
that 

it 
could 

b
e
 distinguished 

b
y
 the 

n
a
k
e
d
 
eye. 

T
h
e
s
e
 are 

the 
evident 

proofs 
w
h
y
 I

 h
o
l
d
 
the 

estimation 
of 

the 
b
l
o
o
d
 
flow 

m
u
c
h
 

superior 
to 

that 
b
y
 t
h
e
 
n
a
k
e
d
 
eye. 

O
n
e
 
m
o
r
e
 
fact 

is 
s
h
o
w
n
 
b
y
 the 

table, 
that 

the 
reduction 

in 
the 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
b
y
 this 

operation 
is 

a
l
m
o
s
t
 
similar 

in 

value 
to 

the 
difference 

b
e
t
w
e
e
n
 
the 

original 
blood 

flows before a
n
d
 after the operation. 

T
h
e
 abolition of the s

y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 

tonus b
y
 this 

operation 
bring

:; 
o
n
 no:hing but the continu

a
l

 increase of the b
l
o
o
d
 flow, 

nearly a
m
o
u
n
t
i
n
g
 to this 

di
仔
ere

n
e
e
 

a
n
d
 
this 

relation 
b
e
i
n
g
 
maintained 

for 
e
v
e
r
y
 c

h
a
n
g
e
 in 

the 
b
l
o
o
d

日
o
w
.

I
 n
a
m
e
 this 

value “
t
h
e
 distance tor t

h
e
 b
l
o
o
d
 

flow 
of 

t
h
e
 s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
tonus.

”
 

T
h
e
 a
b
o
v
e
 
facts 

refer 
o
n
l
y
 
to 

cases 
with 

a
 lapse 

of 
twelve 

d
a
y
s
 after 

the 
preliminary

 operation. 

H
y
 m

o
d
e
 
B, 

a
n
y
 
noticeable 

a
n
d
 
uniform 

c
h
a
n
g
e
 
in 

the 
results 

could 
not 

b
e
 
discove1 e

d
 so 

as 
to 

derive 
a
n
y
 

conclusion 
fr
o
m
 th

e
m
.
 

H
u
t
 
there 

is 
o
n
e
 fact 

that 
neither 

in 
the 

case 
w
it
h

 a
n
 
interval 

of 
thirty 

d
a
y
s
 
after 

operation 

nor 
in 

th
at 

with 
a

 b
p
se 

of 
ninety 

days, 
could 

I
 observe 

th
e

 c
o
m
p
l
e
t
e
 abolition 

of 
th
e

 vasoconstriction, 
that 

is 
the 

diminishing 
of 

the 
b
l
o
o
d
 
flow. 

4. 
T
h
e
 
c
h
a
n
g
e
 
in 

the 
a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
a
n
d
 
in 

the 
other 

ratios 
b
y
 the 

section 
of 

the 
sciatic 

a
n
d
 
the 

femoral 
nerves 

is 

a
l
m
o
s
t
 
similar 

to 
those 

recognized 
in 

case5 
of 

the 
resection 

of 
the 

l
u
m
b
a
r
 s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
cord. 

B
y
 the 

f
o
r
m
e
r
 
operation 

all 
of the vaso-dilator 

nerves 
are 

c
o
m
p
l
e
t
e
l
y
 severed, 

while 
b
y
 the 

latter 
all 

of 
t
h
e
m
 r
e
m
a
i
n
 
intact. 

It 
is 

evident 
then, 

that 
the 

increasin
g

 of 
the 

blood flow 
b
y

 heat 
is 

th
e

 s
a
m
e
 w
h
e
t
h
e
r
 the 

vaso-dilator 
n

巴
rves

are 
severed 

or 
not

.
 In 

this 

case, 
it 

is 
sufficiently 

proved, 
I

 believe, 
th
at 

the 
vaso-dilator 

n
e
r
v
e
 
fibres 

d
o
 n
o
t
 
degenerate, 

at 
least 

in 
the 

lapse 
of 

t
w
e
l
v
e
 
or 

thirteen 
d
a
y
s
 after 

the 
section 

of 
the 

nerve 
s
t
e
m
s, 

s
o
 
m
u
c
h
 as 

to 
a
ffect 

th
e

 bloocl 
flow 

b
y
 
o
u
r
 
m
e
t
h
o
d
 
of 

m
e
a
s
u
r
e
m
e
n
t
.
 

5. 
T
h
e
 
pet吋

lteri
a
l

 s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
,
 
the 

section 
of 

the 
peripheral 

nerve 
s
t
e
m
s
 
a
n
d
 the 

resection 
of 

the 
l
u
m
b
a
r
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s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 c
o
r
d
 
c
o
m
b
i
n
e
d
 bring 

o
n
 a

 distinct 
increase 

in 
the 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
of 

the 
b
l
o
o
d
 
flow; 

accordingly 
all 

t
h
e
 
ratios 

are 
larger 

than 
those 

u
n
d
e
r
 the 

fourth 
experi

m
e
n
t
,
 
t
h
o
u
g
h
 
m
u
c
h
 smaller 

than 
those 

of the 
control. 

W
h
a
t
 t
h
e
n
 
is 

the 

cause 
o
f
 this 

increase 
of 

the 
a
m
p
l
i
t
u
d
e
?
 

A
s
 to 

the 
dilation 

of the 
b
l
o
o
d
 vessels, 

that 
neither 

the 
section 

of peripheral 

n
e
r
v
e
 
s
t
e
m
s
 
nor .the 

resection 
of 

the 
l
u
m
b
a
r
 sympathetic 

c
a
n
 introduce 

a
n
y
 alteration 

in 
the 

b
l
o
o
d
 
flow, 

a
re

 the 
facts 

already 
p
r
o
v
e
d
 
b
y
 the 

third 
a
n
d
 the 

fourth 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
.

 
T
h
a
t
 
the 

heightening 
of 

the 
b
l
o
o
d
 
flow 

b
y
 
periarterial 

s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 is 

e
仔
ected

o
n
l
y
 
b
y
 the 

presence 
of .the 

reflex 
p
a
t
h
 
thro

u
g
h

 the 
posterior 

nerve 
roots, 

is 
also 

p
r
o
v
e
d
 
b
y
 

O
s
a
w
a
,
 a

n
d
 as, 

in 
this 

e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 (the 

fifth 
experiment), 

this 
reflex 

p
a
t
h
 
is 

shut 
off b

y
 
the 

section 
o
f
 
the 

peripheral 

nerves, the periarterial s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 c
a
n
 
not 

a
n
s
w
e
r
 for 

a
n
y
 increase 

in 
the 

amplitude. 
T
h
e
s
e
 facts 

s
p
e
a
k
 
altogether 

for 
that 

the 
increase 

of 
the 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
in 

this 
case 

c
a
n
 
not 

b
e
 
c
a
use

d
 b
y
 
the 

action 
of 

the 
vase-dilator 

nerves. 

T
h
e
n
 
it 

m
u
s
t
 
b
e
 
b
r
o
u
g
h
t
 
a
b
o
u
t
 
o
n
l
y
 
b
y
 
t
h
e
 
v
a
s
o
・constricting

factor. 
Is 

it 
t
h
e
n
 
possible 

that 
the 

section 
of the 

v
a
s
o
・c
o
附

rictor
fibres 

b
y
 the 

periarterial 
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 (
t
h
o
u
g
h
 
there 

is 
n
o
 direct 

proof 
that 

t
h
e
 
n
e
r
v
e

白
bres

pass 

thro
暗

h
the 

periarterial 
tissues 

continually), 
b
e
 
the 

cause 
of 

this 
increase? 

O
n
 the 

contrary 
this 

m
u
s
t
 e

n
d
 in 

the 

shortening 
of 

the 
a
m
p
l
i
t
u
d
e
 c

a
u
s
e
d
 
b
y
 the 

abolition 
of the 

function 
of 

the 
v
a
s
o
・constrictors,

as 
it 

is 
selfevident 

that 

the 
paralysis 

of 
a
n
y
 
nerve 

will 
bring 

forth 
the 

abolition 
o
r
 at 

least 
the decrease 

of the 
function 

of that 
s
a
m
e
 nerve. 

It 
js 

not, 
a
n
d
 
will 

not 
b
e
 the 

falling 
off of the 

function 
of the 

vaso-constri
ctors.

 W
h
a
t
 m

a
y
 serve 

t
h
e
n
 to the increase 

of 
the 

amplitude, 
is 

nothing 
but 

the 
e
x
c
i
t
e
m
e
n
t
 
of the 

s
a
m
e
 nerve 

w
h
i
c
h
 o
n
l
y
 
is 

able 
to 

a
n
s
w
e
r
 for 

the 
a
u
g
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 

of 
the 

function 
of the 

nerves. 
T
h
i
s
 
is 

possible 
o
n
l
y
 
w
h
e
n
 
the 

vaso-constrictor 
ne1ves 

are 
alive, 

b
e
c
a
u
s
e
 
if 

t
h
e
y
 
aTe 

d
e
a
d
,
 n
o
 
stimulus, 

h
o
w
e
v
e
r
 
intense, 

could 
excite 

t
h
e
m
.
 

T
h
e
r
e
f
o
r
e
 
it 

is 
sufficiently 

p
r
o
ve
d
 for 

the 
first 

t
i
m
e
 
that 

t
h
e
 

v
a
s
o
・const1

icto1
・
fibr

e
s
are 

fully 
alive 

a
n
d
 acting 

w
i
t
h
 
full 

e
n
e
r
g
y
 t

w
e
lve

 d
a
y
s
 after 

t
h
e
 
section 

o
f
 the 

peripheral 
n
e
r
v
e
 

s
t
e
m
s
 
or 

the 
resection 

of 
the 

l
u
m
b
a
r
 sympathetic

.
 A

s
 for 

the 
origin 

of the.
 stimulation, 

m
o
s
t
 probably, 

the 
periarteral 

s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 seerr.s 

to 
answer, 

b
e
c
a
u
s
e
 
it 

is 
already 

p
r
o
v
e
d
 b

y
 O

s
a
w
a
 that 

the 
continual 

re
g
e
neration 

in 
t
h
e
 arterial 

wall 
after 

the 
d
e
n
u
d
a
t
i
o
n
 
will 

b
e
 
the 

cause 
of the 

t
e
m
p
o
r
a
r
y
 increase 

of the 
b
l
o
o
d
 
flow 

b
y
 the 

incessant 
generation 

o
f
 



the 
stmuli 

as 
l
o
n
g
 as 

the 
regeneration 

is 
g
o
i
n
g
 on. 

In 
this 

case, 
h
o
w
e
v
e
r
,
 
it 

s
e
e
m
s
 that 

th~se 
stimuli 

only 
excite 

the 

vaso
駒constrictors,

as 
all 

the 
factors 

w
h
i
c
h
 
m
a
y
 interfere 

with 
the 

vaso-dilation 
h
a
v
e
 b

e
e
n
 
shut 

o
仔

beforehand
in 

this 

（日仙）
experiment. 

II. 
O
n
 the 

m
e
t
a
b
o
l
i
s
m
.
 

6. 
B
y
 the 

alternate 
application 

of 
heat 

a
n
d
 cold 

o
n
 n
o
r
m
a
l
 d

o
g
s
 (the

日
rst

e
x
p
e
r
i
m
e
此
，

m
o
d
e

B), 
the 

o
x
y
g
e
n
 use 

of 
the 

part 
is 

incre
、a
s
e
d

unusually. 
B
y
 m
o
d
e
 A
,
 
h
o
w
e
v
e
r
,
 
the 

increase 
of 

the 
o
x
y
g
e
n
 use 

is 
not 

only 
so 

m
u
c
h
,
 but 

is 

far 
less 

in 
value 

t
h
a
n
 
that 

in 
case 

th
e
 heat 

of 
the 

s
a
m
e
 d
e
g
r
e
e
 
is 

applied 
f
r
o
m
 the 

beginning
,
 an
d
 the 

largest 
o
x
y
g
e
n
 

use 
d
o
e
s
 
not 

co
rrespo

吋
with

the 
hi
g
h
e
st

 d
e
g
ぼ
e

of 
h
e
a
t
-
i
t
 
s
h
o
w
s
 
a
 terminal 

(
b
y
 
h
e
a
t
 
of 

the 
highest 

degree) 

diminution. 

7. 
B
y
 the 

periarterial 
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 or 

the 
resection 

o
f
 the 

l
u
m
bar 

sympathetic, 
the 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
of the 

o
x
y
g
e
n
 

use 
increases 

slightly 

8. 
T
h
e
 section 

of 
peripheral 

nerve 
s
t
e
m
s
 
brings 

forth 
a
 v
e
r
y
 
r
e
m
a
r
k
a
b
l
e
 
increase 

in 
the 

a
m
p
l
i
t
u
d
e
 
of 

o
x
y
g
e
n
 use, 

the 
cause 

of 
w
h
i
c
h
 
lies 

chiefly 
in 

the 
r
e
m
a
r
k
a
b
l
e
 
in
cre

ase 
of 

the 
o
x
y
ge
n
 use 

b
y
 heat 

application 
rather 

t
h
a
n
 
its 

diminuti
o
n
 b
y
 c
o
ld, 

a
n
d
 the 

lar
ges

t
 ox

y
g
e
n
 use 

corresp
o
nds 

with 
the 

highest 
p
o
int 

of 
h
ea
t
 applied, 

a
n
d
 
there 

exists 

n
o
 
te
rmin

a
l
 di
m
i
n
u
tion 

as 
in 

n
o
r
m
a
l
 
d
o
g
s.

 T
hi
s
 fact 

leads 
m
e
 to 

a
s
s
u
m
e
 
th
at

 so
m
e
 inhibitory 

n
e
r
vous 

control 
fr
o
m
 

the 
beat 

centre 
d
o
m
i
n
a
t
e
s
 over the 

m
e
t
a
b
o
li
sm

 in 
the 

peripheric 
tissues. 

9
.
 T
h
i
s
 tonic 

nervous control seems, m
o
s
t
 probably, 

to 
pass 

t
h
r
o
u
g
h
 
the 

peripheral 
nerv

e
 stems, 

as 
the 

periarterial 

s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 or 

th
e
 resection 

o
f
 the 

lu
m
b
a
r
 
sy

m
p
a
t
h
etic, 

separately 
o
r
 both_ c

o
m
b
i
n
e
d
,
 
in 

c
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
 
w
i
t
h
 
the 

section 
of 

th
e
 ne
rve stems, 

gives 
rise 

to 
n
o
 appreciable 

c
h
a
n
g
e
 in 

the 
amplitude 

of 
the 

o
x
y
g
e
n
 use 

in 
c
o
m
p
a
r
i
s
o
n
 
with 

the 
simple secti

o
n
 o
f
 the 

nerve
 stems. 

T
h
i
s
 contr

a
di
cts 

th
e
 opinion 

o
f
 Fr
e
u
n
d
 a

n
d
 Jansse

n
 w
h
o
 advocate 

o
n
 
the 

b
a
sis 

of the results 
of their e

x
p
e
r
i
m
e
n
t
 that 

the 
nervous 

impulse 
f
r
o
m
 
the 

heat 
centre 

passes 
to 

the 
peripheric 

tissues 
t
h
r
o
u
g
h
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the 
periarterial 

wall. 
T
h
e
 f1111damental 

error 
in 

their 
opinion 

lie
s
 in 

their 
ig
n
り
ra
n
し
C

り
f
the 

fact 
tint, 

e
v
e
n
 
in 

n
o
r
m

江
l

anaesthetized 
a
n
i
m
a
l
s
 
(nerves 

u
n
t
o
u
c
h
e
d
)
,
 the 

heat 
a
p
p
lic

礼
tion

to 
a
 p
art 

of the 
b
o
d
y
 b

ring-
,; 
f
 nth, 

with
o
川

仏
ii,

the 

increase 
of 

the 
o
x
y
g
e
n
 
use, 

the 
cold 

the 
diminution. 

I
O
.
 

T
h
a
t
 
m
e
t
a
b
o
l
i
s
m
 
e
v
e
n
 
in 

the 
m
u
s
c
l
e
s
 
at 

rest 
is 

incessantly 
tak

in
に

place,
is 

alread
y
 p
r
o
v
e
d
 
a
 fa
ct
,
 an
d
 this 

o
u
g
h
t
 to 

b
e
 so 

as 
Ion

江
部

the
m
u
s
c
l
e
s
 
are 

alive, 
but 

as 
to 

w
h
e
t
h
e
r
 it 

c
川

b
e

a
u
g
m
e
n
t
e
d
 b

y
 s
o
m
e
 stimuli 

w
i
t
h
o
u
t
 
a
n
y
 

visible 
contraction, 

there 
are 

m
a
n
y
 contradictory 

opinions. 
A
l
t
h
o
u
g
h, 

in 
m
y
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
,
 
not 

m
u
s
d
e
s
 onl

y
 but 

all 
the 

tissues 
of the 

leg 
are 

h
e
a
t
e
d
 
or 

cooled, 
it 

is 
p
r
o
v
e
d
 
that, 

for 
the 

increase 
of the 

o
x
y
g
e
n
 use 

in 
tissues 

of 
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c
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b
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c
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b
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c
h
a
n
g
e
s
 
in 

the 
t
o
n
u
s
 

of the 
muscles, 

rather .than 
the 

simple 
increase 

of 
it. 

I
 observe 

a
 similar 

p
h
e
n
o
m
e
n
o
n
 in 

the results of m
y
 ex
p
e
r
i
m
e
n
t
.
 

T
h
u
s
 
the 

gradual 
elevation 

of 
h
e
a
t
 
appl

ie
d
 
or 

the 
application 

of h
e
a
t
 
of a

 certain 
d
e
g
r
e
e
 
f
r
o
m
 
the 

b
e
g
i
n
n
i
n
g
 
m
e
a
n
s
 

n
o
thing 

but 
the 

c
o'ntinual 

elevation 
of 

the 
p
a
r
a
-
s
y
m
p
a
t
h
e
t
ic

 tonus, 
while 

the 
alternate 

application 
of 

h
e
a
t
 
a
n
d
 
cold 

s
h
o
w
s
 
that 

th
e
 s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 a

n
d
 th

e
 p
a
r
a
 s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
tonus 

are 
alternatel

y
 raised 

a
n
d
 decreased. 

T
h
a
t
 th

e
 c
h
a
n
g
e
 of 

to
n
 us 

is 
m
u
c
h
 la

r
g
e
r
 in 

the 
latte

r
 th
a
n
 
in 

th
e
 fo

1
 

m
e
r
,
 ne
eds 

n
o
 further 

e
x
p
l
a
n
a
tion. 

In 
the 

cold 
application 

of 
short 

duration, 
a
 similar 

state 
discloses. 

T
h
e
 
cold 

a
p
p
lied

日
rst,

ca
use

s
 a
n
 elevation 

of the sy
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
tonus, 

w
hile 

the 

following 
s
u
d
d
e
n
 b

r
e
a
k
i
n
g
 
off 

of 
cold 

stimulus 
brings 

o
n
 the 

reactive 
h
y
p
e
r
a
e
m
i
a
,
 
that 

is 
the 

elevation 
of 

the 
p
a
r
a

四

s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
tonus. 

T
h
i
s
 
great 

c
h
a
n
g
e
 
in 

the 
tonus a

n
d
 the 

r
e
m
a
r七

tble
incre<lse 

in 
the 

m
司
tabolism

thus 
b
r
o
u
g
ht 

forth, 

are 
c
o
m
m
o
n
 for 

b
o
t
h
 
m
o
d
e
s
 o
f
 etpplication 

of stin1uli, 



t
 2. 

1£ 
o
n
e
 
w
i
s
h
e
s
,
 
i
n
 
t
r
e
a
t
m
e
n
t
,
 
t
h
e
 
i
n
c
r
e
a
s
e
 
o
f
 t

h
e
 
m
e
t
a
b
o
l
i
s
m
 
i
n
 
a

 p
a
r
t
 ot t

h
e
 
b
o
d
y
,
 
t
h
e
 
a
l
t
e
r
n
a
t
e
 
a
p
p
i
i
c
a
t
i
o
n
 
o( 

h
e
a
t
 
a
n
d
 c
o
l
d
,
 
o
r
 t

h
e
 
c
o
l
d
 a

p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 s
h
o
r
t
 
d
u
r
a
t
i
o
n
 
s民

m
s

t
o
 
b
e
 t

h
e
 m

o
s
t
 s
u
i
t
a
b
l
e
 
m
e
a
s
u
r
e
.
 

B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y
.
 

1) 
A
n
i
t
s
c
h
k
o
w
,
 S. W

.
,
 
U
e
b
e
r
 die 

Tatigkeit
《ler

G
e
向
sse

i~ol目
的

Fin
g
er

u
n
d
 
Z
e
h
e
n
 
vo

n
 d
e
n
 
gesunden 

u
n
d
 
k
ran

k
e
n
 
M
e
n
s
c
h
e
n
.
 
Zeitschrift

加
die

g
田
a
m
l
e
experimentelle 

:'11edizin 
Bd. 

3
5
，
討
.
4
3. 

1923. 

2) 
A
r
l
o
i
n
g
,
 
S., 

Persistence 
d
e
 l ’excitabilite 

d
a
ns 

le 
bout 

pe1ipheriqne 
des 

nerfs 
apres 

la 
section. 

Archives d
e
 
Physi

o
logie 

T
o
m
e
 8, 

p. 
75, 

1896. 

3) 
A
s
h
e
r
,
 L., 

D
i
e
 
Innervation 

<ler 
G
d
a
s
s
e
.

 Di
e
 
ze
nlr:tl

c
 Innerv

a
tio

n
 u
n
d
 der 

periphere 
G
eflisstonus. 

Ergclmis;e der 
Physiologi

e
 J
g.

 2,
 11 

Abtheilung, 

Biophysik 
u
n
d
 P
s
y
c
h
o
p
h
y
s
i
k
，
只

.
:l・!G

,
 1902. 

4) 
A
t
z
l
e
r
 u
n
d
 L

e
h
m
a
n
n
,
 
U
e
b
e
r
 d
e
n
 
E
intlus

、
der

Wasstr>tuff・山
nenl、o

n
zcntration

anf die 
C
e
foss

e.
 l'fliiger’S

 A
r
c
h
i
v
 f.

 <I. 
g
e
s
a
m
t
e
 
P
h
y
>
iologie 

B
d
.
 
190, 

s. 
ll8, 

1921. 

5
;
 B
a
y
l
i
s
s
,
 W

.
 M
.
,
 
O
n
 the 

o肉
t
n
f
r
o
m
 the spinal 

cord 
nf 

the 
vaso

-di
la
tor 

fibres 
of the 

hind-limb, 
a
n
d
 
c.n 

the 
nature 

of these
自
brcs.

T
h
e
 Jυurnal 

of 

I’hysiology 
Vol. 

26, 
p. 

17
3, 

1901. 

6) 
B
a
y
l
i
s
s
,
 W

.
 M
.
,
 
O
n
 the local 

reactions 
oi 

the 
art

引
は

wall
to 

c
h
a
n
gts

 of internal 
presS'..lre. 

I
b
i
d
e
m
 
Vol. 

28, 
p. 

220, 
1902. 

7) 
B
a
y
l
i
s
s
,
 W

.
 M
.
,
 
D
i
e
 
Inner

叫
ion

der 
c;efiiss

:"
 
11. 

D
i
e
 R

e
g
u
b
t
i
り
n

d
e
r
 Blutvcrsorgung. 

Ergebnisse der E‘hysiolo
gie 

Jg. 
5, 

I
 u. 

I
L
 A

h
t
h
e
il., 

'.:'. 
319, 

1906. 

8) 
B
詰
w
f
r』g,

H
.，

χ
ur 

Plethysmc、grnphic
a
m
 M
ens

ch
en, 

m
i
l
 bεson

《lcrer
B
eriic

ksi
e

 

ur
】《I

n
ae

】1
Untert、indur

】g
peripheris

亡h
er

N
e
rven

.
 Mitteilungen

 a
n

 d
.

 (;r
en

；日
ebi

e
t
ピn

d. 
l¥Iecli,in 

uncl 
C
hiru

rg
ie

 Bel
.

 38, 
1924. 

9) 
B
r
e
s
l
a
u
e
r
,
 
F., 

D
i
e
 P

副
h
ogenese

der 
trophischen 

C
c
w
c
h
>
S
c
h
a
d
e
n
 
n
ac
h

 N
e
r
vc
n
ve
rletzu

n
g
.

 D
e
u
t
s
c
h
e
 Zeits

chrifl 
fiir 

C
hirur

邑
ie

Tid. 
150, 

S. 
5
0, 

1919. 

10) 
B
r
u
n
i
n
g
,
 F
.
,
 
u
n
d
 O. 

S
t
a
h
l
,
 
llie 

Chirurgie 
d
e、時

gelati
.. e
・1

 Ne
r、ensyst

e
m
s

司
Berlin

l¥J24. 

11) 
B
r
u
n
i
n
g
,
 F., 

U
c
b
e
r
 die 

Gefassn
引
v
e
n
b
a
h
n
e
n

a
n
 d
e
n
 
Ext1e.nili¥ten

.
 K
li
nische 

v
V
o
c
h
e
n
sc
h
rift 

Jg. 
3, 

Nr. 
26, 

S. 
20l:l7, 

1024. 

12) 
C
l
a
u
d
e
 B
e
r
n
a
r
d
,
 
R
e
c
h
e
r
c
h
e
s
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a’es 

sur 
le 

g1 :tnd 
sy

rnpa
t

 
h
.

 ct 
specialement sur 

I’influence, 
q
u
e
 
fo. 

section 
d
e
 ce 

ncrf exerce
 s:1r 

la 
cho.le~r 

animale. 
C
o
m
p
l
t
 s

 ren<lues 
d
e
 la 

Societe 
rle

 Bi
ologie 

l
 85:l.

刀
tiert

n
~
d
1
 
E
.

 Liek :
 l

＇’elie
r

 ue
n

 Einfluss 
der 

art
e
1i
cllen 

J
 fyperamie anf die 

R
e
g
eneration. 

A
r
c
h
i
v
 
fiir 

klin. 
Chirurgie 

Hu. 
67, 

S
.

 229, 
1
9
0
2.

 

13) 
D
a
s
t
r
e
,
 A

.
 et 

M
o
r
a
t
,
 J. 

P., 
I.es

 ncr
f,

 vaso
rl
ilat

atci
m
 d
e
 l’l>re

ill
e

 externe. 
A
rchi

v
 d
e
 
P
h
p
i<>
l. 

n
o
rma'

e
 et 

p:tth. 
2
.
 Ser. 

T
o
m
e
 >:

,
 p.

 3~13. 
1882. 

14) 
D
a
s
t
r
e
,
 A

.
 et

 M
o
r
a
t
,
 J. 

P., 
S
u
r
 Jes 

n
e
:・fs

 "
"
"
'dilnt

a
te-.1rs

 d
u

 m
e
m
b
r
e
 
inf•ゎ

ie肌
I
b
i
d
e
m

:L 
S
e～

T
o
m
e

 I, 
p. 

5
4
¥J
,
 1883. 

15) 
D
e
n
n
i
g
,
 H
.，

χ
u
r

 Physiolog. 
d
er 

per
iart. 

N
en

•en. 
Kli

凡
＼
＼
＇
o
じh

e
日
ch

r.
N
r. 

17, 
S
.

 72
i
,

 192-1
.

 

lG) 
D
u
m
p
e
r
t
,
 V
.
 
u
n
d
 K

.
 Fl
i
c
k
,
 
l
k
b
er 

d
e
n
 
V
erlo.

uf d
er

 sεnsibler‘
＜

；efJ~s, cr
l'en

 in 
d
en

 E
x
t
remita

ten. 
D
eutsch

e
 Zeitsch

r.
 F. 

C
hirurg. 

!Jd
.
 l¥JO

,
 S.

 3~\J. 

1925. 

Ii) 
F
l
e
i
s
c
h
,
 A., 

E
x
1
町

imcnlclle
l'ntersucliungc

n
 iii

町
die

Kohlensii.u
;c

日
irl
rnng

auf <lie 
Blutgefiisse. 

l'fliigcr’s
 ,¥rchiv 

I. 
d. 

gcs~rn. 
Physi

ol
o
g
.

 n
《1.

lil. s. 

8
G, 

1918. 

総
川
~

【I!?
紳】

5京
<
O

肘
（事長国

書長
4J 
I

 >
 



総
111
~

【Ill
樽】

E察
<
0
4
(
 

（
撚
亘
書
言

・μ
11) 

18) 
F
l
e
i
s
c
h
,
 A., 

D
i
e
 W

asse
四
toffi

o
n
c
nkonzenl

ration 
als 

p
eτipher-re

;;ula
t川

市
ch
er

A
g
e
n
s
 
der 

Hlut
versJ

叩
n
g

目
Z
e
itschrift

仁
allg.

P
h
 ysiol. 

B
d
.
 19
,
 S. 

269, 
1921. 

1
9
)
 F
r
e
u
n
d
,
 H

.
 u
n
d
 
S. 

J
a
n
s
s
e
n
,
 
U
e
h
e
r
 Muskelsto

ffwec¥
】se¥

u
n
d
 ¥Var

meregu
la
tio

n
.
 Klin. 

¥¥'ochen
さchr

.
Jg. 

2, 
fo. 

21, 
S. 

979, 
J¥)2

:; 
2
0)

 F
r誌

blich,
A
.
 
uncl 

H
.
 H

.
 M
e
y
e
r
,
 
Z
u
r
 
Frn

ge der 
v
iscer

九
k
n

Sensibilitat. 
Zeits

chrift 
f. 

d
.
 gesa'11. 

expcrirne
ntdle 

l'vlcrlizi
n
 B
d
.
 29, 

S. 
87, 

1
92

2
.
 

21) 
G
o
l
t
z
,
 
F., 

U
e
b
e
r
 Gefa

ss
erw

citernd
e
 N

er
吋
n
.
2
.
 Ab

b
a
吋

lun
g.

Pf!
首g町、

Archiv
f. 
<l. 

g
e
s
a
m
t
e
 l'hys

io
l. 

Rd. 
¥l
;
 S.

 174, 
l
k
7
4
 un

d
 Bd. 

11
,
 S.

 52, 
1
8
75. 

22) 
G
o
l
t
z
,
 
F
.
 
u
n
d
 J

.
 R
.
 E
w
a
l
d
,
 
D
e
r
 H
u
n
d
 m

it
、e
rkiirztem

W
i
cken111ark

.
 lh
i<l
e
m
 Tld

.
 03, 

S. 
:lo2, 

H
i
%
.
 

23) 
H
a
h
n
,
 0., 

Z
ur 

h
age der 

periarteiiellen 
S
y
m
p
a
ll
四
kt
c川

町
.
Zenlralblalt

仁
C
hirurg

ie
Jg. 

52, 
S. 

0, 
l¥l25.

 
N
J
 
H
e
s
z，

羽
T.

R
.
,
 
U
eber die 

periphere 
R
egu!i.,rung 

der 
Dlutz

irku!oti
u
n. 

PAiiger’S
 Archiv 

f. 
d
.
 gesa

m
t
e
 1

》hysiologie.
B<I. 

lll8, 
S. 

43¥l, 
1917. 

25) 
H
e
s
z
,
 W

.
 R
.’

D
i
e
 R
e
宮
ulierm

】g
d
es

 periphe
re

’】
Blutl、re

isl
九ufe

弓.
E

『gebn

2ι
）
堀
安
左
衛
門
’
寒
r合

及
温
熱
ノ
下
腿

I
JfIL
首t
及
新
！
弱
t代

謝
ユ
及
ポ
ス
影
響
ユ
車
t
テ

日
木

外
科

賀
画

第
三
4号

第
二
f虎

第
一

三
九

頁
．
大
正
十
荒
．
年
．

2
7
)
 J
e
g
o
r
o
w
,
 B. 

B., 
D
i
e
 h

istolog
肌

h
en

V
e
ra•1deru

n
.~en 

in 
d
e
r
 Gefasswand 

nac
h
 d
er

 Sy
m
p
a
t
h
e
k
to
rn
ie 

n
a
:h

 L
eric

he. 
R
同

点
aji

klinika 
Ile¥. 

1, 
H
e
ft

 G,
 S. 

46, 
1
9
?4
.
 R
ef.: 

Z
en

t1 
a
lbla

tt 
f. 

C
hirurgie 

J
g. 

5
2, 

Nr. 
21.

只
1147,

1
92

5
.
 

2
8
）

小
林
大
寮
，

貸
験

的
動

脈
外

壁
交

感
紳

鰹
切

除
術
．
日
本
外
科
1壁

画
第

一
理

署
第

四
三

四
頁

大
十

三
年

．
29) 

v. 
K
r
i
e
s
,
 
J,, 

H
e
m
e
r
k
u
n
g
c
n
 zur 

T
h
eo

ri
e
 der 

Muskeltati
gl

＜、eit.
P
Aii

g
er’s

 Ar
c
hi
v
 f. 

d
.
 gesm

n
t
e
 
P
hys

io
log

ie
 B
d
.
 190, 

S
.
 66, 

1921. 
30) 

K
r
o
g
h
,
 A., 

Studies 
o
n
 the 

capi
llariom

o
to
r
 m
e
c
h
anism. 

L
 T

h
e
 
React

io
n
 to

 st
imuli 

a
n
d
 
the 

inne
rv:ili

・m
 of the bloodvessels 

in 
the 

t
o
n
~
u
e
 
o
f
 the 

frog.
 T
h
e
 Journal 

of 
Physiology 

V
o
l. 

53, 
p. 

3
0
9
,
 I
 920. 

31) 
K
r
o
g
h
,
 A,, 

Studies
 on

 the 
physiology 

o
f
 capillarie<. 

lI. 
T
h
e
 react

io
ns 

to 
the 

local
只
timuli

o
f
 the blood vessels

 in 
the s1<in 

a
n
d
 the w

e
b
 o
f
 the fr.,g. 

I
b
i
d
e
m
 Vol. 

55, 
p. 

412, 
1921. 

3
2
)
 K
r
o
g
,
 A.

,
 G.
 A
.
 H

a
r
r
o
p
,
 P. 

B
r
a
n
d
t
-
R
e
h
b
e
r
g
,
 
Studies

り
n

th
e
 ph

y引
o
lo
g
y
o
f
 ca
p
illari

四
・

.III. 
T
h
e
 
innn

ervati
o
n
 of 

th
e
 blood 

v
e
到

ls
in 

d
四

hin<l 
legs 

of the frog. 
lb

id
じm

Vol. 
56, 

p. 
1
79, 

1
9
2
2.

 
3
3)

 K
i
i
m
m
e
l
,
 H

,
,
 
Z
u
r
 
chirurg

ie 
d
es

 S
y
m
pa
th

ic
us

 rnit 
beso

n
d
ere

r
 lkrlicksicht

igu
n
g
 ihrer 

anato
misch

e
n
 
G
rund

la~en
. 
B
r
uns’

B
eitrage

 rnr 
k
lin 

Cl
山

urg
ie

B
d
.
 122, 

S
.
 249, 

1
924. 

34) 
L
邑
w
e
n
,
A., 

U
e
b
e
r
 die 

peri
町
terielle

S
y
m
p
a
t
h
ekto

m
i
e
 bei 

der 
E

~
tr
e
m
itatentuberkulose. 

Miinchener 
m
e
d
i
zin. 

W
o
c
h
e
n
s
c
h
r
.
 
Jg. 

7
1
,
 Nr. 7, 

S
.
 191, 1

9
2
4.

 
35) 

L
a
n
g
l
e
y
,
 J, N

.
 a
n
d
 M

.
 I
t
a
g
a
k
i
,
 
T
h
e
 o
x
y
g
e
n
 use 

of der
町

vated
muscle. 

T
h
e
 Journal o

f
 Physi

o
logy Vol. 

51, 
p. 

202, 
l!ll i

.
 

36) 
L
a
n
g
l
e
y
,
 J, N., 

T、h
e
nerve

自
bre

c
onsti tu 

37) 
L
a
n
g
l
e
y
,
 J
.
 N., 

・1、h
e

v
借
culnr

dilati
o
n
 caused b

y
 the sympathetic 

an
d
 
th
e
 cour<e

 o
f
 vaso

m
o
tor 

nerves
.
 Ibirlem 

Vol. 
5S, 

p
.
 70, 

1923. 
3
8
)
 L
i
e
k
,
 E., 

l.1eber 
d
en

 E
i
nfluss 

der ar
teri

ellen 
H
y
p
e
r
a
m
i
e
 auf die 

R
egenera

ti
on. 

Archiv fijr 
lミJin.

C
h
irurgie 

E
d
.
 G7, 

S. 
229, 

I
 902. 

39) 
M
a
n
s
f
e
l
d
,
 G

.
 u

n
d
 A
.
 L

u
k
a
c
s
,
 
U
n
tersuch

u
n
g
e
n
 iiu

er 
d
en

 che
m
isc

b
en

 Muskelto
n
us.

 I’flii
ge

ド
S
A
rchiv

五
<l.

ges'.l
m
t
e
 I

ヲhysi
o
lo
gie

Bd. 161
，
只.

467, 191
5
.
 

4
0）

班
a
y
,

Zei
tsch

r
ift 

fiir 
B
i
olo

gie
 R
d
.
 12. 

Z
iti
ert 

n
ach T

o
e
n
ni出

e
n
:

E
γ
g
e
bn

isse 
d
e
r
 inner 

Medizin 
u
nd

 K
i
n
d
e
r
h
e
i
l
k
u
n
~
e
 
R
d
.
 23, 

S
.
 141

,
 19
23. 

41) 
M
e
a
d
e
-
S
m
i
t
h
,
 
Z
it
町

t
n
ach

 T
o
e
nni

essen
:
 Ergebn'sse der inneren

 M
ed

i1.i
n
 u
n
d
 
K
i
n
d
e
cheilkunde 

R
<l. 

23, 
S. 

1
67

,
 19
2
3.

 
4¥l

)
 M
e
y
e
r
h
o
f
,
 0., 

U
e
b
e
r
 die 

E
n
e
rg
etik 

d
田

Muskels.
Klin

.
 Wo
c
b
e
n
s
c
h
r
.
 Jg. 

1, 
Nr. 

5, 
S. 

2
30, 

1922. 
43l 

M
語
ller,

L
,
 R
.
,
 u11d W

.
 G
l
a
s
e
r
,
 
Uelier 

Inne
rvation

 der 
Gef:お

se
.
Deutsche 

Zeitschr.
に

Nervenheilkunde
B
d
.
 4
6
,
 S.
、
325,

1913. 



H
J
 
M
i
i
l
l
e
r
,
 L. 

R
.
,
 
D
i
e
 L

e
h
引

snerven,
ihr 

.-¥ufbau, 
ihre 

Leistun
gcn. 

2
.

 A
u
ll
九ge,

Berlin 
）！）~

4
 

-15) 
N
a
k
a
m
u
r
a
.
 H

 .. 
T
h
e
 o
,
y
gcn

 11•c of 1m;s
‘le 

nnr! 
the e'fe

ct 
o
f

 sy
m
p
九
thetic

nen'eS 
o
n

 it. 
T
h
e

 Jn
u
r
n
nl

 of
 Physinlogy

 V
リ
1.

55, 
N
n
s
.

 1
 a
n
d
 2, 

Hl2J
.

 

4
（））

大
寒
窪
，

Jレ
日
ヅ
シ
ユ
氏
動
脈
外
周
交
感
紳
；
1’

切
除
後
血
流
滑
加
ノ
：
本
態
＝
閥
ス
ル
賓
験
杓
研
究
.

II
本

外
科

貧
画

第
三

巻
第

一
波

m
-
-
f1Lj
三
頁
大
正
十
冗
年
．

4
i
）

大
遷

還
，

山
：;r

F
知

費
支

配
＝

関
ス

ル
賞

験
的

研
究

日
本

外
科
1壁

画
第

三土
谷

第
二

波
第

七
l"I
頁

大
正
十
五
年
．

t.'-n 
P
a
r
n
a
s
,
 J., 

L'el1er 
d
＇
時
刻
＇
esen

【l円
M
u
s
~、ele

rh
0lung.

Zentralblatt 
f.

 P
h
y
siol《、

gie
lld. 

:;o
,

 N
r. 

J. 
~. 

1, 
l¥llli. 

49) 
P
i
e
t
r
o
w
s
k
i’

G., 
Stu

《lien
iii、er

《len
peripheren 

Gεfiiss・nccha
【iis

旧
us
.

l'thiger's 
.¥rel

】1、，
f

cl.
巴
es-in

巾
l'I

50) 
P
o
s
c
h
a
r
i
s
s
k
y ’

 J., 
U
e
ber 

clie 
histologischen 

V
o
r
日五

n~e
a
n
 d
e
n
 pe:i

p
h
e
巾

c
h
c
n

N
 en・en 

n
n
c
九

K
o
nlinuit

五
tst

r
e
n
n
u
n;(.

 Zie
品
ler’s

Beitrage zur p
a
t
h
olo

gischen 

A
n
n
t
o
m
i
e
 u

n
d
 zur 

all
l{etr.e

inen 
Pathol

の
gie

Hd. 
41. 

S. 
52, 

1
9
0
7
.

 

51) 
R
u
b
n
e
r
;
 
A
r
c
h
i
v
 
f. 

H
y
日
ien

e
nd. 

23.
ヌ
itiert

n
a
ch

 T
州

ini
esse

n
:

 E
rgeh

町、
se

cl
er

 innecen 
M
crl

iz
in

 11ncl 
Iく
inclerheil

k
n
n
d
e

B
d
.
 
23, 

S. 
141, 

1
9
2
3. 

r12) 
S
c
h
a
d
e
,
 H., 

l'lt
ys
io

・c
h
e
m
i
e
clcs 

H
i
n
d
e
g
e
w
e
h
e
s
 un

:I
 ihre 

D
e
d
e
u
tung 

fiir 
die 

l
 

.y
m
p
h
・

1.nd
O
e
d
e
m
b
i
l
d
u
n
g
.
 
V
e
rh

a
ntll

i
n
立
e
n

d
er 

de.its
c
h
.

 1く
の
n
g.

仁
川
＇
＂

M
e
d
.
 
1
9
'.l'.l

.
 

53) 
S
c
h
i
f
f
:
 
l ’tlUger’s

 /¥ rchi v
仁

cl.
g
e
s
1
m
t
e
 
Physiolng

ie
 Dd
.
 
7, 

S. 
19, 

1
8
8
(). 

Z
iticrt 

n
a
c
h
 
W

.
 Na:;el; 

H
a
n
d
！】
u
c
h

der 
l'
h
ys
iologie 

des 
M
e
n
s
c
h
en 

D
d
.
 
4, 

~. 

4
雪
I,

Draursch¥¥'eig 
l!J09 

54) 
S
p
e
c
k
,
 

I》hysiol
＜＞~iピ

d.
m
ensch I. 

A
 thrn

《ns
Z
it
k
r
t

 na
c
h
 
C. 

H
i
r
s
c
h
;
 
Expcriment:lle 

U
n
t
e
r
s'.lchun

g
e
n
 
zur 

I.ehre 
v
o
m

 F
陀
her.

Deut~ches 
A
r
c
h
i
v
 fiir 

klin. 

¥
I ピ《

Iiλin
lhl. 

75, 
S. 

21>9
.

 190il. 

55) 
T
i
g
e
r
s
t
e
d
t
,
 
R
.
,
 
D
i
e
 F 村

山
n
u
n
g

仇
S

Hlutes 
in 

rlcn 
Capillnren 

un<l 
¥'e

n
e
n
.

 Ergebnisse 
d
e
r
 Ph,・s

io
logie 

J
g.

 18
，
只ー

1
,
1920. 

5o) 
T
o
e
n
n
i
e
3
s
e
n
,
 E., 

D
i
e
 lkde.1tuni;: 

d
e
s
 、

egct.1
1ive

n
 N

e
r
刊
n
s
y
s
t
e
m
s

for 
1lie

 W
訂

m
e
可

u
b
tぃ

n
u
n
d

 d
e
n
 Sto

仇
，
echsel.

Ergebnis
刊

cler
inncre

n
 M

edi, in uncl 

.Kin<l
~
r
h
e
ilku

n
d
c
 
lk
l. 

2
3
，
只

.
141, 

1
9
2
3
.

 

57）
録
原
仲
光
，
交
感

1n*I~障
磁
／

；末
梢
血
管
＝
及
ポ
ス
影
響
ユ
就
テ
．
日
木
外
科
賀
嗣
第
三
巻
第
二
域
~
－
－
一
頁
大
正
十
五
年

58) 
S
t
e
r
n
,
 R., 

C
e
k
r
 <la

s
 V
e
rh
altt"n 

d
e
r

 ¥'d
r
m
c
rc
g
ul
a
li

《in
i
m
 Fi

l'her u
n
d
 
u
n
ter

 d
er

 E
inwirku

n
g
 
rn

n
 A

nti
p
y
re
ti
c
is
.

 Z
e
it
sch

r.
仁

ldin.
M
e
 li
1in

.
 D

《I.
20, 

s. 
n:;, 

JS'.1'.l. 

59) 
T
n
c
k
e
t
,
 I. 

L,, 
O
n
 the 

slrictme 
'1n<l 

心
日
enera

ti
川

of
non-rn目

lul!~te.l
ncr

刊
日
hres.

T
h
e
 Jo

ur
r.a

l
 of l’hysiolog

y
 lld

.
 Hl
,

 p. 
~（）5, 

1
8
9
5
-
9
G
.

 

G
O
)

 U
y
e
n
o
，
メ
tudics

川
l
the 

r
凶
I
》iration

a
n
d
 ci

 
.. cula

ti
o
n

 in 
the 

cat. 
T
h
e

 e
:r
e
d
 
0f riso 

of b
od

y
 te
m
p
c
ratu1e. 

lhide
,11 

V
ぃ
1.

57, 
r
・
203,

1
92i:. 

Iii) 
V
e
i
l
，
預
T.

H., 
I川

・si
o
logie

uncl 
J'atholugic 

d
e
s
 ¥¥ as

;erha・;,halies. 
E
rgc

h
n
isse 

der 
inn. 

M
e
d
i
zin 

u
n
d
 
K
i
n
d
e
1h
ei
lkuncl

e
 ]¥cl. 

2:1, 
S. 

()40:
,

 19
2
:1.

 

i氾
）

V
o
l
l
m
e
r
,
 H
.，

χ
川

Hi
o
ln
g
ie

dcr 
I

 [a
 :t. 

K
l
 in. 

¥V1.>ch
e
n
s
c
h
r・

Jg.
2, 

Nr. 
4
1, 

S. 
］：－；／内，

1
92

::.

山）
W
i
e
d
h
o
p
f
,
 0., 

z
，河
川

irk
u
n
~

cl
e
r

 peri
.1
rte

:・iell
en

 S
y
m
p
~
t
h
c
k

to
rnic

口n
de.n 

E
¥
t1
e
m
i1
九
1
引
K

Jb
icle

m
 Jg. 

;;, 
N
r.

 17, 
S
.

 7'.l~. 
1
9
2
4
 

叫）
W
o
j
e
i
e
ch

o
w
s
k
i
,
 A

., 
I.'et

ud
e

 e'
p
cri

m
c川

組
長
川
~

【自若
者”】

E事
<
O
i
J
 

（組員
mili!

'13111) 


